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プロローグ　礼拝堂での淫靡な契り






　雪深いリグル国ジャイスコ辺境伯領主館の近くに、こぢんまりとした修道院がある。小さいながらも、同じ敷地内には礼拝堂もきちんと併設されていた。

　その地に住まう者たちの日々の礼拝を行う場であり、葬式も行えば結婚式も挙げられる場所でもある。もちろん修道院なので、通常は修道士がいて生活を送り、礼拝を行っている。

　しかし、今は人けがなく静かだ。

　本日行われる辺境伯の結婚式のために、修道院は礼拝を取りやめていた。溢れんばかりの花やリボンなどの華やかな飾りつけが施された礼拝堂の扉は固く閉ざされ、本日の主役が現れるのをひっそりと待っているように見える。

　けれど実際には、その礼拝堂の祭壇前で男女が折り重なっていた。

　純白のドレスに、同じく白いヴェールを頭から被った女が、白銀色の髪を振り乱して必死に首を振る。花で飾られた祭壇に両手をついて、細い腰を男に突き出す形で震えていた。

　人目がないとはいえ、神聖な場所である。羞恥から震えているのだろうと簡単に窺えるほどに、憐れな様子だ。

　そんな女の腰を荒々しく掴んでいるのは、銀色の礼服に身を包んだ金髪の男。

　色は異なるけれど、対となった揃いのデザインの衣装は、二人が婚礼を挙げる夫婦であることを物語っている。

　そんな二人が、祭壇の前で重なり合っているのだ。

　純白のドレスのスカートに隠れて、繋がった部分は見えないけれど、静かな礼拝堂には濡れた音が響き、女のふっくらしたピンク色の唇からは嬌声が漏れ聞こえる。二人が何をしているのかは明白だろう。

　礼拝堂の上部にあるステンドグラスからは柔らかな陽光が降り注ぎ、木目の床を照らしているが、その光に照らし出された女の姿はどこまでも淫靡いんびだ。

　妖しいほどに美しく、惹き込まれる。

「あ、やっ、だめ……ダメっ」

　涙を流しながら必死で拒む女の声は悦びを含んでいて、男は女の剥むき出しの白い肩に口づけながら、口角を歪ませた。

　肩口の開いた婚礼衣装は脱げかけていて、女は肩と双丘を露わに震えている。

　男が腰を掴んでいた片方の手を前に回せば、零れた胸を揉むこともできる。双丘の先端を摘まむと、女の中がきゅうっと締まった。

「ひ、やんっ」

　自分がどんな場所で、どんな姿を晒しているのか理解しているのだろう。さらけ出された白い肌は淡く朱に染まり、ひたすらに美味しそうだ。

　男の目を、極上に楽しませる。その喜悦が声にこもっていた。

「散々嫌だと言ったわりには、随分と愉たのしそうだね？」

「も、や、なのっ、今すぐ抜いて！」

「俺を放さないのは君だよ。わからない？　ほら、こうして外に出ようとすれば、引き止めるように蠢うごめくだろう」

　男はギリギリまで腰を引いて、抜けきる手前で勢いよく奥へと腰を進めた。

「ああっ、はあんっ」

「ほらね？」

　勝ち誇ったかのような男の言葉に、ひたすら女は首を横に振る。

　そんな彼女に構わずさらに攻め立てると、女が思わず両腕に力を込めて体を支えたため、より深く結合する。

　結果的に、男の激しい突き上げを最奥で受け止めた。

「や、ああっ」

「強情な君も好きだけど、素直な君も可愛いね」

　いつもの男の甘いささやきが耳元でこだました。

　かっと女の中で怒りに火が灯る。

　いつもいつもいつも──。

　男は中身のない甘い言葉をささやき続けた。嘘だらけで感情の乗らない音の羅列を、ずっと女は聞き流してきた。

　信じたわけではないが、どこまでも苦しいのは、結局流されてしまった自分への罰なのだろうか。

　なぜなら女には姉がいる。自分よりも遥かに男に相応しく、美しい姉が。

　姉の気持ちも彼の想いも知っていて、それでもみっともなくこうして彼の隣にいる愚か者への。

　だからといって、夫婦の愛を誓う日に神の御許おんもとで戯言たわごとを繰り返すなんて。

　悲しみが女を襲う。

　せめて、今日くらいは彼も本音を語ればいいのに。

　神聖なる神の御前だ。心の内を吐露したところで、誰が責めるというのか。こんな行為をしてまで嘘を重ねる必要はどこにもない。

　自分のことなど嫌いだと、ただ都合がいいだけにすぎないのだと、長年の鬱屈をさらけ出せばいい。

　だが、男はどこまでも本音を隠して嘯うそぶく。

「スカートをめくれば、しっかりと俺たちが結ばれた証が見られるよ。俺の白濁と君の純潔の赤が混ざって、きっと綺麗だろうね。君の素敵な足を伝って流れていくのを想像するだけで、体が熱くなるよ」

「もう、バカぁ。アルなんて、きら……っんああっ」

「君の罵倒も、可愛いおねだりにしか聞こえないね。初めてなのに何回イッたのかな。ねえ、今も俺を咥え込んで一人で愉しんでるくせに。もう俺はほとんど動かしてないんだけどなぁ」

「あ、は、あああああんっ」

　言葉のとおり、男の腰はゆったりとした動きになっている。だが、いやらしい言葉で攻め立てられ、礼拝堂に女の嬌声がこだました。達した女の中はぎゅうぎゅうと男自身を締めつけて、同じく昇りつめるように促す。

　頭をのけ反らせ、背を弓なりに反らす女の背中を見つめ、うっそりと男は微笑む。

　ゆっくりとした腰の動きから一転、激しく攻め立てながら、あくまでも冷静に男は告げた。

「こんなに淫らな体を受け入れられるなんて俺くらいだろう。安心していいよ、もうこれでどこにも逃げられないからね」

　突き上げられ、体と息を弾ませながら、女は赤紫色の瞳からとめどなく雫を零す。

　身の内を浸すのは、悲しみや後悔だ。

　そして、それらを上回る悦楽で、目の前が真っ白になった。

「ほら、もう一度出すよ。しっかり受け止めて。なんせ、俺たちの初めての夫婦の営みだろう？　神様に見守られながらっていうのがさらに興奮する」

「あ、やっ、いやあああっ」

　涙を散らしながら顔を左右に振る女を嗤わらいつつ、最奥への刺激を続け、男は傲然とした様子で達した。

「愛してる、ジェシカ。俺の可愛くて愛しい奥さん」

「貴方なんて、大、嫌いよ……アル」

　女の意識はそこでぷつりと途切れた。

　男がどんな表情を浮かべていたのか、女は知る由もない───。





第一章　嘘つき婚約者の甘いささやき






　リグル国は大陸の雪深い北の果てにある。

　国土の大半を雪と氷で覆われ、東側には広大な黒い森が広がっていた。だが、大半は未開の地だ。魔の森と呼ばれるその森は、いつの頃からか魔狼まろうの巣窟そうくつになっていたからだ。魔狼はその生態がよくわかっていないが、放っておくといつの間にか増える。そのうえ、餌を求めて度々人里へとやってくるのだ。集団で襲ってくるうえに動きが速く、複数人でも対処することは難しい。

　そのため、魔の森を含めたジャイスコ地方を治める領主は、魔装騎士の師団長を兼任することが多い。魔狼から領民を守り、時折森に入って討伐することが主な仕事になるからである。

　魔装騎士は国お抱えの魔法が使える騎士であり、魔装騎士団を構成している。リグル国の王都を守護の第一師団とし、周囲を七つの領地に分け、合わせて八師団が存在する。

　ジャイスコ辺境領は第二師団の管轄だ。

　今代の辺境伯はアルバード・ジャイスコ。

　年齢は二十五歳で、若くして第二師団長も兼任している優れた魔装騎士だ。

　また金髪碧眼の美丈夫で、女のように繊細な美貌の持ち主でもある。

　そのうえ彼の魔法と剣の腕は天才的で、敵を一切寄せつけないほどの攻撃は鉄壁の守護にもなる。部下からの信任も厚く、辺境伯領民からも慕われていた。

　もちろん魔装騎士として、領主になる前は王都の第一師団に配属されていた。そのため王都での人気も凄まじい。令嬢たちがこぞって熱を上げているそうで、数々の浮名を流していた。

　そんな国内でも有名な男の婚約者は、伯爵家の十八歳のジェシカだ。

　白銀色の髪に赤紫色の瞳をしていると言えば聞こえは綺麗だが、要するに灰色のくすんだ髪に、何色なんだかはっきりしない、薄気味悪い瞳を持つ平凡な容姿の少女である。おまけに性格は気が強くて我が儘まま。社交を苦手としており、滅多に外へ出ることがない。

　貴族の子女は、成人とされる十八歳までに社交界にデビューするものだが、屋敷に引きこもっているのでもちろんしていない。表向きは病弱という話で、性格と容姿に難があって出てこないのだと認識されている。つまり、容姿も性格も一言でいえば可愛くない。

　そんな彼女が美貌の辺境伯と名高い男の婚約者なのだから、家格は伯爵令嬢といえども全く釣り合いが取れていないと、社交界で噂されているのを知っている。そんな婚約者を、アルバードも王都では一緒に連れて歩くことはない。

　名ばかりの婚約者だ。けれど、彼がジェシカを手放せない理由もきちんと理解している。

　それはジェシカが『永久駆動魔力炉えいきゅうくどうまりょくろ』という特異体質だからだ。魔法士の力を無条件で増幅し、枯渇した魔力も一瞬で補い魔力を供給し続けるため、永久に魔法を使える魔法士にとっては夢のような存在──。

　それが、ジェシカには備わっていた。

　そのため、魔法を使うアルバードにとっては、決して手放せない存在となっているのだ。

　その証拠に、彼は出会ってすぐにジェシカの体質を見抜いた途端、早々に婚約話を持ってきた。

　年齢の近い姉をすっ飛ばして、十歳の子どもに婚約を持ちかけるほどに素早かった。普通なら不信感を覚えるところだが、幼いジェシカは美貌の年上の婚約者にあっさりと懐いた。

　最初は渋っていた両親も、彼に懐く娘に苦笑しつつ見守ってくれていた。今ではすっかり彼を信用して、なんなら早く嫁に行けと言う始末。

　それもそのはずで、アルバードは恐ろしく外面がいい。

　外見がとてもいいだけでなく、まるでジェシカをお姫様のように大事にして、蕩ける笑顔を向ける。あちこちの女と遊んでいることを隠しているくせに、ジェシカの前でも懲りずに甘い言葉をささやく。両親の前だろうと兄の前だろうとお構いなしに。

　可愛い、大好き、笑顔が素敵、愛している、と。

　雪景色の銀世界を見ると君に包まれているような気がするだの、おとぎ話の姫を見初める英雄になった気がするだの、可愛い君を前にすると賛美の言葉が溢れて止まらなくなるだのと、熱心な様子で滔々とうとうと語る。

　美しい容貌と貴公子然とした態度、そして甘い笑顔に、大半の者は騙されるのだ。

　無言の父の隣で、母はこちらが照れてしまうわ、などと言い、兄にはバカップルは破滅しろと呪われる。

　だが、それは彼のパフォーマンスで、言葉には中身が伴わない薄っぺらで吹けば飛ぶような代物だと、ジェシカは気がついていた。

　なぜなら、彼は他に好きな人がいて、しかもジェシカのことを心底嫌っているからだ。女遊びをやめないのもその一環らしい。

　これは決して誤解でもジェシカの思い込みでもなく、実際に彼がそんな話をしているのを聞いてしまった。

　現に彼は王都の学園に通学していて、卒業後第一師団に勤めたが、一度もジェシカと一緒に出かけなかった。家には来るが、夜会などに同伴したこともなく、街歩きのデートすらしたことがないのである。

　それはジェシカの特異体質のせいだと、彼を含め家族からは説明されたが、アルバードがそれを建前にして自分を遠ざけているのを知っていた。例えば、不意にジェシカが近づくと彼は固く身を強張らせ、そっと距離を取る。表面上は取り繕っていても、何気ない所作に彼の気持ちが透けて見えるのだ。

　ジェシカは彼にとっての都合のいい女でしかない。

　それが婚約者であるアルバードの答えだと、いつの頃からか理解していた。

　何をどれだけ甘い言葉で告げられたところで、行動が全く一致していないのだから、信じるのも馬鹿らしい。

　そんな彼とは、両家の間で、ジェシカが成人とされる十八歳になればすぐに結婚することが決まっていた。しかも、式も王都ではなく辺境伯領で行う、身内だけの小さなものだ。

　それほど徹底して隠された婚約者なのだ。

　さすがのジェシカも、悲しむよりも呆れ返った。

　そうまでして自分の存在を隠したいくせに、結婚しなければならないのかと。

　憤るジェシカに彼が口にしたのは、特異体質だから魔法士に会わせるわけにはいかないとか、未成年を連れ出すわけにはいかないとか、領地を長く離れられないとかの、もっともらしい理由だった。そんな数々の口実を並べ立てる婚約者を前に、ジェシカはひたすら無表情を貫くしかない。

　そんな結婚前のある日、王都にあるジェシカの住まいである伯爵家に顔を出したアルバードは、輝くばかりの笑顔を向けて花束を差し出した。

　極寒の地であるこの国では植物は生育しにくく、膨大な魔力を使って温室で大切に育てられる。そのため生花は、最高の贈り物とされているのだ。そもそも温室育ちの花しか咲かないのだから、値段もかなり高額になるのは推して知るべしである。

　それを、ただ会いに行くためだけに用意するのだから、彼の努力は凄まじい。

　乙女を転がす詐欺師のようだと彼の性根を褒めてしまったが、意地になっているジェシカはそれをおくびにも出さない。

「やぁ、ジェシカ。相変わらず可愛いね。冬の妖精に出会った気分だよ」

「アルバード様、ごきげんよう。今日はどのようなご用事でいらっしゃいますの？」

　応接間に顔を出した途端に花束を差し出されたため、うっかり受け取ってしまった。返すわけにもいかないので、そのまま彼を見上げる。

　女性の平均身長ほどのジェシカと比べると、彼の背は頭一つ分以上ほど高い。女性のように美しい顔立ちはしているけれど、広い肩幅に細身だがしなやかな筋肉のついた体を紺色の魔装騎士の制服に包んでいる。あまり異性を知らないジェシカだが、十分に男らしいと思う。そのうえ、勲章などの飾りが少ない略装といえども、彼にはよく似合っていて見惚れてしまう。

　本当に整った容貌の持ち主だ。

　気を抜けばうっとりとしてしまうので、ジェシカは歯を食いしばって顔を強張らせた。

「明後日には俺たちの結婚式だろう。先に向こうに行っていたけど、こうしてジェシカに挨拶に来たんだ」

　すでに辺境伯領主として、アルバードは王都を離れジャイスコの領地に住んでいる。わざわざ挨拶のためだけに王都に戻ってきたのなら、よほどジェシカを逃したくないのだろう。

「あら、それはわざわざご丁寧に。では、もう用事が済んだのならお帰りください」

　釘を刺さなくても逃げ出したりしない。いや、逃げ出すことは何度も考えた。だが、婚約を解消したいほうから申し出るのが筋ではないかと思い留まったのだ。

　そもそも、逃げるといっても思い当たる場所もない。家から出て、ジェシカ一人で生活する自信なんて少しもない。だからこそ、彼からの申し出が重要なのだ。

　ジェシカは文句を呑み込んで、扉を示した。

「おいおい、アルバードはすっごく忙しい中、わざわざお前に会いに来たんだぞ。そんな追い返し方があるか」

　扉を勢いよく開けて飛び込んできたのは、三つ上の兄ドルバだ。ジェシカと同じ髪色と瞳を持ち、一目で兄妹とわかる容姿の男は、魔装騎士団の第一師団で副師団長補佐を務めている。仕事ができてそこそこの地位に就いていればモテるらしく、伯爵家嫡男なこともあって遊び人でもある。つまり、アルバードと同様だ。

「頼んでいませんし、婚約者に手間をかけなくても大丈夫です。お気遣いは無用ですわ」

「本当に可愛くない妹だな。アルバード、本当にコイツでいいのか？」

「ジェシカは可愛いよ、昔から俺のお姫様だから。砂糖菓子みたいな髪も、飴玉みたいな澄んだ瞳も、何もかも食べたいくらいに、ね。短い逢瀬も長く感じられるほどかけがえのない素敵な時間だから。一目見られるだけで俺は満足かな。それに、天上の音楽を聴いているかのような可憐な声も聞けるなんて至福だよ」

「わかったわかった、お前の目も耳も節穴だな。はいはい、ご馳走様、このバカップルめっ！」

　滅びろっと吐き捨てて、兄は足音荒く部屋を出ていった。

「何しに来たのかしら？」

「大切にしてた妹が遠くにお嫁に行くから、寂しいんだろう。君に挨拶に行くと告げたら城から一緒についてきてくれたからね」

「はぁ、そうですか」

　城へ寄ったことを暗に告げられ、やっぱり王都への用事のついでに婚約者のもとに顔を出しただけかと、ジェシカは身を引き締めた。

　血の繋がった兄だ。アルバードが語るような殊勝な理由ではないことはわかる。

　せいぜいからかってやろうと、いたずら心を出したくらいだろうか。

「アルバード様もお帰りください。兄が言ったように、お忙しいのでしょう？」

「王都できらきらと咲き誇る花のような可憐な君を、辺境へと連れていってしまう俺を怒っている？」

　悲しげに整った眉を下げたアルバードは、まるで捨てられた子犬のような憐憫れんびんを誘う。罪悪感を盛大に刺激されて、ジェシカはできるだけ感情を押し殺してつっけんどんに答える。

「別に住めばどこも同じです。多少店や人が変わるくらいでしょう」

「ふふ、そうか。君は可愛くて美しいのに強いね。俺が傍にいるところなら、どこでも嬉しいと思ってくれる？」

「馬鹿なことをおっしゃっていないで、お帰りください。私も明日にはここを発つので、準備で忙しいんですから」

　ジャイスコ辺境伯領には魔動車で半日ほどかかる。

　帰ってこようと思えばすぐに王都まで戻ってこられる距離だ。それほど悲観する理由もない。

「あら、そんなにすぐ追い返さなくてもいいのではなくて？」

　再度、第三者の鈴を転がすような声が響いて、ジェシカはびくりと肩を震わせた。

　振り返れば、白銀色の髪にサファイアのような瞳をした女が立っていた。

　可憐で美しいと評判の姉のエリシアだ。

　自分や兄とは違って、似た髪色なのに彼女の髪はつやつやと輝いており、顔立ちもとても綺麗で、妹の自分ですら見惚れてしまう。

　まさにアルバードの褒め言葉に相応しい人物である。王都で咲き誇るのは姉だ。

「アルバード様、ごめんなさいね。この子ったらやっぱり王都を離れるのが心細いみたいで、少し神経質になっているようなの」

「お姉様、どうしてここに」

「貴女がアルバード様を追い出しそうだって、ドルバが駆け込んできたのよ。せっかく来ていただいたのに申し訳なくて……こうして貴女を宥めに来たのだけれど、遅かったかしら」

　困ったように小首を傾げる仕草も可憐で、思わず息を呑む。

　アルバードは同じく姉に微笑んだ。いや、自分に向ける笑顔よりも数倍輝いているようにも見えた。

　思わず花束を持つ手に力がこもる。

「やあ、エリシア嬢。お邪魔しています。本日もとてもお綺麗ですね。そういえば、この前の大規模演習でも活躍したとか。第二師団までその優秀ぶりは届いていますよ」

　姉は家では淑女然としたドレスを纏っているが、一歩外に出れば魔装騎士団の一員として男女兼用の団服にズボン姿だ。兄と同じく第一師団に所属していて、王都勤務になる。

「ありがとうございます。今、お茶を淹れますわね。本当に気の利かない子でごめんなさい」

「いえ、俺も仕事を残してきているのでこれで失礼します。最後に貴女に会えてよかった」

　微笑み合う二人に挟まれて、ぎゅっと心臓が音を立てて軋む。

　こんな二人を見たくなくて、だから早く帰ってと言ったのに！　と、子どものように駄々を捏ねて暴れる内心を宥め、ジェシカは花に顔を埋めるように俯いた。

「私、用事があるので先に失礼しますね」

「え、お見送りくらいするべきよ」

「いや、構わないよ。準備で忙しい時に押しかけたのは俺のほうなので。もともと約束をしていたわけでないから。では、また。ジェシカ、あちらで会おう」

　返事をするために口を開けば余計な言葉が出そうで、くるりと背を向けると自室へと駆け込んだ。淑女としてあるまじき行為だ。もう十八になったというのに、あまりに幼稚すぎる。

　けれど、相思相愛の二人を引き裂いている現実を見せつけられるのは耐えられなかった。

　あれ以上一緒にいれば、きっと醜態を晒していた。

　綺麗で可憐で完璧な姉の前で、そんなこと絶対にしたくない。

　花束を机の上に置いて寝台に飛び込むと、ぎゅっとシーツを握る。

「アルなんて大嫌い。さっさとお姉様と結婚すればいいのに」

　姉は結婚適齢期になっても婚約者すらおらず、縁談の話が来てもすぐに断っている。心に決めた人がいるのだともっぱらの噂だ。仕事が楽しくて、と両親には話しているが、それが本心でないこと、また、姉が想う相手がアルバードだとジェシカは知っていた。

　そもそも、当初彼は、姉の婚約者になるはずだったのだから。

　姉はずっとアルバードを恋慕こいしたっていて、何も知らなかった自分が横取りした形になっている。

　思わず零れた嫌いだという言葉は、真逆の意味を込めているように感じた。

　醜い妹が綺麗な姉に嫉妬して、呪っているような声だ。

　こんな自分をアルバードが知ったら、すぐにでも婚約破棄されそう。

　いや、それでも彼は目をつぶって、自分と結婚するのだろうか。

　結局、特異体質持ちなら誰でもいいのかもしれない。

　彼の地位が、魔法士としての立場が変わらない限り。

　なぜこんなことになったのだろう、とジェシカは過去を振り返って涙を零すのだった。




　ジェシカはフフリーア伯爵家の次女だ。五つ上に長女のエリシア、三つ上に長男のドルバがいて、末っ子として生まれた。

　伯爵家は代々優秀な魔法士を輩出する家門で、それなりに由緒がある。領地は持たないが、人材を提供することで王家や各地の辺境伯とも親しい。実際、父は王族の近衛騎士であり、ジェシカ以外の二人の姉兄も魔装騎士団の一員で、王都の警備に就いている。

　魔法士としての実力もさることながら、補佐にも優れており、治癒系や強化系の魔法も得意だ。

　それは、一族の血の中に特異体質の者が現れるからだとも言われている。

　公然の秘密とされてはいるが、『永久駆動魔力炉』と呼ばれる特異体質持ちは、魔法士が喉から手が出るほどに欲しい存在だ。

　ジェシカが生まれて、その特異体質だと判明した時、父は頭を抱えたという。

　父の祖母も同じく特異体質持ちだった。それを知った魔法士たちに狙われて、幾度も襲われたらしい。その時の苦悩を聞き及んでいた父は、ジェシカを隠すことに決めた。

　極力家から出さず、学園にすら通わせない。

　兄に守らせ、人を近づけさせないように配慮した。特に魔法士には十分に注意を払った。

　基本的に王都の屋敷の中と庭だけが遊び場で、外に出たこともない。

　そうして十歳まで穏やかに過ごしていたジェシカだが、ある日来客があるというので部屋にこもることになった。その日は珍しく父は緊張した面持ちで、姉はずっとソワソワしていた。兄は特にこれといった変化はなかったが、生来のいたずら好きだ。屋敷の中がいつもよりも緊迫している空気に耐えられなかったようだ。

　隠れていろと言われたジェシカを、勝手に雪深い庭に連れ出した。

「兄様、今日はいいと言われるまで部屋を出てはいけないと、父様が話していたわ」

「大丈夫、約束の時間まではまだまだあるから。お前だって退屈だろう。一日部屋に閉じこもっていろだなんてさ」

「もう。父様に怒られる役は兄様だからね」

「ばれやしないから平気さ。誰もこんな寒い庭にいるなんて思わないって。それに、雪でお前の頭も俺の頭も見えやしない。こんな白いコートを羽織ってるんだから、なおさらだ」

　自分も兄も白銀色の髪色をしている。

　確かに雪と混じれば同色だ。

「約束の時間ってどういうこと？」

「姉さんの婚約者候補が来るんだってさ。辺境伯の嫡男で、とんでもなく格好いいとかなんとか、姉さんは朝からずっと落ち着かないったら。魔法士の学校でも随分と有名なやつなんだよ。いつも女どもに囲まれてる気障きざな男だ。あんなのに騙されるんだから、姉さんも馬鹿だよ。男は顔じゃなくて、中身が大事だろ？」

「兄様は中身も残念だわ」

「お前、生意気ばかり言ってるともう遊んでやらないからな」

　兄は自分と同じ平凡な顔だ。外見はぱっとしないが、意地悪で楽しいことが大好き。いつも虐められているジェシカとしては、中身は残念と評価せざるを得ない。

　だが姉とは少し年が離れているので、ジェシカの遊び相手はもっぱら兄だ。彼に遊んでもらえなくなると、外に出たこともないため純粋に退屈になってしまう。

「わあん、ごめんなさい。そうね、男の人は顔より中身よね」

　言いながら、中身って性格ってことでいいんだろうけど、具体的にはどういう性格のことだろうと疑問を抱いた。けれど、うんうん頷いている兄のご機嫌な様子に別なことを尋ねる。

「で、いいことって何？」

「はっ、そうだった。最近、魔法が使えるようになったんだ。お前に見せてやろうと思って」

　王国は基礎教育を十二歳まで行い、そこから専門科目を学ぶ。十三歳になった兄は魔法士の学校に通い始め、最近覚えた魔法に興奮を隠しきれないとばかりに頬を染めた。

　家に隠されているジェシカは病弱という設定で、家庭教師を家に招いて基礎教育を受けている。専門科目などとても受けられないことはわかっているので、兄が心底羨ましかった。

「兄様はどんなことができるようになったの？」

「簡単にはできないよ。呪文もいるし、魔法ってのは体の一部を贄にえにして使うんだ。例えば髪の毛とか爪とかさ。血や体液でもいいんだけど。準備が必要ってわけさ」

「なんだか、怖い」

「怖いものか。自分の一部だろ。切った髪の毛とかでもなんでもいいんだ。で、昨日爪を切ったから集めてみた。ほら」

　兄はズボンのポケットからハンカチにくるまれた爪を出した。確かに切ったものならば怖くはない。

「これを、どうするの？」

「基本元素は水、火、土、木、金だ。寒いから火にしようか。炎を出すぞ」

　兄はハンカチに包まれた爪を雪の上に置いて、何やらぶつぶつと唱え出した。

　ぼっと音を立てて、炎が灯る。

　その次の瞬間、唸りを上げて炎がぶわりと膨れ上がった。

「えっ!?」

「きゃあああっ」

「何をしているんだっ！」

　炎が空に向かって真上に飛んでいく様を呆然と眺めながら、ジェシカは自分の体を抱き寄せた腕に思わず縋っていた。

　兄は目の前で同じようにポカンとしている。必然的に、自分を後ろから抱き留めている人物ではないということだ。

　いつの間にか第三者がいて、助けてくれた。

　細いけれどしっかりした腕はコートではなくジャケットの袖だ。この寒空の中、コートを着ないなんて暑がりなのだろうか。

　いや、それよりも、この人は誰だ。

　ジェシカは混乱しながら、目を瞬いた。

「全く、とんだ火遊びだ。子どもが遊びで魔法を使うなと教わらなかったのか？」

　落ち着いた低い声が頭の上から降ってきて、思わず頭上を見上げた。

　見上げた先にいたのは、金色のさらさらの髪を持ち、吸い込まれそうな夏の空のように濃い青色の瞳を持つ少年だった。兄や姉よりも年上だろう。大人びた顔立ちは、驚くほど整っている。

　こんな綺麗な人、初めて見た。

　姉も美人だと評判だが、男性的な美というものに初めて触れてジェシカの心臓が跳ねる。

　甘さも弱さも感じさせない、端正という言葉がぴったり当てはまる容姿に息を呑む。彫像のように整った造形に、兄とは違った厳しさも兼ね備えた圧を感じるほどだ。

「あなた、誰？」

「……俺は、アルバードだ」

　なぜかひどく驚いた顔をした少年は、呻くように名を告げる。

　アルバード。

　名前を心の中で反芻する。ほとんど無意識だった。

「お姫様はこんなところで、何をしていたの？」

「お姫様？　違うわ、私はジェシカよ。兄様が魔法を見せてくれるって言うから……」

「わ、馬鹿ジェシカ！　それは俺が怒られるっ」

　慌てたドルバが頭を抱えたが、少年の鋭い視線が兄に向く。

「魔法士なら、どれほど魔法が危険か知っているだろう。むやみやたらと使うなと教えられているはずだよ。それを遊びで使うなんて。しかもあんな危険な上級魔法を」

「いや、俺が使ったのは初級もいいとこだよ。魔法士養成校の一年で上級魔法なんて知らないって。まさかジェシカが近くにいるからか？　それとも気づかないうちに髪の毛が混ざったのか……妹の体質を甘く見てた……」

「初級だって？　そんな馬鹿な。あれだけの威力が初級なわけがないだろう。それに彼女の体質ってどういうことだ」

「あ、いや、口が滑った。ああ、俺の馬鹿」

　今度は口を押さえて真っ青になった兄の様子がおかしくて、ジェシカは思わず少年の腕の中で笑ってしまった。

「ふふっ、兄様、困っているの？」

「当たり前だろ。というか、困った状況は俺よりお前のほうだってのに、暢気のんきに笑いやがって」

「だって、怒っていたのに真っ青なのだもの」

　少年の腕の中でくすくすと笑えば、厳しい表情をしていた彼も穏やかな微笑を浮かべていた。そんな顔をされると威圧感も和らいで、春の日差しのようなポカポカした気持ちになった。なぜだか、胸がほわんと温かくなる。

「なんとも肝が据わったお姫様だね」

「だから、お姫様じゃないってば。ジェシカって呼んで？」

「わあ、アホジェシカ。お前はそれ以上口を開くな」

「兄様のほうが酷いわ。どうして突然、怒るの？」

「いやだから、だって……ええと、もしかしなくても今日、家にやってくるっていう客は貴方ですか？」

「ああ、たぶんそうじゃないかな。ちょっと早めに着いたから、父が到着するまで待たせてもらっていたんだよ。ほら、あそこの部屋からここがよく見えるだろ。白い塊が動いているなと眺めていたら炎が上がったから、慌てて防御魔法を展開したんだ」

　少年が示した先には応接間がある。中庭が見渡せるように配置された部屋からは、自分と兄の姿は筒抜けだ。

　雪に紛れる髪色やコートと言っても、注視していればわかるだろう。

　中庭へと出られるように扉もついている。今、その扉は開いたままになっていた。

　彼が飛び出してきた証だ。

　だが、問題はそこではないのだろう。

　兄が絶望的な表情をしたまま、空を仰いで、ジェシカも真っ青になった。

　兄が馬鹿だと言った理由がわかったからだ。

　彼は防御魔法を展開したと言ったし、今日やってくる客は魔法士の学校でも有名だ、とも聞いている。

　つまり、彼は──。

「魔法士、なの？」

　家族以外の魔法士に出会ったら、とにかく逃げろ。

　父からも兄からも、物心つく前から教え込まれていた言葉だ。

　今も警鐘けいしょうが頭の中で鳴り響いている。

　父は、ジェシカの曾祖母の人生を詳細には語らなかった。ただ、兄は聞いたようだ。

『永久駆動魔力炉』という特異体質が、魔法士にとってどのような存在であるのか。

　実際の話は知らないけれど、刷り込まれた教えは体を大きく震わせた。

　具体的に何が起こるのかわからないが、恐ろしいことが起きるのではないかという不安が、恐怖となってジェシカを襲う。

　腕の中で突然、震え始めた自分を少年は訝しげに見つめて、ああ、と息を吐いた。

「確かに俺は魔法士だね。なるほど、状況は理解したよ。そう悪いようにはしないから安心していい」

　大きな手のひらが、ジェシカの頭を優しく撫でた。労わるような撫で方に、再度胸の奥が温かくなった。

　散々、父や兄から脅され話を聞かされてきた魔法士は怖いけれど、彼は怖くない。

　安堵して兄を見つめれば、まだ疑うような視線を向けている。

　兄の態度は失礼ではないか、と心配になるが、彼は静かに対峙しているだけだ。

「それは貴方が身内になるからですか。つまり、姉の婚約者になるから秘密を守っていただけると？」

「姉？」

「貴方はそのために今日、やってこられたのでしょう」

　そうだ、先ほど兄から今日やってくる客は姉の婚約者候補だと聞いたばかりだ。

　自分みたいなへんてこな瞳の色の平凡な容姿の子どもよりも、年が近く美しい姉のほうが彼に相応しい。

　わかっているのに、なぜかずきりと胸が痛い。

　先ほど感じた恐怖よりも、異なる暗い想いが胸をざわめかせる。

「そう、婚約だ」

　彼は今気がついたとばかりに、ジェシカを抱き締めていた腕にぎゅっと力を込めた。

「ところで、いい加減に妹を放していただけませんか？　子どもといえど、未婚の異性に容易く触れるのはいかがなものかと」

「ああ、すまない」

　ぱっと腕を解かれて、ジェシカは温かなぬくもりが離れていくことに酷く寂しさを覚えた。

　縋るような視線を向けてしまったのかもしれない。

　彼は穏やかに微笑んで、ジェシカの頬に手を当てた。ぬくもりは彼が優しい人だと伝えてくれる。出会ったばかりの少女を気遣える、そんな穏やかな人だと。

「ごめんね。突然のできごとに驚いてしまって、そのままになっていた。君もすっかり冷たくなってる。ほら、このままじゃあ風邪をひいてしまうよ」

　兄も猜疑心さいぎしんはあるのだろうが、彼の言葉にも納得したようだ。

　ひとまず、話を切り上げることにしたらしい。

「とにかく、父上に報告させてください。ジェシカ、お前は部屋に戻れ。俺はこの方を案内するから」

　兄に促されて、ジェシカは仕方なく自室へと戻った。




　その夜、夕食を終えた後に家族の団らんとして過ごす居間で、父は家族一同を見回して静かに告げた。

「ジャイスコ辺境伯家より、我がフフリーア伯爵家に婚姻の申し出があったのはお前たちも知っているだろう」

　隣に座っている姉が嬉しそうにはにかんでいるのを感じながら、ジェシカはひとまず座っていたソファに身を預けた。とてもしゃっきりと座って聞いていられないと思ったからだ。

　だが、父の次の言葉には耳を疑った。

「あちらの家に嫁ぐのはジェシカ、お前だ」

　衝撃に頭が真っ白になった。

　今、父はなんと言ったのだ。

　姉ではなく、自分の名が呼ばれたような気がしたけれど。

　隣にいるエリシアがさっと青ざめ、息を呑む気配がして、ジェシカは先の衝撃から立ち直った。

「な、なぜ？　だってお姉様に申し込まれたと……それに、最初に婚約するのはお姉様でしょう」

「その理由はお前が一番わかっているだろう、ジェシカ」

「そんな……」

　つまり、父はジェシカの特異体質がばれたために、彼が自分を婚約者にと望んだと言っているのだ。

　魔法士にとって、自分の存在はそれほどに魅力的に映るのかと震える。年齢の近い美しい姉ではなく、まだ子どもで平凡な容姿の自分を選ぶなんて。

「なんですって、どういうこと……まさかジェシカの体質のせいなの？」

　姉がぎしりとソファを掴んで、ジェシカを睨みつけてきた。

「これはもう決定事項だ。正式に書面も交わしているから、よほどのことがない限り覆ることはない」

「嘘ですわ、だって、私のお相手だったではありませんか。選ばれたのは私のはずよっ」

「エリシア、すまない。お前には他にいい相手を探そう。今回の話はなかったことにしてくれ」

「そんな、酷いわ、お父様！」

　姉は父に食ってかかるが、父も申し訳なさそうに眉を下げるだけだ。

「嫌よ、嫌。だって素敵な方で密かに憧れていたの。私の婚約者にしてくれるって言ったじゃない。私のほうがずっと美人で年も近いのに。ずっと彼を慕っていたわ。どうしていつもいつも、ジェシカばかり優遇されるの!?」

「……お姉様」

　姉の激情に、ジェシカはかける言葉が見つからない。

　自分は見た目が貧相で、子どもだ。彼に会ったのは今日が初めてで、慕っていたわけでもない。

　何より、彼が求めたのは『永久駆動魔力炉』という特異体質のせいだ。

「お父様なんて嫌い。ジェシカも大嫌いよ！」

　姉は泣きながら、居間を飛び出していった。

　ジェシカはどうしていいかわからず、結局何もできなかったのだった。




　アルバード・ジャイスコ。

　辺境伯の嫡男であり、この度ジェシカの婚約者となった少年は十七歳。七つ上で、来年の成人を迎えれば魔装騎士団に入団することが決まっているらしい。

　金髪碧眼で柔和な顔をして貴公子のような見た目だが、威圧感があるのは魔法士としての実力を感じるからだろうか。そもそも人の上に立つことを約束させられた嫡男だからだろうか。

　それでも忙しい日々の中、十歳の婚約者に礼儀を尽くす少年だった。

　一か月に三度の頻度で屋敷へ足を運び、嫌な顔一つせず穏やかな微笑を浮かべてくれる。庭を散歩したり、テラスで語らったりと、淑女として丁寧に接してくれる。だからといって大人の真似事ばかりでなく、年に合わせておままごとをして遊んだり、馬の世話の仕方も教えてもらった。つまり、彼との逢瀬はとても楽しいものだった。

　突然、花を一輪だけプレゼントしてくれたこともある。

　この国にとって花がとても高価なものだということは、世間知らずのジェシカでも知っている。そして特別な日に特別な相手に贈るということも。その日はなんでもない日だったのに、彼は屋敷に顔を出すと花を差し出した。

　赤紫色の小さな花弁の花は小ぶりで可憐だった。

　君の瞳に似ていたから思わず買ってしまったんだ、と彼は微笑んだ。君の瞳のほうがずっと綺麗だけれど、とつけ足して。

　アルバードは本当に優しい。

　愛称で呼ぶことを許してくれて、優しげに名前を呼んでくれる。

　甘い言葉で平凡なジェシカを喜ばせてくれる。まるで本当に彼のお姫様になったような気持ちになった。

　子どもすぎて不釣り合いだとジェシカですら思うのに、突然できた婚約者とは穏やかな関係を築けていた。

　一方で、姉との関係は平行線だ。

　姉は彼が屋敷に来ると部屋に引きこもった。ただ、視線を感じることもあるので様子は窺っている。声はかけないほうがいいと兄に忠告されているので、ジェシカからは近寄ることもない。

　もともと五つ上で遠い存在だった姉は、ますます遠ざかったというだけだ。

　それでも、家の中の重い空気は自分のせいだと思うようになった。

　そんなある日、短く自室の扉が叩かれた。

「ジェシカ、いるんでしょう？」

　返事をする間もなく、姉の冷ややかな声が続いた。

　抑揚のない声は、ぞくりとジェシカの肌を粟あわ立たせた。

　自室のカウチで本を読んでいた姿勢のまま、返事を躊躇ためらう。

「開けてくれないのなら、いいわ。そのまま聞いてちょうだい。お父様は貴女の婚約は覆らないとおっしゃったけれど、私は何かの間違いじゃないかと思うの。だって彼と貴女とは全然釣り合ってないんだもの」

　聡明で美しい姉の声音に、ジェシカはぎゅっと本を握り締めた。

　そんなことは誰に言われるまでもなく、自分が一番よくわかっている。

　貴族の令嬢としても完璧な姉が彼の隣には相応しい。それに姉は魔法士だから、アルバードと同じ魔装騎士になることもできるのだ。彼の傍で、彼を支えられる力が姉にはある。

　彼と話をするのは楽しい。それはきっと、十歳の自分に合わせてくれているからだ。辺境伯の嫡男として知識も豊富な彼には、寄り添って支えられるほどの力量がいる。それは知性であったり教養であったりするものだろう。

　自分は十歳という年齢を考えても、圧倒的に劣っている。基礎知識も家庭教師に習っていて家に引きこもっている自分は到底姉には及ばない。そのうえ、貴族に必須の社交性もない。

　だから、彼も最初は姉を婚約者にと望んだとわかる。

　彼が優しいのは全てを差し引いても、『永久駆動魔力炉』という特異体質が魅力的だからだろう。さながら得がたい宝のようなものだ。持って傍に置いておくだけで満足するような。

「彼の隣に立つのは貴女のような甘やかされた子どもじゃだめよ。彼には少しも相応しくないわ。それに、アルバード様は夜会に出ていろいろな女性と遊んでいるそうよ。貴女じゃ物足りないってことでしょう？」

　女性と遊ぶ？

　どういうことか意味はわからなかったけれど、姉の口調からよくないことであることは察せられた。

　物思いに沈んでいたジェシカは、続く姉の言葉にはっとした。

「だから、私、諦めないことにしたの」

　扉越しに告げられた声は決意に満ちていた。

　そのまま沈黙し、ゆっくりと遠ざかっていく音がする。

　残されたジェシカは、姉の宣戦布告にただ恐れを感じた。

　それでも彼は自分がいいと言ってくれるのではないかという淡い期待を抱く。

　彼の眼差しが優しくて、勘違いしているかもしれないけれど。初対面から甘くささやく言葉の数々は、自分を愛しいと思ってくれているからだろう。

　お姫様のように大切に扱ってくれて、淑女のように褒めたたえられれば、子どもで引きこもりのジェシカが浮かれてしまうのも当然だ。

　けれど姉がいなくなっても、カウチから立ち上がることはできなかった。

　姉からの言葉は的を射ている。

　何一つ反論できなくて、浮かれた気持ちに水を差された。

　そんな時、ジェシカは彼の本心を聞いたのだ。

「俺はジェシカが嫌いだ。憎んでいると言ってもいい。愛してるのは彼女だから」

　約束の時間よりも早めにアルバードが屋敷にやってきたと告げられたジェシカは、身仕度が終わっておらず兄に時間まで彼の相手を頼んだ。

　仕度を急ぐように頼めば、末っ子の淡い恋心を知っている侍女は超特急で仕上げてくれた。おかげで約束の時間よりも早めにアルバードが待っている応接間に顔を出すことができた。

　だがノックをする前に、彼の言葉を聞いてしまって手が止まった。

　彼の発言の意味がわからずに、ジェシカは戸惑った。

　今の声は間違いなくアルバードだ。

　そして彼は自分を嫌いだと言ったのか。

　兄が何か宥めるようなことを告げているが、少しも頭に入ってこなかった。

　嫌いなだけでなく、憎まれている。

　愛しているのは、彼女？

　彼女って誰のことだろう。だが、彼には愛する人がいるのだ。

　先ほどの言葉を反芻して、ノックをするはずだった手を力なく下ろした。そのまま静かに廊下を戻り、自室に引き返した。

　片づけをしていた侍女が不思議そうに部屋に戻ってきたジェシカを見つめたが、あまりの顔色の悪さに息を呑んだほどだ。

　問うような気配が感じられて、ジェシカは気分が優れないとアルバードに断りの伝言を頼んだ。

　彼は不審がることもなく、花束を置いて帰ったと後で兄に教えてもらった。だが、兄は急な体調の変化を訝しんでいるようだった。それにもなんと答えたのか、記憶にはない。

　ただそこから本当に熱を出して、寝込んでしまった。

　ぐるぐると彼の言葉が頭の中を回って、何度も何度もささやいてくる。

　甘い言葉の後に、嫌いだと、憎んでいる、と突き落とされる。

　熱を出しながら、ジェシカは悪夢にうなされる三日間を過ごした。

　そして、熱が下がると同時に、決意した。

　甘いささやきには二度と騙されない。

　彼には心に決めた人がいるのだから、いつか本心を打ち明けてもらって円満に婚約を解消しよう、と。

　なぜなら、いつまでも好きな人に憎まれるのは耐えられないからだ。

　そこで、自室のベッドの上ではっとした。

　自分はアルバードが本当に好きだったのだと。淡い恋心とか王子様みたいな見た目に憧れているのではなく、優しく子どもの自分を気遣ってくれる姿に。知識豊富で、楽しませてくれる話術に。年が離れていても同じ目線を心がけてくれる細やかな配慮に。そして忙しい中、わざわざ時間を作って会いに来てくれるくせに、少しも表に出さない態度に。甘いささやきだって、恥ずかしいけれど嬉しかった。

　そんな彼が、心の底から好きだったのだと気がついた。

　そして、ボロボロと涙を流した。

　可哀想なジェシカ。可哀想なアルバード。

　恋を自覚した途端に、失恋してしまった自分に。ジェシカが特異体質だったばかりに、好きな相手と結ばれることもできず、子どもと婚約しなければならない彼に。

　いろんな感情を混ぜて、ジェシカは一人声を出さずに泣き続けるのだった。

　それからのジェシカは、アルバードの甘いささやきには決して乗らなかった。

　兄には方向性を変えたのかとよくわからないことを言われ、両親にはあんなに愛されているのにまだ欲しがるだなんて我が儘だと言われたけれど。

　一貫して頑なな態度を取った。

　だが、アルバードも決して本心を明かさなかったので、お互い様だ。

　ジェシカに心の内がばれていることを知らないのだから当然ではあるが、熱心に婚約者のもとに通い続けた。

　ただし、比例して社交界での派手な女遊びの噂も絶えなかったが。

　その噂を仕入れてくるのは姉だ。

　夜会に一人で出席しているアルバードの姿を細かく報告して、今日はどこどこのご令嬢と楽しげだったとか、どこそこのご婦人と親密そうに語らっていたとかをいちいち告げてくる。ジェシカはそんな姉の態度にも表情を変えなかった。

　アルバードの愛している女性が、どこかにいるのは知っている。きっとその噂の中のどれかなのだと考えた。

　しかしそのうち、彼の想い人は姉ではないかと思い至った。

　アルバードが自分を褒める時に、どうにも姉らしき人を褒めているように感じるからだ。

　例えば、「月の女神のような君の姿を見ていると、いつも初めて会った時の気持ちを思い出す」だの、「星のごとき輝きを持つ君に似合いの美しい夜空を一緒に見に行かないか」だの、「今、恋物語を読んでいるような気持ちなんだ」だの、「夏風を思わせる君の声で名前を呼んでもらえるなんて幸せだな」と言われるのだが、彼と初めて会った時は魔法で火遊びをして怒られただけだし、ジェシカは家から外へと出ることは禁じられているし、美しくもない。

　姉は髪の色だけなら自分と同じだ。大嫌いだと言われているわけだから、恋物語のような気持ちも抱いているはずもない。

　それに、恋物語は大抵ジェシカよりも年上の、ちょうど姉くらいの年齢の女性が主人公だ。冷ややかに接するか流すのかどちらかなので、彼の名前を雪で閉ざされた国の憩いである暖かい夏風のような声で呼べるはずもなく。そんなふうに呼ぶのは姉だけである。

　これらの違和感を姉に置き換えれば、全てしっくりくるというわけだ。

　それに、家にやってくるとアルバードは必ず姉を褒める。綺麗だ、美しい、たおやかだと告げる。貴公子然とした笑顔を浮かべて。

　足繁しげく家に通ってくるのも姉に会いに来るためではないかと疑うようになれば、疑惑はますます深まっていった。

　姉が好きなら、自分を身代わりにしないでさっさと姉に告白すればいい。婚約破棄はいつでも笑って受け入れる所存である。

　けれど、彼は思いのほか強情で、ジェシカには甘いささやきという意味のない言葉の羅列を繰り返すだけだ。

　結局、彼は自分が稀有な特異体質であるから、結婚したいのだ。

　心を殺してまで嫌いな女を手に入れたいなんて、バカみたい。

　全てが嫌になって、悲しくなって、アルバードの甘いささやきも姉の嫌がらせも全て受け流して、そうやってひたすらに耐えた。




　そうして、月日は流れ───。

　全身が見える四角い鏡に映っている女は、どこまでも白い。白いヴェールを包むのは白銀色の髪だ。複雑に結い上げ、純白の真珠をあしらった髪飾りをつけている。豪奢な刺繍を施した花嫁衣装も白のドレスだ。ただし、覗き込んだ瞳の色は赤紫色。そこだけ浮いているように目立っている。

「お綺麗ですわ」

　仕度を整え終えた侍女が、感極まったようにため息をついた。

　もともとは実家で自分についてくれていた侍女だ。ジャイスコ辺境伯領にまでついてきてくれた彼女には感謝の言葉しかない。

　ジェシカは鏡越しに、彼女に礼を述べる。

「ありがとう、貴女は皆に仕度ができたことを知らせてくれる？」

　ジャイスコ辺境伯領の片隅にある礼拝堂は小さい。ただし雪が深く、花嫁の控室は礼拝堂の中にある。ドレス姿の花嫁が移動するのは大変だからだ。だが、新郎や親族の控室は修道院のほうにあるため、今、この礼拝堂にいるのはジェシカと侍女の二人きりだ。

　侍女は頷いて、礼拝堂を出ていった。

　それを確認して、一人きりの礼拝堂の中でジェシカはヴェールを上げると立ち上がった。新婦の姿を最初に見るのは自分だとアルバードが厳命しているため、小さな礼拝堂には式を進行する司祭すらいない。準備も滞りなく終わっているので、手伝い人たちもいないのだ。

　かさばるドレスのスカートを手早くまとめて持ち上げると、素早く移動して出入口の扉の閂かんぬきを一番後ろの椅子の下から取り出す。もちろん、進行役の司祭には事前に閂の場所を聞いているので迷うこともなかった。不思議そうな顔をされたが、ドレスで足元が見えないのでつまずいたら困ると言い訳をすれば、とにかく場所だけは教えてくれた。

　そのまま出入口の扉の金具に差し込んだ。

　扉を押しても引いてもびくともしない。

　礼拝堂の裏口は雪で埋もれて鍵が開かないことは確認済みだ。つまり、ここの入り口を塞ぐと、ジェシカはこの礼拝堂に立てこもることができる。

　昨日の夜にジャイスコ辺境伯領に到着して、早朝に花嫁の仕度としてここに連れてこられるまでの目まぐるしい一日を振り返り、ジェシカはようやく息を吐いた。

　本当なら、辺境伯領主館の与えられた部屋に閉じこもる予定だったのだが、寝ぼけている間にこちらに連れてこられてしまったので、礼拝堂に立てこもる羽目になった。

　だが、まあ目的は達したのでよしとする。

　しばらく扉の前で座り込んでいると、ドンドンと木の扉が叩かれた。

「ジェシカ、中にいるのか。なぜか礼拝堂の扉が閉まっていて……何かあったのか、大丈夫？」

　心配そうに声をかけてくるのはアルバードだ。

　狙いどおりに彼が一番乗りで来てくれた。

　誰が来ても彼を呼んでもらうつもりだったので、問題はないのだが。

　ジェシカは気合いを入れて立ち上がった。そして、扉越しに声を張り上げ要求を突きつけた。

「ジャイスコ辺境伯アルバード様にお願いしたいことがあります。私ジェシカ・フフリーアとの結婚を、取りやめていただきたいのです」





第二章　穢された結婚式






　ジェシカが立てこもった礼拝堂が建つ修道院を含む広大な土地を治めるのが、ジャイスコ辺境伯だ。辺境伯とは防衛上重要な拠点となる地点を持つ領主に与えられる地位で、侯爵と同列と見なすほどの権力を有する。

　ジャイスコ辺境伯領は、隣国との境にある黒い森に住む魔狼から、領地ひいては国を守るように命じられている。長年、守ってきているのだから、この雪深い地においては国王よりも影響力があると言われているほどだ。

　アルバードはその地位を二十三歳で父から引き継いだ。その時からジャイスコ辺境伯爵であり、魔装騎士団第二師団長だ。

　そんな立派な地位にあるアルバードの婚約者が、病弱で引きこもりで社交界の爪弾き者のジェシカだなんて、姉に言われなくても相応しくないことは、自分が一番わかっている。

　このジャイスコ辺境伯領に到着して、領民や第二騎士団員たちからの探るような視線を受けてますます心が挫けた瞬間だ。

　立派なアルバードに貧相な小娘が嫁いでどうするんだと批難されているような気がした。

　アルバードにも嫌われ、姉からは相応しくないと散々こけにされ。とどめに誰にも受け入れられない花嫁だなんて、居場所がなさすぎて辛い。

　我慢に我慢を重ねた結果、さらなる苦難が待ち受けていることを察して、ジェシカの中で不満と鬱屈が爆発した。

　そもそも、侯爵と同等の権限を持つアルバードはジェシカの家よりも格上になるため、結婚を決めるのも破棄するのも彼の意思一つでどうにでもできる立場にある。

　だからこそ、今まではアルバードからの婚約破棄を待っていたが、そんな悠長なことを言っている場合ではないと気がついた。ここは強硬手段でもって、無理やりもぎ取っていかないと流されるままだ。

　それが結婚式の当日だなんてどうなんだとは思うが、まだ夫婦ではないので間に合うはずである。ただし、この機会を逃せば次はない。最初で最後にして、最大の好機だ。

　何がなんでも、アルバードとの婚姻を取りやめにしたかった。

「この婚姻は君が十歳の頃からの約束だろう。八年、と一言で言えば簡単だが、それなりに長い年月だ。それを結婚式の当日に取りやめろと言っても無茶な話じゃないかな」

　穏やかな声には焦りも憤りも感じられない。

　ただ、相手に言い聞かせるような、我が儘な幼子を宥めるかのような言い方に、ジェシカはカチンときた。

「無茶も無謀も承知です。私は絶対に貴方と結婚したくはないのです」

「うん、それは知っていたけど。俺以外とは許されないだろう。特に君のお父上が、ね」

　ジェシカの気持ちを知っていた？

　どこかショックを受けたような気持ちになった。知っていたなら、どうして彼は結婚を取りやめてくれなかったのか。けれど、それは父の同意が得られなかったからだと知った。

「父様は私が説得します。ですから、ぜひとも貴方から婚姻の取りやめを申し出てほしいのです」

　父は特異体質の娘がひたすらに不憫なのだ。アルバードならば事情を知っているから、任せられると信じている。だが、ジェシカは失恋して以来、恋はもうこりごりだった。一人きりで生きるほうがよほど心に余裕が生まれて平穏に過ごせるに違いない。余生は父にどこか僻地の家を用意してもらって、静かにひっそりと暮らしたい。何ができるかはわからないが、とにかくアルバードとの結婚を回避してからゆっくりと考えるつもりだ。

「それはできない」

　懇願はきっぱりと拒絶された。

　こうまでお膳立てをしているのに、彼が本心を明かさない理由はなんだ。喜んでとは思わなかったが、少し引いて最後は受け入れてくれるものだと思っていた。だいたい、好きな女がいるのに、相手に不誠実だと思わないのか。それほど自分の特異体質が魅力的なのか。

　ジェシカは思わず、ぎりりと奥歯を噛み締めた。

「私では貴方の横に並び立つ資格がありません。お役に立てるようなことが何もできないのです。どうか、愚かな私のことは捨て置きください。きっと貴方に相応しい女性がすぐに現れますよ。例えば、お姉様とか……だって、最初はお姉様に婚約を申し込まれる予定でいらっしゃったでしょう？」

　言いながら、自分の言葉で自分が傷ついていくのがわかる。

　役立たずで、愚かで、立派な彼の隣に立つには相応しくない。だからと言って、彼の隣に立つ女性を勧めたいわけでもない。姉なんて、絶対に嫌だ。

　けれど、彼のためにも言わなければいけない。あまりにも彼が憐れで。

「何を言ってるの、他の女性なんて無理だ。わかるだろう？　それに君は何もしなくていい。ただ俺の傍にいてくれさえすれば」

（そうですよね、貴方は魔法士で、私は『永久駆動魔力炉』ですからね！）

　そりゃあ他の女性は無理で、傍にいるだけでいいとか言われるよ、そうだよねと思わず納得してしまった。

　彼はこの期に及んでまで姉でなくジェシカとの結婚を決めた。社交界で遊んでも妻の座は自分と定めて揺らがなかったのも知っている。

　いやいや、ここで負けてはいけない。

　ジェシカは挫けそうになる気持ちを叱咤した。

「もう終わりにしたいのです、貴方の隣に立つなんて無理……だって……」

　長引くことを見越して、自分だって作戦を立てたのだ。兄から事前に男が言われて嫌な言葉を教えてもらった。

　間違ってもアルバードにだけは言うなよ、と兄が釘を刺すくらいだから、絶対に効果があるはずだ。結婚式だって取りやめるほどに、嫌になるに違いない。

　自尊心の塊である男はそこを傷つけられると我慢がならないから、と兄は泣きそうな顔で話していた。それを、ここで、今、披露せずしていつ披露するというのか。

　一字一句間違えないように、なるべく冷たく聞こえるように。

　ジェシカは意を決して口を開いた。




「私、自分よりも綺麗な顔の人って、生理的に無理なんです！」




　告げた途端に、扉の向こうが静まり返る。

　物音一つ立たず、彼の気配も感じないので、諦めて立ち去ったのかもしれない。

　つまり、ジェシカの作戦は成功したということだろうか。

　こんなにあっけなく終わるほど、彼を打ちのめしてしまうような言葉だったのか。

　だが、長年の望みがようやく叶った、わりとあっけなく。

　心ないことを言って相手を傷つけてしまった罪悪感でいっぱいになって、ジェシカはふらふらと祭壇に近づいた。やりきった達成感より、虚脱感のほうが大きい。何より、彼を傷つけた後ろめたさが果てしない。

　結婚式用に飾りつけられた祭壇は、生花がふんだんにあしらわれていて神秘的で美しかった。祝福されているような幸福を与えられたかのような錯覚に陥るほど。だからこそ、今の状況に物悲しく映る。

　綺麗な婚礼衣装に身を包んで、一人きり。ひっそりと祭壇の前に佇む自分はなんと滑稽で憐れなのだろう。

　見上げれば、神の像が祀られていた。

　一心不乱に懺悔する。

　彼を傷つけるつもりはなかった。できれば穏便に円満に結婚を解消したかっただけだ。

　ごめんなさい、と心の中でつぶやき続ける。

　今まで身勝手で貴方の隣にいた。我が儘で両親にも姉兄にも迷惑をかけてしまった。何より大事な人を傷つけた。

　最初からアルバードからの婚約破棄を待たずに、積極的に自分が行動していれば、これほど大事にはならずに済んだのに。

　こんな簡単なことなら、ずるずると長引かせずにさっさと実行していればよかった。

　謝罪を続けるジェシカの耳に、ぎしりと木の床を踏み締める音が届いた。

　はっとして顔を上げる。

　音のするほうを見れば、あり得ない人の姿がある。

　裏口へと続く廊下から姿を現したのは、銀色の婚礼衣装に身を包んだアルバードだった。

　後ろに流された金色の髪に、静かな光を宿した青の瞳。背は高く引き締まった肢体は銀色の上着とトラウザーズに包まれている。

　驚くくらいに美しい人。あまりに美しすぎて、夢でも見ているのかと錯覚する。

　だが、この場には絶対にいないはずの彼に、きつく見据えられているのがわかった。

「どうして……」

「裏口を塞いでいる雪くらい簡単にどけられるよ。俺が優秀な魔法士だってこと、忘れたのかい」

　彼が上級魔法まで難なく扱えることは知っている。姉が彼の仕事ぶりをまるで己のことのように自慢げに話してくれたから。それほど姉が彼の傍にいるのだと実感して、悲しくなった記憶も一緒に甦ったが。

　だが、裏の扉を確認した時には確かに屋根までしっかりと雪に埋もれていた。あれを魔法でどうにかできるほどの力があるとは思わなかった。しかもこの短時間で。

　ジェシカの力なんて必要ないのでは？

　いや、逆か。

　だからこそ、彼は『永久駆動魔力炉』が欲しいのか。もっと強力な魔法士でいるために。むしろ、いつまでも最強の存在でいられるように。

「それで、君は俺と結婚したくない理由はそれだけでいいのかな」

「ええ、と。生理的に無理って、理由には十分でしょう……？」

　静かに問いかけられて、ジェシカは思わず問い返す。

　それだけと彼は言うけれど、それが決定的な理由にならないことがあるのか。

　女より美しすぎるとか、女みたいな顔とか言われるのが一番堪えるんだと真剣に訴えていた兄の言葉はなんだったんだろう。

　それとも、思ったより彼の自尊心は抉れなかったということだろうか。

　だが彼の眼差しは鋭く、硬い表情には甘さは一欠片も見当たらない。つまり、それだけ彼を怒らせたことは間違いない。

　鬼気迫る迫力と、彼が現れた事実にジェシカは狼狽うろたえてしまった。

　よくよく考えれば言いたいことは他にもあったはずだが、彼の無言の迫力に押された形だ。混乱していたこともあり、きょとんと彼を見つめる。それが命取りであることも知らずに。

「君の言い分はよくわかった」

　こともなげに告げられて、疑問に感じる間もなく距離を詰められた。白いヴェールを引っ張られ、無理に下ろされ思わず彼のほうに倒れ込んだ。

「きゃっ」

　小さな悲鳴は、顎を掴まれ上向きにされた瞬間に小さく消える。アルバードの顔が落ちてきて、ヴェール越しに口づけられたのがわかった。

　挨拶程度なら、彼に手の甲へ口づけられたことが何度もある。だがそれは僅かな時間で、彼は何かに耐えるように震えていた。額や頬にすら口づけられたことはない。

　けれど今、薄いヴェール越しとはいえ、口と口が確実に触れた。

　あれほどジェシカに近づくのを躊躇って身を強張らせていたくせに。こんなにあっさりとできるものなのか。

　これがジェシカにとっての初めての口づけ？

　布の感触越しに、彼の唇の冷たさが伝わる。外は雪の中なのだからとても寒いに決まっている。その中でしばらく立っていれば、彼の顔が冷えていて当然だ。

　だが、ぬくもりを感じさせない冷たい口づけは、自分と彼の関係性を表しているようで泣きたくなった。

　驚愕に目を見開き硬直しながら、ジェシカの頭の中は混乱した。

　悲しくなる資格なんて、初めから持ってなかったじゃないの。

　初めての口づけに憧れはあった。きっと幸福な気持ちで、相手のぬくもりを感じながら優しくしてくれるものだと思っていた。

　そこでようやく、想像の相手はいつも彼だったのだ、と気づかされた。

　愚かな自分に嫌気が差す。失恋しても結局は彼を諦めきれず、未練たらたらで、心のどこかで姉ではなく自分を選んでくれないかなと願っていたのだ。だから、自分から行動を起こすこともせず、彼からの婚約破棄を待っていた。

　初めてがこれほどまで冷たい愛のない口づけだったことに、ジェシカは思いのほか落ち込んだ。期待していた自分が恥ずかしく、惨めだった。

　愚かなジェシカ。

　自分の内心の激しい動揺を知りもせず、アルバードは少しだけ顔を離した。

　不意に彼の言葉が鋭くなる。

「俺の顔が嫌いなら、ずっとヴェールを被っていればいい」

　薄いヴェール越しに、熱情を秘めた青い瞳とぶつかった。

　獰猛に笑っていても、彼はやはり優雅だ。蠱惑的こわくてきで残酷なくらいに美しい。

　思わず息を詰めると、視界が回った。

　再度、神の像の前に立っている。

「え、え？」

　戸惑うジェシカに、彼は驚くくらい優しく甘くささやいた。

　蕩けるような声で、逃げ道を塞いで絶望に突き落とす言葉を。

「神の御前だよ、ジェシカ。衣装も揃って、準備も整っている。さあ、結婚式を始めようか」

「何を……？」

「結婚式だよ、君は俺の妻になるんだろう」

「アルバード様の妻にはなりたくないと言いました！」

「ねぇ、ジェシカ。こんな時くらい愛称で呼んでほしいな」

　静かな声音が、場違いに響く。貴公子然とした優しい彼を怖いと思うなんてどうかしている。今まで、一度だってそんなふうに感じたことはない。だが祭壇と彼に挟まれて、ジェシカは思うように身動きが取れない。

　しかも会話は噛み合わず、一方的だ。

　アルバードの意図がわからずに不安になっているのかもしれない。だが、彼が項うなじを辿ってドレスの背中のボタンを外したことに気がついて、体を震わせた。

　結婚するのだからと、母は初夜のしきたりを教えてくれた。服を脱がせて夫となる者と抱き合うのだと。

　つまり、アルバードの意図はわかる。今から、何をされるかも。

　けれどそれは、自分と彼がしてはいけない行為だ。

　結婚するつもりのないジェシカを相手にしてはいけない。

「ああ綺麗だな。プレゼントを開けるような気分だ。俺がどれほど今日を待ち望んだと思う？」

「ね、ねぇ、やめて。アルバード様」

「俺の願いは聞いてくれないくせに、君のお願いを聞く理由はないかな」

　アルバードが楽しげに笑う気配が背中越しに伝わる。

　いつもなら、彼はごめんねと謝って引いてくれるはずだった。何を頼まれてもただ一言、自分が嫌だと言うだけで、ジェシカの嫌なことはしないよと優しい顔で笑ってくれていた。

　それなのに、今日は随分と意地の悪い言葉を言われた気がした。

　背後にいるのは本当にアルバードなのかと疑いたくなるが、現れた姿も彼だったし、声も間違いない。

　彼はドレスの前身頃を、中につけていたコルセットごと胸の下まで下げてしまう。形のいい胸が飛び出たのを見て、思わず顔が真っ赤になった。冷気に肌を刺されるが、羞恥の熱でわからなくなる。

　そこに彼の大きな手が伸びるのを見てしまった。

　手を止める気がないのだとわかって、恐怖で震える。

「ひゃあっ」

　大きな手が胸の膨らみを優しく包む。生まれて初めて異性に素肌を触られた。その感触に、思わずひっと息を呑む。彼はそんなジェシカの戸惑いもよそに、柔らかさを堪能するように白い肌に指を食い込ませて揉みしだいた。

　お腹の奥がきゅっとする。熱が集まって、腰へと染み出していく。

「や、やだ、触らないで！」

　必死で身を捩って逃れようとするが、かえって男の欲望を煽る結果になった。

　アルバードは首筋に舌を這わせながら、空いた手はドレスの中のドロワーズに触れた。そのまま中へと侵入して、両足の付け根を撫でられる。

　ジェシカの体はびくんと跳ねた。

「いや、いやあっ。そこはダメっ」

　確かめるように動く指は、花芽を撫でる。ぬるりとした感触がした。

「濡れてるよ」

　首筋にふっと息がかかった。笑われたことに、肌がかっと燃えるように熱くなる。

　アルバードの形のいい長い指が、無造作に蜜口で動くたびに、耳を覆いたくなるような水音が礼拝堂に響いた。しかも新たな蜜が溢れて零れるのを感じる。

　指は浅くかき回しているだけだ。動かせば逃れられるのでは。

　そう思ってジェシカは必死で腰を動かした。だが、彼はくすりと笑うだけだ。

「物足りない？　もっと奥に欲しいのかな」

「えっ、ちがっ……ああっ」

　アルバードは指を深く出し入れしながら、別の指で花芯を押し潰した。

　捏ねて弄って、弾く。

「やあ、ひ、ああっん」

　執拗に弄られて、涙目になりながらジェシカは首を振った。

　もうおかしくなりそうだった。

　耳朶みみたぶを食んで、アルバードが優しくささやく。

「もっと別のものが欲しいの？」

　秘部から離れた彼の手が、ドロワーズのリボンをほどいて、床に落とす。

　剥き出しになった尻を撫でて、彼はもう一度ジェシカの中に指を突き入れた。中を確かめながら、指の数を増やして蜜壺をかき混ぜる。

「まだキツイな」

「やめて、抜いて……っあ、アルバード様！」

　抗議するも、慣らすような指使いは止まらない。異物として押し出すように、体内がぎゅうぎゅうと彼の指を食い絞めているのがわかる。

　嫌なのに、壁を擦られるだけで腰が痺れて、頭が蕩ける。何も思考が回らない。

「慣らさなければ辛いよ。俺は君を傷つけたいわけじゃない」

　壁を丹念に探っていた指がざらついた部分を掠って、ジェシカはびくんと体を震わせた。

「はあっん！」

　その反応に、アルバードの指がさらに一点を突くように触れる。途端、腰から痺れて駆け巡ったものが全身を震わせた。

　恐怖に似た感情に、思考が真っ白に染まる。

「ここか、君のイイところだね」

「え、イイ……？」

「感じるところだ。こうするともっとよくなる」

　指が触れるたびに反応せずにはいられなかった。抗おうとしても、抗えない。勝手に腰が揺れて、彼の指を物欲しそうに締めつけていた。蠢く襞ひだは涎よだれを垂らさんばかりに指を求め、蜜を零す。

「ふぁん、やあ、あああん、んんっ」

　感じるところを執拗に指でなぞられる。胸への愛撫も忘れない。花芯も刺激されて、気が狂いそうだ。痛いくらいに子宮が切なくなった。

「凄い締めつけだよ、ほら、そのまま委ねてごらん。イくことができるから」

「い、く？　ああ、はああん」

　抗うことも忘れて言われたとおり、愉悦に身を任せる。感じるままに腰を揺らして、彼の指を咥え込んだ。ぐじゅぐじゅと激しい水音も、快感を押し上げた。慣れない体はすぎた快楽を歓喜で迎え、急速に昇りつめていく。

　その時目の前が真っ白になった気がした。

「あああああああ！」

　悲鳴にも似た嬌声を響かせて、弓なりに体を反らせる。痙攣けいれんしているようにがくがくと震える足でなんとか床を踏み締めた。アルバードがしっかりと抱き寄せてくれていなければ、とっくに床に座り込んでいただろう。

「生理的に無理な男にイかされた気分はどう？　なんて、意地悪な質問だったかな。これだけ感じやすくて淫らな体で、結婚せずにどうするつもりだったの。いや、やっぱり怖くて聞きたくないなぁ。諦めて俺の奥さんになったほうがいいと思うんだ」

「はっ、はっ、イヤ……よ。もう、私を解放して……」

「解放？　そんなの無理だってわかっていて言うんだから、なんて諦めが悪い。まあ、いいさ。どうせすぐに慣れる」

「え、いや、いやああっ」

　少し体を離したアルバードが、トラウザーズの前を寛げた。生憎とジェシカからは見えないが、ひたりと蜜口に押しつけられた丸みを帯びた硬いモノに、悲鳴を上げる。

　受け入れてはだめだと全身が叫ぶ。

　だが、強烈な圧迫感は、ぬるついた入り口を進み、隘路あいろを開く。経験したこともない激痛がジェシカを襲った。

「いたあ、痛いっ、やだあ、やめて！」

「暴れるともっと痛むぞ」

「やだやだ、抜いてっ」

　ジェシカの中がぎしぎしと軋んでいるのがわかる。息もできないほど苦しくて、痛くて、ぼろぼろと涙が零れた。

「あ、ああ。やあ……痛い」

「狭いからね、こればかりは仕方ない。息を止めないで、もっと辛くなる」

「やだってば、あっんん。動かない……っで、いやあっ」

　痛みから逃れられるならなんとしても頑張ろうと思うが、痛みを与えている張本人から言われると癪に障る。だが、結局は彼に言われたとおり、短い息をつく。喘ぐような呼吸を続けていると、彼が力の抜けた隙を見計らって腰を進めてきた。

「ああっ」

　ぷつっと、何かが切れる衝撃が伝わった。その狭い部分に、アルバードがお構いなしに熱杭をねじ込んできた。

「く、ううっん……あっ、はっ、はっあ」

　痛みを逃して必死に呼吸するが、彼は止まらない。必死になって痛みに耐えている時間がどれほどになるのかわからなくなった頃、彼の腰がとんと触れるのを感じた。完全に奥まで繋がってしまったという後悔と、ようやく痛みから解放される喜びにはっと息を吐く。

「ああ、これで君は俺の妻だ」

　彼の恍惚こうこつとしたつぶやきに、思わずジェシカは目を閉じた。溢れた涙が頬を伝い、ヴェールに吸い込まれる。

　純潔を失った貴族令嬢は相手に身を委ねるしかない。もともと嫁ぐつもりはなかったが、だからと言ってアルバードと縁を切ってどこかへ逃げられない。何より関係を結んでしまえば、今さら彼は姉との結婚も不可能だ。妹に手を出した男を姉の夫にだなんて、家族思いの父が許すはずがない。

　どれほど弁解したところで、相愛の二人を引き裂いた罪深い結婚式が祝福されると思えず、ジェシカは慟哭どうこくした。

　前にも進めないけれど、もう戻ることもできない。どこにも行けない息苦しさに、ジェシカはひたすらに涙を零す。

「さあ動くよ。しっかりと神に認めてもらわないといけないからね」

　罪悪感でいっぱいだったジェシカの胸は、絶望感で満たされた。




　目を覚ますと見知らぬ天上を見つめていた。淡いクリーム色の蔦模様の天井を眺めて、広い寝台に寝かされていることに気がつく。上質なリネンの感触に、領主館の夫婦に与えられた寝室だろうと見当をつけた。

　結婚式前に通された部屋とは趣が異なっている。

　その広い寝台に寝ているのは自分だけだ。隣に誰かが寝ていた形跡があるので、きっとアルバードに違いない。

　ゆっくり体を起こすと、あちこちが痛んだ。

　見下ろせば、見慣れない白いナイトドレスを着せられていた。汚れた様子はどこにもなく、複雑に結い上げられていた髪もきちんと下ろされている。誰がしてくれたのか、侍女かアルバードか。どちらにせよ花嫁衣装ではないのだから、裸にして着替えさせられたということだろう。

　昨日の醜態を思い出して、思わず柔らかな掛け布に顔を埋める。

　純潔を失った。彼の腕に囚われて、彼の甘いささやきに乗せられて、彼の求めに応えた現実は変わらない。

　顔を伏せて、静かに絶望する。

　結局、彼と結婚してしまった。もう夫婦だ。

　なんて罪深い女なのかと呆れるほどである。

　本当なら、ここにいるはずなのは姉だったのに。姉じゃないから、体を繋げた次の日の朝には、隣に彼の姿がないのだ。

　寂しく思う己はどこまでも浅はかで愚かだ。

「あら、奥様お目覚めでしたか。ノックもせずに申し訳ございません」

　慌てた声が聞こえて思わず顔を上げると、見慣れた侍女の姿があった。

「おはようございます、お着替えをお持ちしました。体のほうはいかがでしょう」

　扉が開いて入ってきたのは家から連れてきた侍女で、結婚式の仕度を整えてくれたのも彼女だ。ミヤという名前で、ジェシカよりも少し年上になる。家では三年ほどのつき合いだ。朗らかで手際のいい彼女に困らせられたことはない。一緒にいて居心地のよい侍女だった。今まではジェシカお嬢様と呼ばれていたので、奥様呼びに戸惑っていると、彼女は心配げに顔を曇らせた。

　手に持っていたジェシカの着替えをベッドの上に置いて、真っ直ぐに自分を見つめる。

「まだ顔色が悪いです、やっぱりお辛いですよね。目も腫れてらっしゃるし。冷やすものを後でお持ちいたしますわ。全く、旦那様ったら加減ができない方だったなんて。あんなにお優しそうなくせに、とんだ鬼畜だとは」

　ぷりぷり怒っている彼女が何を言っているのか、半分も理解できなかった。

　口も挟めず聞き流していると、力強く微笑まれる。

「今日は一日、ゆっくりとお過ごしください。旦那様はお仕事に出られましたから、夕方まで戻ってこられませんので、安心してくださいね。万が一、早く帰ってきたところで決して奥様には近寄らせませんから」

　胸を張ったミヤに、曖昧に頷く。声を出そうと思って、けほっと咳き込んだ。喉がひりつく感じに、思わず手でさすってしまった。

「ああ、きっと喉を痛められたのです。食事と一緒に薬湯もお持ちいたしますわ。もちろん、旦那様からもきちんと許可はいただいていますからね。気を遣わずにじゃんじゃん使ってやりましょう。なんせ悪いのは旦那様ですから！」

　なぜ喉を痛めたのか、ミヤはわかっているのだと思うと気恥ずかしくて再度顔を埋めたくなる。だが、彼女はジェシカの恥じらいに気づかないように鼻息荒く言い放った。

　気迫に押されて、つい、ありがとうとお礼を述べてしまう。

「いいですか、奥様。無理なことは無理だと言わないと、調子づいて盛った男は止まりませんからね」

「え、は、はい」

　わりと嫌だと言ったけれど、彼は止まってはくれなかった。

　つまり、効果は薄いということだろうか。

　そもそも、自分の意思なんて彼にとってはどうでもいいということだろう。想像して、悲しくなった。

「こほっ、でも、あの……嫌がっても、止まってくれない時はどうすれば……？」

　優秀な侍女の絶句する姿に、ジェシカはおろおろとするしかなかった。




「やあジェシカ。そうしていると天使が羽を休めているようだね。起きていて平気かな？」

　夕食も自室のベッドの上で取った。朝にミヤが持ってきたのは簡易な着心地のいいドレスで、今は風呂に入って寝着姿だ。なんだか病人になった気もするが、体が痛くて少しも動く気にならないのだから仕方がない。体調は完全ではないけれど、雪で冷やした目もすっかり元に戻った。掠れていた声もましになった。

　一日かけて、なんとか、だ。

　そんな疲労困憊な体を休めつつ、ジェシカは結婚式からの一日を振り返った。

　何が悪かったのか、どこで選択を間違ったのか。

　けれど、どれほど考えても、どうすれば最善だったのかわからない。

　結局、アルバードの帰宅時間になってしまった。帰ってきた彼が入室許可も得ずに、すっと部屋に入ってきた。

　甘い言葉は健在だ。いつもどおりの彼の様子に、怒りがわいても許してもらえるのではないだろうか。

　ジェシカは彼の甘い言葉を無視しながら、じっとアルバードを見つめた。

　彼はシャツにスラックスという服装だ。髪が濡れているところを見ると、帰宅して随分と時間が経っているようだ。仕事帰りという格好ではない。

　ジェシカは出迎えも行っていないし、夕食も一緒に取らなかった。

　呼ばれてもいないのだから、きっと必要ないと思われたのだ。

　そうは言っても、昨日の無体はまるでなかったかのような彼のこの態度はどういうことだろうか。

「全く平気ではありませんが。アルバード様はお変わりなくお元気そうですわね？」

「魔法士なんて体力仕事なんだから、これくらいはね。それに、可憐な妻がこうして家で待っていてくれるのだから、疲れなんて吹っ飛ぶよ。今日も月の女神のように美しいね」

　これくらい？

　彼の言う朝から始まった結婚式がいつ終わったのかわからないが、ジェシカの意識は夕方前まではあったのだ。一体何時間、この男は自分を貪ったのだろう。

　ミヤにそれとなく聞いたけれど、それは尋常ではない行為とのことだった。ほとんど人外の体力だと、呆れを通り越して震えていた。

　そこでようやく、自分はとんでもない相手を夫にしたのかもしれないと青くなった。

　底なしの体力に恐れ慄きつつ、いつもの甘いささやきはさらっと聞き流す。

「あの、妻って……結婚式はどうなりましたか？」

　ミヤにも確認をしたが式は中止になったようだ。それなのに、彼は自分を妻と呼ぶ。今、どういう状況なのかしっかりと把握したくて尋ねると、アルバードはにこりと微笑んだ。

「もちろん、君が気を失ってしまったからね。俺一人ではどうにもならないから式自体は延期になったけれど、書類上の手続きは済んでいるから君はもう俺の妻だ。君のご両親はすでに王都へ戻っているから、今すぐ式を行うというわけにもいかないかな。再度、日取りを決めてやり直すしかないね」

「…………そうですか」

　やはり、自分はもう彼の妻なのか。

　心のどこかでもしかして婚姻を結んでいないことを望んでいたけれど、そんなうまい話があるわけもなかった。

　もともと結婚式の参列者は少ない。お互いの両親だけだ。アルバードの両親はこの領主館に住んでいるが、ジェシカの両親は王都で仕事もある。

　母は自分の花嫁衣装を楽しみにしていた。少しでも見られたのか。

　結婚式当日に騒ぎを起こす嫁など、アルバードの両親もさぞかし怒っていることだろう。

　参列者の気持ちを想像して、暗い気持ちになる。

　結婚を無効にすることもできず、式を楽しみにしていた両親をがっかりさせるだけで終わってしまったのだから。

「あの、こんな騒ぎを起こした私に、何かお叱りはありませんか」

「そりゃあ、楽しみにしていた女神もかくやという君の花嫁衣装をじっくり見る間もなく脱がせてしまったのは心残りだけれど。真珠のような肌に触れられたし、本懐は遂げたし、俺は満足だよ」

　にこりと笑ったアルバードは、そこで一旦言葉を切って、君にとっては残念なことかもしれないねと穏やかに続けた。

「俺の両親が激怒して君との婚姻を認めないと反対してほしかったんだろう。生憎と、そんな単純にはいかないからね。むしろ、俺が無体を働いたって責められた。というかまあ、各方面から窘たしなめられたが、その話はいいか。君のご両親からも相当に叱られたんだ。君は顔色がとても悪くてぐったりしていたしね」

　初めての乙女を、朝から夜まで抱き続けるのは十分に暴力だろう。いや、今はそちらを責めることよりも。

　つまり自分が彼に何をされたか、周囲に知られているということが問題だ。

　ジェシカは内心で頭を抱える。

　今日一日、どうにかしてここから逃げ出す方法はないかと考えた。

　結婚式が行われていないのだから、純潔を失ったとしても彼の妻とは言えないのかもしれないと淡い期待を抱く。

　だが、彼の口からもたらされた現実に、打ちのめされただけだった。

「俺に純潔を散らされて、書類も提出済みだ。逃げ場はないよ、可愛いジェシカ。ねぇ、今夜も甘く啼ないてくれるだろう？」

　髪を一房掴まれてそっと口づけられた。

　心臓がひゅっと縮んだ気がした。




「あっあっ……いや、やめて……っ」

　ベッドの上で四つん這いになりながら裸体を震わせていると、ふふっとアルバードが笑う。息がかかるだけで、体が快楽で悲鳴を上げているのがわかる。

　アルバードは上半身だけ裸だ。自分だけ心もとない姿を晒していて、さらに恥ずかしさが増す。

「嫌だなんて、嘘ばかりだな。素直になって、もっと欲しいって言ってごらん」

　ジェシカの秘められた蜜口に舌を這わせながら、ズズと音を立てて啜られる。先ほどから耳も犯されて、恥もなく啜り泣いた。羞恥で意識を失いたいくらいに。

　彼は閨になると、途端に意地悪になる。甘い言葉もささやくけれど、それ以上に恥ずかしくさせる言葉ばかりを選ぶのだ。

　シーツの上に、涙の染みが広がっていく。だが、それ以外のモノで汚れているのを知っている。

「汚い、から、や、なの……ああんっ」

「汚くはないかな、甘くて美味しいよ。それに、いやらしい香りで誘ってくるのは君じゃないか。それとも無意識なのかな。だとしたらとんだ淫乱だけど。俺の妻はどこまで淫らなんだろう」

「いじ、わるっ……あん、アルバー、ド様は、酷いことばっかり、言う、のっ！」

「そうかな、俺は事実だけを言ってるんだけどね」

　彼の舌が動くたびに、浅ましい蜜が溢れてくるのを感じる。

　嫌なのに、自分の感情ではどうすることもできない。

　そのうえ、浅い部分で抜き差しされる舌の感触に、欲しいのはこれじゃないと感じてしまうのも、羞恥心を強めた。

「いや、もう嫌、ああ、はあ、んんっ」

　指よりも舌のほうが快感を強く感じるけれど、やっぱり欲しいのは別の硬くて大きいものだ。さらに腰を揺らして、ジェシカは涙を零す。

　思考が淫らなことに支配されて頭がおかしくなりそうだ。それなのに、体は彼の行為をすっかり受け入れている。

　アルバードが顔を離した時には、ジェシカは尻だけを高く上げた状態で、シーツに上半身を押しつける形で荒い呼吸を繰り返していた。彼は背中に口づけを落とすと、もういいか、とつぶやいた。自身の猛りきった肉杭を唾液と蜜で光る花唇に近づけた。そのまま、ゆっくりと突き入れる。

「あああっ、や、やだあっ」

「言葉で嫌がっても体は正直だ。すっかり俺の形を覚えたね。ほら、美味しそうに飲み込んでいく。ああ、君に見せられないのが残念だな」

　アルバードは絶対に後ろからしか挿入しない。昨日の礼拝堂でも何度も体を繋げたが、結局正面から抱き合ったことはなかった。

　まるでジェシカの顔なんか見たくないと言うように。背中だけ見れば、髪色もやや劣るが姉に似ていないこともない。姉を抱いていると錯覚できるからか。

　やはり、彼は自分を憎んでいるのだろう。

「はあ、奥まで届いたよ。今日は初夜になるのかな、それとも二夜目かな。昨日の夜は君がさっさと寝てしまったしね。夜っていうのとは違うかな」

「はっ、あ、んなっ、無茶な、抱き方でっ！」

　初めてなのに、何度も何度も彼の欲を受け止めた。最後の記憶では、意識がぷつりと途切れた。つまり気を失ったのだ。初心者相手にそんな無茶な抱き方をして、意識を保っているほうが難しいというものだろう。

　アルバードは、昨日見つけたジェシカのいいところをぐりぐりと刺激しながら、腰を動かした。

　それだけで、背中が跳ねる。

「あああっ、はあっ、もう」

「気持ちよすぎるってことかな。ねえ、可愛いジェシカ。もっとおねだりしてごらん」

「や、だあ、早く抜いてぇ…………っ」

「ああ、煽るのがうまいね。気持ちよすぎて堪えられないんだろう。でも淫乱な君は満足しないのも知ってるよ。だから朝まで頑張るからね」

「ひっ、やだあ、あああんっ」

　乱されて頭が真っ白になってもいつまでも終わらず、どれほど解放を望んでも、彼が笑う気配だけがする。

　逃げ場はなく、ただ体を繋げ、淫らに喘いでは意識を飛ばす。さながら底なし沼に落ちていく気分だ。

　もしかしたら、想う相手に会えないから不満をぶつけられているのだろうか。

　ジェシカは涙を零しながら、シーツに顔を埋める。

　きっとこの胸の痛みが、果てしない彼の甘い責め苦が、彼の恋心を無視し姉を悲しませた自分に与えられた罰なのだ。

「も、もう……やあっ、放し、てぇっ」

「逃がさないって言っただろう。忘れてしまったのなら教え込んであげるよ。この淫蕩いんとうな体に、何度だってね」

　だから、諦めて──と彼の言葉が落ちてきて、ジェシカは涙を零す。

　そのまま目を閉じて、ひっそりと気を失ったのだった。





第三章　離れる心






　自室のカウチでクッションを抱えて座っていると、ミヤが入ってきた。

「奥様、薬湯をお持ちしました。温かいうちにお飲みください」

　声を出さずにこくんと頷く。

　受け取った薬湯は香ばしい匂いと酸味があった。だが不思議と不快感はない。飲みやすく仕上げてあるので、きっと高価なのだと察する。

　それをふうっと冷まして、ゆっくりと飲んだ。

　言葉のないジェシカをもちろんミヤは心得ていて、はあっとため息つくだけに留めてくれる。

「旦那様にも困りものですわね。奥様の体力を考えていただかないと。ここでは奥様は病弱だって噂で持ちきりなんですから。以前は建前だったのに、すっかり本当のように言われているのです。払拭したいものですが、このご様子じゃあ庭どころか屋敷の中を動くのも難しいですからね」

　結婚式から一週間。

　毎晩毎晩、アルバードは執拗にジェシカを抱く。それこそ明け方まで片時も離すことがない。気を失うようにして眠るのが日課だ。おかげで朝は目覚めることができず、昼過ぎから起き出し朝兼昼の食事を取り、薬湯を飲んで痛めた喉の回復に努めている。まさに病人のように部屋から一歩も出ない。動くにもミヤの助けが必要な状態だ。

　それもこれもどれもアルバードのせいだ。

　貴公子然としたこれまでの穏やかさを保ちつつ、言葉巧みにジェシカを翻弄するが、結局は後ろから好き勝手に自分を抱いて満足している。どれほど拒絶しても、嫌だと告げても頓着する様子がない。むしろますます盛さかるばかりだ。

　穏やかそうに見えるだけで、実は意地が悪いと知った。

　彼のような男を絶倫と言うらしい。ミヤが呆れたように教えてくれたが、知識を得ても対策の立てようがない。結局は夫の思うままに抱かれている。

　日中は仕事をして、帰宅したら抱く。そんな生活が、果たして毎日でいいのだろうか。

　体力や気力をごっそり奪われ、辱しめられて散々屈辱的な気分に落とされる。半日ほども好き勝手抱き潰されて、一日中寝台の上で過ごす羽目になるのだ。

　疑問に思うけれど、どうすればよいかわからない。

　ジェシカは式から一週間、ずっとこの生活を変えたいと望んでいるが、何せ体が言うことを聞かない。逃げ出したところで行く当てもないが、部屋から一歩も出られないのでは話にならないことくらいはわかる。

　薬湯を飲み終えてぼんやりとしていると、廊下のほうから騒がしくやってくる声が聞こえてきた。何ごとかとミヤを見ても、彼女にも心当たりはないらしい。警戒したような表情のまま、廊下に続く扉を見つめている。

「やあジェシカ。明るいところで見れば、妖精がいるのかと思うほどに可憐だね」

「アルバード様？」

　ほどなくして扉が開かれ、アルバードが入ってきた。

「あら、寝込んでいると聞いていたけれど、元気そうね」

　彼の後ろから続くようにやってきたのは姉のエリシアだった。心配そうな顔を向けてくるものの、言葉のどこかに棘がある。アルバードがいる前では妹を慮おもんぱかる善き姉を演じている彼女にしては、珍しい失態だ。

　だが、アルバードと姉が二人でジェシカのもとに現れたことに動揺して、違和感はすぐに消えた。

「お、姉様……」

　掠れた声で、思わずつぶやく。部屋にいるのは姉に間違いなく、魔装騎士団の略装に身を包んでいる。エリシアは扉の正面から座っているジェシカを認めて瞳を細めた。

　王都にいるはずが、なぜジャイスコ辺境領主館にいるのだろう。

「アルバード様、ここまで連れてきてくださってありがとうございます。後のことはお任せください」

「いや、やはり……」

「妹のことですから、ね」

　エリシアは嫣然えんぜんと微笑んで、躊躇うアルバードに頭を下げた。

　連れてきたってどういうことだろう。いつから二人は一緒にいたのか。

「じゃあ仕事に戻るよ。エリシア嬢は、後からゆっくり来てくれていいから」

「わかりました。ご配慮に感謝いたします」

　アルバードがジェシカを一瞥して部屋を出ていった。

「病気療養中と聞いたけれど、随分と元気そうじゃない？」

　アルバードがいなくなっただけで、姉の雰囲気ががらりと変わる。

　妹への心配など僅かにも感じられず、辛辣な物言いに、ジェシカは眉尻を下げた。

「どのような御用でしょうか。立ち話もなんですから部屋を、移りますか……？」

　ジェシカの自室など居心地が悪いだろうと声をかければ、姉は顔を顰しかめただけだ。

「結構よ。先日から第二師団配属になったの。アルバード様が気にかけてくださって、いろいろと配慮してくださるからなんの問題もないわ。私も明日からの大規模討伐に参加するから、貴女に伝えておこうと思って連れてきてもらったの」

　少し前からジャイスコ辺境伯領に来ていたらしい。そんな話をアルバードは一切していなかった。

　本当なら、アルバードの妻は姉だった。

　一緒に第二師団で働いているのが、本来の辺境伯夫妻の姿だ。そのうえ、姉が言った言葉が理解できなかった。

「大規模、討伐？」

　それが魔狼を退治することを指すのだと気がついた時、姉の言葉が刺さった。

「あら、聞いていないの。第二師団長の奥様なのに」

　ジェシカはいつだって事態を知らされることがない。知ったところでどうにもできないと思われているのかもしれないが、その配慮が密かにジェシカを打ちのめしていた。

「貴女は本当にダメね。最近、魔狼が活発に行動しているから討伐することになったの。まあ貴女はぼんやりと部屋に引きこもっていればいいわ。私は一か月、傍でしっかりとアルバード様を支えてきますから」

「一か月もですか？」

　目を丸くすれば、そんなことも知らないの、と姉は呆れたようだった。

「領地内は今、その話で持ちきりよ。貴女、結婚式を終えてからのこの一週間何をしていたの。いえ、知っているわ、部屋に引きこもっていたのよね。領主の妻としての役目を放棄して。魔狼が活発化したことも知らないのでしょう。本当にそれで辺境伯の妻だなんておかしいわね」

　姉は一旦言葉を切って、艶やかに笑う。

「まあいいわ。役立たずの貴女の代わりに私がここにいるのだもの。ちゃんとアルバード様の傍にいて支えるわね。彼の態度が冷たくなっても、何もしなかった貴女が悪いのだから、怒ってはだめよ？」

　姉は言いたいことだけ告げると、さっさと部屋を出ていった。

　ジェシカは、無言でぎゅっとクッションを握り締める。

「エリシアお嬢様はお変わりないようですね」

　ミヤがやれやれと肩を竦めて、憐れむような視線をジェシカに向けた。

　屋敷にいた時から、ネチネチと一方的に悪口を言う姉の姿を見ているのですっかり慣れているのだろうが、我慢できるかどうかは別のようだ。

「気になさることはありませんよ。旦那様が見染めたのは奥様なのですから」

　自分がアルバードの妻であることはもう理解している。

　でも、それは特異体質のせいなのだ。

　姉の言うとおり、領主の妻なんてお飾りだ。だから彼は一週間も経つのに、領主館以外の場所に自分を連れていかないし、どこかに挨拶に行くことも、誰かに紹介されることもない。

　王都にいた時と同じだ。

　そして、今は姉がアルバードの傍にいて、その役割を果たしているというわけだ。

「お姉様のおっしゃることは本当のことだわ。私は何もできない……」

「正論が本質とは限りません。実際に奥様は動けないのですから。事情を無視して一方的に批難されるというのはいかがなものかと。一度、ご家族に相談されてみてはいかがですか」

　ジェシカはミヤの提案に静かに首を横に振る。

「両親も兄も十分私を守ってくれていたわ。これ以上迷惑はかけられない。しかもお姉様の意見が間違っているってわけでもないのだから、相談されても困ってしまうわよ。家族の仲が悪くなってほしいわけではないの。それに告げ口なんてしたら、ますますお姉様は怒るわ」

　姉の性格からして、家族からの介入がわかればさらに憤りをぶつけられそうだ。

「それにお姉様の気持ちもわからなくはないの」

　誰だって、自分よりも劣っている者が優遇されていたら、不満に思うのではないだろうか。しかも、相手は想い人を奪った妹なのだ。

　つまりジェシカが悪い。

　いつか姉が心穏やかに過ごせる日が来ればいいと願う。姉が婚約者に望んだアルバードを横取りしてしまったジェシカなりの罪滅ぼしだ。そのためにも、やはりどこかへ逃げるべきなのだが、アルバードは決してジェシカを離そうとしない。それほどまでに『永久駆動魔力炉』は魔法士を惹きつけるのだろう。

　結局、どこまで行っても、魔力が供給できる特異体質の娘としか認識されていない現実に、ジェシカはただただ打ちひしがれるのだった。




　湯あみを終え、夫婦の寝室にやってきたアルバードを、寝台の端に座りながらジェシカはきつく睨みつけた。

「ただいま、ジェシカ。そんな熱い眼差しを向けられると、俺は浮かれてすっかりのぼせそうだよ」

　いつも帰宅が遅いアルバードは、ジェシカに先に夕食を取るように言いつけているらしく、一緒に食べることは結婚以来一度もない。帰宅しても出迎えも不要とばかりに、黙って帰ってきて夕食を済ませ、風呂に入った後に寝室にやってくる。

　お飾りの妻はお飾りらしく、夜に抱かれていればいいらしい。

　今回は長期にわたる討伐があるというのに、彼は自分に黙って一か月も戻ってこないつもりだったのだろうか。

　黙って出かけたきりの夫を心配するとは思わないのか。さすがに一か月も顔を見なければアルバードの身を案じてしまうだろう。だが、彼にとっては自分の心配などどうでもいいのかもしれない。

　だから、きっと何も言われないのだ。

「エリシア嬢と話せて楽しかったかい？」

　やはり討伐のことを切り出さないアルバードに、ジェシカは傷ついた。

「明日から、一か月かけて魔狼の大規模討伐に向かわれるそうですね」

「それを俺に確認して、どうするの？」

　アルバードが言わないので、思いきってジェシカから切り出した。だが、柔らかい笑みを浮かべていた彼の表情が瞬時に強張った。

　怒っているのは自分のはずだが、なぜか彼の怒りに火を点けてしまったらしい。

　少し怯んだものの、自分を叱咤しつつ彼を頑張って睨み続けた。

　知ったところでお飾りの妻に何ができるのかと批難されているのだろうか。

「別に……」

　アルバードに気をつけて行ってきてほしい、無事に帰ってきてほしいと願うことも許されないのか。

　ジェシカは俯いて、唇を噛み締めた。

「エリシア嬢には言ったのかな。もしおかしなことを考えているなら、早く白状したほうが身のためだよ」

　いつもの取り繕った笑顔を浮かべて、アルバードが大股で近づいてくる。

　そのままジェシカに覆い被さった。そしてとさっと寝台に沈み込む。

　姉の名前を聞くだけで、彼が姉と繋がっているような気がしてしまう。

　ジェシカにはわからない世界だ。決して入り込めない場所にいる二人が、愚かな娘のことを嗤っているのかもしれない。

「寝台に新雪が降り積もったようだよ。一瞬で、白銀の世界に迷い込んだ気持ちになるね」

「誤魔化さないでください。一か月もいなくなること、どうして教えてくれなかったんですか？」

「悩んでいたからね。でも、もう決めたんだ」

「どういう意味です？」

　アルバードは何も言わないまま、ジェシカの体をひっくり返した。

　シーツを掴んで震える。圧倒的な快楽に身悶える。羞恥に染まった白い肌に、アルバードの舌が這う。そのたび、腰が揺れ動いた。

「あ、んん、あっ」

　今は二人とも裸だ。すでに胸も蜜壺も散々に嬲なぶられている。弱い部分を攻め立てられて、解され蕩かされている。何度も絶頂を迎えて、狂わされた。羞恥と欲望で乱れながら、充足を求めて泣きながら懇願までした。

「い、ああっ、アルバード様っ」

「愛称で呼んでと、言ってるのに。いつもそこは聞いてくれないなぁ」

「はあ、ん、やああっ」

　猛ったものが、ジェシカの中を我が物顔で蹂躙じゅうりんする。

　衝撃に背を反らして震えるだけで、達した蜜壺は歓喜によりいっそう激しく蠢く。

「ああ、一か月も君がいないなんて耐えられないな。ココは俺の形を覚えていてくれるといいけど」

　蜜を零して彼自身に絡みつく襞の入り口を撫でて、嗤う。

「ん、んん、あああっ、はあん」

　恥ずかしい言葉も行為も、ジェシカは感じるばかりで際限がない。辛うじて首をいやいやするように振るけれど、すぎる悦楽に悶えているようにしか映らないだろう。

　そんな自分に唾棄だきしながらも、罪悪感すら快感に変わっているのだと知っている。

　溺れたくないのに、溺れてしまう。

　乱れるジェシカを見下ろして、アルバードも激しく腰を打ちつけてくる。

　一際甲高い嬌声を上げて達すると、彼もジェシカの最奥で熱を爆ぜさせた。

「ああっ」

　出した子種を奥へと擦りつけるように、深く繋がる。ドクドクと奥で広がる熱に、ただジェシカは涙を零す。

　アルバードはそんな自分を後ろからそっと抱き締めた。背中に彼の逞しい筋肉を感じて、ふるりと震える。密着する素肌の感触が心地よく思えるなんて絶対に気のせいだ。

「一か月は暗い森の中、魔狼を追う予定だ」

　ジャイスコ辺境伯領の重要な仕事の一つだ。放っておくと魔狼が増えて大変なことになるので、定期的な討伐が行われるという。だが、一か月もかけるほどの大規模なものはここ数年行われていないと、話を聞いてきたミヤが言っていた。

　それを結婚式の一週間後に行う辺境伯の気が知れないとも。

「少し規模は大きいが、いつもやっている定期業務だから。大人しく待っていてくれる？」

「ひあ、んん、いやあ……あっ」

「頷いてくれるだけで、いいんだけどね。強情だなあ」

　アルバードの手が、胸の膨らみを掬い上げるように揉み込む。コリコリと頂を指で弄られ声が跳ね上がる。落ち着いた欲望の火が再び頭をもたげてきた。それに翻弄されてまともに答えることができないでいると、アルバードの声がワントーン下がった。

　だが、彼が耳元で甘くささやく言葉に、一瞬で冷める。

「いいさ。冬の雪原に咲く健気な花のような君は、美しくも強い。だから、一か月分つき合ってくれるよね」

「や、やだやだやだああっ！」

　一か月分だなんて、無理だ。

　暴れるジェシカに構わず、自身が先ほど放った白濁と蜜に濡れる割れ目を長い指で開く。そのまま中に突き入れ、かき混ぜる。

　再び始まる淫らな行為は、喉が嗄かれ果てるまで続けられた。

　夜が更けても、空が白み始めて朝になっても。




　アルバードが領主館からいなくなれば、ジェシカはようやく部屋から出る体力が戻ってくる。

　当然、大規模討伐に出る夫を見送ることはできなかった。彼が出立してから一日経って、部屋から出て食堂に向かい、朝食の席に着くのがやっとだ。

　そこで初めて知ったが、夫の両親は別館で生活しており、こちらの食堂に出向くことはないらしい。広い食堂にアルバード一人だけが食事をしていたという。それは彼が領主になってから当たり前の光景で、誰も疑問にすら思わないようだった。そもそも館に戻ってくること自体が少なかったという。

　妻を迎えて毎日帰ってくることのほうが驚きだと、家令が話していた。

　愛されてらっしゃいますね、と少し途方に暮れたような顔で語る初老の家令に、ジェシカはなんと返せばいいかわからなかった。

　食事すら一緒に取らない自分は本当に体だけの存在だ。世間で言うお飾りの妻とはそんなものらしい。

　アルバードはきっと気にもしない。だって一度もジェシカに一緒に食べようと誘ってはくれなかった。仕事が忙しくて、ゆっくり食事を取っている時間はないのかもしれないなんて言い訳を考えてみるけれど、一度もないのはおかしい。

　家族なら普通は一緒に食事をするものだ。少なくともジェシカはこれまでそうしてきた。こんなに広い場所で一人きりで食事を取っている彼は寂しくないのだろうか。それは、酷く味気ない食事に思えた。

　いろいろ想像して、やっぱり愛という行為から遠いところにいるのだなと実感してしまった。

　アルバードがどんなに手酷く自分を抱いても、体が目当てだとしても、嫌われていても。それはもう自分の罰なのだから。

　どれほど抱かれても、心の距離は離れていく。

　そもそも彼は嘘つきで、女の敵だ。甘いささやきで、簡単に口説けると考えているに違いない。愛をささやいておけば、何をしても許されるとでも思っているのだろう。

　大嫌いだし、不誠実だし、信用できない。最低な男だ。最近は嫌だと言ってもしつこいくらいに抱き潰される意地悪も追加された。優しさすらなくなったのだ。

　しかしどれだけ心の中で罵倒してみても、彼への恋慕を抱くのだから自分は愚かだ。

　温かい食事を取りながら、ジェシカの心は昏くらく沈んでいく。

　そんな主人の気落ちを見かねたミヤが、庭への散策を提案してくれた。

　食後に彼女に仕度してもらい、毛皮のコートを厚手のドレスの上から纏って、初めて庭へと向かった。雪に囲まれた庭は、通れるようにきちんと雪をどけてある。きっちりと手入れがされているので、真っ白な中をゆったり進む。一番近くにある生垣いけがきを見つめて、ほっと息を吐いた。

　吐く息は冷たいけれど、気分は爽快だ。

　久しぶりに澄んだ朝の空を見上げた気がした。

　遠く向こうに高い柵に囲まれた門が見えた。その先にはうっそうとした森があり、辿ればどこに着くのかは見当もつかない。

　ジャイスコ辺境伯領どころか、この領主館の位置だって、内部構造すらジェシカは満足に知らないのだ。これでは、何かしようにも何もわからない。

　自分の無知さに、軽い眩暈めまいを覚えた。

　姉に指摘されたとおり、一週間何をしていたのだろう。いや、体を休めて体力の回復に努めていたのだが。

　アルバードに回数を減らすようにお願いしようか。

　ふと思いついて顔を上げた時、視線の先に道を見つけた。庭の奥の目立たない位置に鉄製の門扉があり、その奥の小道に出られるようになっている。

「ミヤ、あそこから出るとどこに行くの？」

「あちらは魔の森に続いていると聞いております。基本的には裏門は使わないそうですよ。だから見張りも一人だけで、あのように内側にいらっしゃるでしょう」

　鍵がかかっていて、門扉は開かないことが前提のようだ。

　なるほど、とジェシカは門に近づくように歩を進める。

「迂闊うかつに門に近づくと、叱られるぞ」

　不意に後ろから声をかけられて、振り返った。

　恐ろしく背の高い恰幅のよい男が、屋敷から庭に向かって出てくるところだった。

　朝の柔らかな陽光を受けてきらりと輝く髪は赤。燃える炎のような綺麗な髪だ。

　瞳は金色で、獣のように鋭い。

　格好は魔装騎士団の略装だ。領主館にいるのだから、第二師団の者だろう。

「叱られる……貴方にですか？」

「おっかないアンタの旦那に、だよ」

　おっかないとは、アルバードから最も縁遠い言葉ではないだろうか。

　常に物腰も優雅で、穏やかに微笑んでいるのだから。

　それでも結婚式から彼は変わってしまった。豹変と言ってもいいかもしれない。

　目的を遂げたから、もうお飾りの妻には優しくしなくてよいと思うようになったのかもしれないし、これまでの鬱屈をぶつけているのかもしれない。

　意地悪だし、ジェシカが嫌がることをやめてくれない。

　嘘くさい甘いささやきは続いているけれど。

「どうせ、いつも意地悪ですもの。叱られても構わないわ。討伐に出ていってしばらくは戻ってこないし」

　叱られるならまだ先の話だ。

　その頃にはそんな些末さまつなこと、きっと誰も忘れているに違いない。

　ジェシカが口を尖らせれば、男は目を見張って、弱ったように頭をかいた。

「なるほど、聞いていたとおりお転婆だな。しばらく部屋にこもってるっていうから、すっかり騙された」

　部屋にこもっていたのは、体力回復のためだが、なぜそれを目の前の男が知っているのか。

　今度はジェシカが目を瞬かせる番だった。

「貴方、どなたかしら？」

「他人に名前を聞く時は、先に自分が名乗るべきでは？」

「だって、貴方は私のことを知っているでしょう。アルバード様のこともよく知っているようだし。でも私は今日ようやく部屋から出られて、庭だって初めて来られたくらいなの。こちらに来て屋敷で働く者と身内以外に会う方は貴方が初めてなのだから、譲歩してもいいんじゃないかしら」

「聞きしに勝る過保護ぶりだな」

　男は心底呆れたように息を吐いて、真っ直ぐにジェシカを射抜いた。

「俺は魔装騎士団第二師団の副師団長、グルジア・ハイズだ。アルバードとは長いつき合いで友人だから、アンタの話もたくさん聞いてるのさ、お姫様？」

「私はお姫様じゃないわ」

「アルバードにとっちゃ、お姫様だろ。手が届かない高嶺の花だ」

「アルバード様のほうが高位なのだけれど」

　ジェシカは伯爵令嬢だから、アルバードのほうが上になる。貴賤きせん結婚とまではいかないが、本来なら婚姻が難しい相手だ。

　手が届かない高嶺の花という評価は、麗しいアルバードに相応しいとすら思う。

　けれど、否定するジェシカに男は首を振って見せた。

「だってアンタは魔法士の夢だもんな」

　ジェシカの特異体質を、別名『魔法士の夢』と呼ぶことがある。

　傍で控えていたミヤが警戒したのが気配で伝わる。彼女は家から連れてきた侍女のため、ジェシカの体質を知っている。

　だが、目の前の男は家の者ではない。初対面だ。

　背中を冷たい汗が伝う。

「……どうして、貴方がそれを知っているのですか？」

　顔色を変えたジェシカに、グルジアは慌てて手を振った。

「なんだよ、おい。そんなに警戒すんなよ。俺のこと、アルバードから何か聞いていないのか？」

「聞いたことはありません」

「アイツ、何やってんだ。男の嫉妬は醜いって言っても限度があるだろうが！　はあ、すまん。怖がらせた。俺はアンタの事情を知っている。アイツが討伐で手いっぱいだから、護衛を頼まれたんだよ。てっきり知っているものだと思ったんだがな」

「護衛？」

「アンタの体質は魔法士にとっちゃ毒だ。……なんだその顔」

「いえ、すみません。毒だなんて、初めて言われたので」

　自分の体質が魔法士にとって毒となるとはどういうことだ。

　魔法士が欲しがる宝物のような存在で、だからアルバードも好きでもない自分と結婚までしたのだろう。

　普通そういう相手を毒とは例えないと思うが。

「え、本当にお前ら、この一週間何してたんだ？　なんで、そんな初歩の話も聞いてない──ああ、わかった、みなまで言うな。俺も既婚者だが嫁は王都だ。あてられても対処が難しい」

　この一週間の痴態を思い出したジェシカが真っ赤になったのを見て、グルジアはおざなりに手を振った。

「副師団長の貴方が護衛をされると、討伐のほうが手薄になるのではありませんか？」

　警戒しつつ、ミヤが問いかける。

　確かに、副師団長ということは単純に考えればアルバードの次に能力が高いということだろう。

「もともと討伐には行かないで、こちらで領内を見回る役目があるんだが。討伐なんて、あんな化け物のアルバードが一人いればこと足りるしな。それに、アンタの護衛は誰でもできるわけじゃない。条件が今のところ、俺しか当てはまらなかったんだ」

「条件、ですか？」

　そんなに危険はないと思うが、何が起こっても守れるほどの強さということだろうか。

「既婚者で、魔法を無駄に使わずに、忍耐力と精神力に富んでいて、自制心もあるっていう難問な条件なんだ」

　ジェシカは、言われた内容がよくわからなかった。

　それは一般的な護衛の条件ではないような気がするが。そもそも魔法を無駄に使わないというのが理解できないし、既婚未婚は関係ないのでは？

　それとも自分は世間知らずなだけで、最近の護衛はそんなことが条件に求められるのだろうか。

　だがミヤは深刻そうに考え込んで、うんうんと頷いている。

　共感できる要素は一つもないが、彼女が何も言わないのは必要なことだと思っているのだろう。

「というわけで、しばらくはヨロシクな！」

　にかりと笑った顔は好感が持てて、ジェシカも思わず微笑んだ。

　しばらくは気鬱とは縁遠い生活が送れそうだ。

「あー、わかった。それは不味いわ……なるほど、これはダメだ。アイツが必死になるのもわかるわ、俺でもちょっとグラつく」

　だが一転してグルジアが頭を抱えて絶望的に呻くのを、不思議そうに見つめるしかできなかった。

　その横でミヤは、全て納得して再度うんうんと頷いているだけだった。




　庭を散策するのが、ジェシカの日課になった。

　グルジアは傍にいたり、屋敷の中から眺めたりと、つかず離れずの距離で護衛をしてくれている。

　そんなに身の危険を感じないので護衛は必要ないと思うのだが、彼はそう思っていないらしく、時々険しい顔をしている。

　なんにせよ、アルバードのいない屋敷は快適な人間らしい生活を過ごすことができた。

　それが一番嬉しい。

　結婚式からの一週間がやはり爛ただれた生活だったのだ。

　体力も思考力も奪われて、ついでに人間としての尊厳も奪われていたような気がする。

　こうして、日々平穏な生活を送っていると、ジェシカの反骨精神もむくむくと戻った。

　このまま、お飾りの妻でいていいのか。いや、いいわけがない。

　高い柵の近くで考えごとをしていると、不意に森の木々の間から声をかけられた。

　グルジアは第二師団から至急の連絡が来たとジェシカから離れており、ミヤはジェシカが庭に長くいるのなら、と肩からかけられるブランケットを取りに行ってくれている。

　門からは離れているので、見張りも遠い。

　つまり、今、ジェシカは一人きりだ。

「君がジェシカ？」

　茶色の髪に茶色の瞳の青年が、こちらを静かに見つめていた。

　魔装騎士団の軽装備をしているところを見れば、第二師団の者だろう。

　話しかけられたこともそうだが、自分の名前を呼ばれたことにも驚いた。家族やアルバード以外に自分の名前を呼ぶ者は皆無だからだ。

「あ、あの。どちら様でしょうか？」

「俺はディレイトだ。魔装騎士団にいるけれど、魔法士ではないから安心してくれ。それにしても可哀想に。屋敷に閉じ込められて、一歩も外に出られないんだろう。俺なら君を外に連れ出してあげられるよ」

　魔装騎士団にいる者は全員魔法が使える剣士だと思い込んでいたジェシカは、ディレイトの言葉に面食らった。

「え？」

　だが、ジェシカの戸惑いを彼は別の意味で受け取ったようだった。

「師団長も酷いことをする。いくら力が欲しいからって、こんな可愛い子を無理やり妻にした挙げ句に軟禁してしまうだなんて」

「どうして、貴方が私のことを知っているんですか」

　グルジアに続いて、自分の特異体質を知っている二人目だ。

　こんなに秘密がばれていて大丈夫なのだろうか。

　ジェシカは二度目なこともあり、そんなに動揺もせずに静かに問いかける。

「俺は君のお兄さんと同期なんだよ。彼から君のことを頼まれたんだ」

「兄様から、ですか？」

「今までみたいに傍で守ってやれないから、第二師団所属で事務員の俺に頼んできたんだよ。なんせ俺は魔法士じゃないからね、君に近づいても問題ないと思われたようだ。君がこっちに来てからずっと様子を見てきたけど、扱いが酷すぎるよ。そう思うだろう？」

　扱いは酷くないけれど、確かにいつまでも籠の鳥のような生活で、隠されたお飾りの妻のような状態だ。

「領民も第二師団のやつらにも、君のことは病弱の役立たずで立派な領主に迷惑かける姫君だ、なんて馬鹿にされてる。悔しいとは思わないか？」

　やはり屋敷から一歩も外に出ないジェシカの評判は悪いようだ。

　わかっていたつもりだったが、こうして他人の口から聞くと落ち込む。

「だから、俺が君を連れ出してあげるよ。一緒に行こう。今度、迎えに来るよ。その時には出ていけるように準備しておいてくれ」

　言うだけ言うと、ディレイトは森の奥へと姿を消した。

　ずっと、ジェシカが一人きりになるまで森に潜んで待っていたのだろうか。事務員で非戦闘員の彼にそんなことが可能なのか判断がつかない。

　そもそも、雪深い森の中など寒くなかったのだろうか。

「奥様、お待たせしました。ブランケットをお持ちしましたわ。何かありましたか？」

　すぐに屋敷からミヤがやってきて、不思議そうに首を傾げた。

　ジェシカはなんでもないと、首を横に振るのだった。




　ディレイトに出会って五日後のことだ。

　昼過ぎに領主館にやってきたグルジアを出迎えたジェシカは、首を傾げた。

「私の護衛というのはアルバード様が頼んだものであって、本来のグルジア様のお仕事は領地内の騒動を抑えることなのでしょう。ならば、毎日こちらに来ていただくことはご負担なのではありませんか。ご迷惑にならない場所で私は大人しくしておりますから、通常のお仕事を優先してください」

　食後のお茶を食堂で楽しんでいたジェシカは、彼に申し訳なく思う。

　当たり前のように告げれば、グルジアがにやりと笑った。

「アンタは随分とお転婆だと聞いたが、大人しくしろって約束を簡単に受け入れてくれるなんて物わかりがいいのが怖いな」

「失礼なっ。子どもみたいに我が儘を言うつもりはありません。屋敷にこもっているだけですから、心配する必要もないでしょう？」

「それが片時も目を離すなって言われていてな。過保護な旦那を持つと苦労するなぁ」

　アルバードのことだから目を離すと、ジェシカが逃亡するとでも考えているのだろう。鋭すぎて、苦笑しかない。

　実際、屋敷の者たちだけなら、簡単に外に出ていけるとジェシカには思われた。グルジアが来るから、ディレイトも姿を現さないのだろう。

「私はグルジア様がそんな横暴な上司を持っていることに同情しますわ」

「違いない」

　しみじみ言えば、グルジアはため息をつきつつ、肩を竦めてみせた。

　そんな時に、にわかに廊下からドタドタと荒々しい足音が聞こえてきた。飛び込んできたのは二人の魔装騎士だった。

「副師団長、緊急事態です！」

「町中で変異種の魔物が現れたらしいんですっ」

　彼らの報告にグルジアが顔色を変えた。

「ちっ、なんだってこんな時に面倒ごとが……すまねぇ、ちょっと行ってくる」

「はい、お気をつけて」

　グルジアは瞬時に判断して、やってきた騎士たちと玄関ホールに向かった。

　見送りのためジェシカも玄関ホールまでついてきたが、開けた途端に彼が外を見て炎を放った。黒い塊が空を凄まじい速さで飛んでいるが、そのまま連弾すると、ぼんっと音を立てて燃えカスとなる。

　ジェシカには何かわからなかった。だが、動体視力のいいグルジアは魔物だと判断できたらしい。

「なんで領主館の結界内で魔鳥がいるんだ。おい、お前ら、つけられたのか!?」

「え、いえ、わかりませんっ」

「すみませんっ」

　凄まじい業火で飛び込んできた魔物を焼き払いながら、彼は忌々しそうに舌打ちした。燃え尽きた途端にすぐに炎も消える。

　グルジアの部下二人は心当たりがないようで、目を白黒させながら必死で叫んでいる。

「あれはそれほど大きくない魔鳥だが、大人三人ほどの大きさの個体もある。狂暴で群れる習性があるから、一羽でいるとも考えにくい。魔法士が大好物で、獲物を見つければすぐに仲間を呼ぶんだ。まいったな、アンタを一人にするわけにもいかなくなった。一緒に来てもらおう」

「え？」

「おい、何か被せるものはないか」

　ジェシカが返事をするまでもなく、グルジアは後ろに控えていたミヤに声をかけた。ミヤはすぐにフードのついた外套を持ってくる。

　それをジェシカに被せると、彼は乗ってきた魔動車の後方に押し込んだ。馬車の形をしているが、車輪を動かす力は魔力だ。魔装騎士団らしく無骨で装飾品のない実用的なものだが、運転席が前方にあるのは一般的なものと変わらない。そのまま領主館のふもとの町まで車を走らせる。

　結婚式を行うはずだった礼拝堂のあるところだ。

　その町の中にある第二師団の駐屯地に、ジェシカを連れてきた。

　フードを目深に被って、一見しただけでは男か女かわからないような風体になったジェシカは、刺さるほどの視線を感じた。

「副師団長、ようやく戻ってきたと思ったら女連れとか勘弁してくださいよ」

「そんな華奢な男がいるわけないもんな。わざとらしくフードなんか被せても隠せてませんからね」

「うるせぇ、俺は嫁一筋だって言ってんだろうが。こいつのことは気にするな、単なる預りもんだ。それより、すぐに情報を寄越せ」

　ずかずかと部屋に入りながら、真ん中の机に座る。その横にちょこんと並ぶジェシカに視線は集中したままだが、グルジアは鼻を鳴らして無駄な会話を終わらせた。

　周囲には十人ほどの男たちがいて、全員魔装騎士団の団服を着込んでいる。

　昔は魔装騎士団なら全員魔法士だと思っていたが、ディレイトのような例もあるため、見た目だけでは全くわからない。そのため、誰に注意を払えばいいかジェシカは困惑した。

　キョロキョロと周囲を見回せば、グルジアはフードの上から頭をポンポンと叩いた。

「悪いな、すぐ済ませる。今は俺の後ろで大人しくしていてくれ」

　耳元にささやかれ素直に頷くジェシカを見て、グルジアは安心したようだ。彼が正面に向き直り、男たちは町の地図を机の上に広げる。

　そのうちの一人が簡単に経緯を説明した。

　町に見慣れぬ魔獣が現れたと報告が入ったらしい。だが町には結界が張られているので、魔獣などの魔物が外から入り込めないようになっている。結界に綻びはなかったため、疑われたのは誰かが魔獣を持ち込んだのではないかということだった。もしくは先ほどの魔鳥のように、体長が小さければ出入りの者にくっついて入れる。

　もし作為的であった場合は、目的が不明だ。

　ジャイスコ辺境伯を恨んでいるのか、それとも他の理由があるのか、さっぱり見当がつかないようだった。

　目撃された魔獣は猪のような姿をした黒い剛毛に包まれた巨体だということで、やはり意図的なものであるとの見方が強い。普通の剣での攻撃は弱く、魔法が必要になる。必然的に魔装騎士に声がかけられたというわけだ。

「地図をご覧ください。出没箇所は、三か所ですね」

「ここは畑を荒らされたくらいでしたが、残りの二か所は住宅街で住人の何人かに怪我人が出ました」

「目撃されたのは変異種か？」

「現場に残された魔力残滓ざんしも調べましたから、間違いないですよ。普通の魔物以上に残滓が淀んでいました。それに爪も牙も異常なほど大きいとの情報もあります」

「全く、師団長が討伐でいなくなった途端にこれだよ。結界の綻びは本当になかったんだな？」

　グルジアが頭をかきながらぼやいた。

「はい。定期的に見回りに行ったやつらからも、そんな報告はありませんでした」

「やはり内部に侵入した誰かが魔物を数体放ったということか……？」

　グルジアが呻くように問えば、その場は沈黙した。それが答えのような気がして、こくりとジェシカは唾を飲み込む。

「取りあえず、目撃情報からは二体。となると魔鳥は別口か。偶然とも考えにくいが……今は保留だな。よし、これ以上被害が大きくなる前に捕まえるぞ！」

　グルジアの一喝に、その場の全員が「おう！」と力強く答えた。

　とにかく被害が広がらないうちに捕まえることが決まると、彼は残っている第二師団の魔装騎士たちを集めて作戦を立てた。

　中心となるのは今、最大の戦力たるグルジアだ。必然的に、その近くにジェシカもいる。

　追い込むために、町の中心にある広場の真ん中で彼は剣を石畳に突き立て、微動だにせず仁王立ちして正面を見据えている。その視線の先には大通りが伸び、町の入り口に繋がる。何が起きてもすぐに見渡せる場所だ。それをやや離れた右側面の盾に囲まれた隙間から眺めながら、ジェシカは知らず息を詰める。

「ええと、副師団長のお客様。あんまり心配しすぎても疲れるだけですよ？」

　盾を構えていた黒髪の男が、のんびりと声をかけてきたので、びくりと肩を震わせてしまう。

「でも、魔獣って凄く狂暴なんですよね？」

　思わず震えながら告げれば、相手は目を丸くした。

「狂暴ですけど、まぁ副師団長にかかれば赤子のようなもんですよ。恐ろしく強いから。しっかし意外に若いんですね、甘い花のような匂いもしますし。でもやっぱり女の人か。副師団長は嫁一筋とか言ってるくせにモテますからね。あれですよね、粗野な話し方のくせに優しい気遣いができるギャップにやられるとかですか？」

「え、あ、はい。彼にはいつも優しくしてもらっています」

　ジェシカは言葉の意味がわからないまま、とにかくグルジアを褒めてみた。

　というか香水の類はつけないので、彼の言う甘い匂いに見当もつかない。

　ふんふんと鼻を寄せながら、彼は興味津々に聞いてくる。

「ちなみにどういうご関係で？」

「ばっか、詮索すんなって副師団長が釘刺してただろうが。やめろよ」

「気になるだろ、こんな職場に女の子連れてくるような人じゃないからさぁ」

　黒髪の男の横にいた金茶色の髪の男が慌てて止める。

　二人とも盾を構えているので、口でしか止められないようだ。

「え、えと、いろいろとご迷惑をかけてしまっていて。グルジア様は放っておけなくて、こうして連れてきてくれたんです」

　特異体質のせいで、護衛が必要で。ついでに夫が逃げ出さないよう見張りまで頼んでいるだなんてとても説明できない。なんと言うべきか悩みつつ、口を開けばよくわからない内容になる。

　だが、黒髪の男は興奮したように唸った。

「くぅ、グルジア様だってさ、聞いたかよ。全くこの町の女ときたら、既婚者だろうがなんだろうが師団長や副師団長のほうがいいとか。俺たちだって頑張ってるんだぞ！」

　男が嘆けば、隣にいた金茶色の髪の男もはああっと深いため息をつく。

「お嬢さん、悪いことは言わない。副師団長はやめとけ。あの人ほんと、王都にいる嫁さん一筋だから。毎日決まった時間に奥さんに魔伝してるから。膨大に魔力があるやつって無駄な魔力の使い方すんだよな。ぶっ倒れる演習とか討伐の夜もあの人、魔伝のために魔力温存するくらいに嫁さん愛が深いからな。まだ師団長のほうが恋人になれる可能性があるぞ」

「え、師団長様ですか？」

　魔伝とは、対になっている貝の形をしており、魔力を通せば遠くの相手にも声を届けるようにできる魔道具のことだ。距離によって魔力の消費が変わるため、王都までともなると相当の消費になると思われる。

　それを演習の後で使うのだから、確かに愛がなければ辛い。

　だがグルジアの話よりも、最後の師団長の恋人になれる可能性のほうが気になった。

　それは、自分の夫のことだろうか。

「そうそう、ここの領主様だよ。ほら、この前奥さんができたじゃないか。それが酷い女でな。伯爵令嬢だからか、辺境嫌いだとかで屋敷にこもって出てこないんだよ。病気だって言ってるらしいけど、屋敷の中じゃあ普通に過ごしてるみたいだから怪しいんだが。そもそも結婚式自体を拒否して師団長と一悶着あったらしいしな。次の日の師団長の落ち込みようったら半端なかったもんな。その後も辺境伯に嫁いだくせに、魔の森への討伐の出立にも見送りに出てこないし、無事を祈る腕輪一つ送ってこない妻だ。夫を支えないどころか足手まといで迷惑だよな」

「この前第一師団から移動になった、エリシアさんの妹だろ。結婚式の前日にちらっと見た時は、なんか普通な感じの娘さんだったんだけど、姉の美貌を妬んで物凄く性格が悪いらしいんですよね。昔から病弱で甘やかされてきたから我が儘で高慢。絵に描いたようなお嬢様だって。だから師団長がいない間は副師団長を屋敷に呼びつけて好き勝手してるみたいで、師団の中でも評判の悪い女なんですよ。なんだって師団長がそんな女と結婚しなきゃならなかったのかは謎ですけど。だから狙うなら、絶対に師団長ですよ。簡単に一夜の恋人でも愛人でもなれるんじゃないかなぁ」

　情報が多すぎて、ジェシカは咄嗟とっさに反論できなかった。

　だが、その間にも男たちは滔々とうとうと悪口を並べ立てている。

　受け入れられているとは思っていなかったし、なんなら嫌われているだろうとも思っていた。

　だが、これほどの誤解があるとは知らなかった。

　何一つとして真実ではないのだが、自分の行動は他人から見ればそんな悪意に満ちて映るのかと驚いた。衝撃だったと言ってもいい。

　いや、それよりも、無事を祈る腕輪とはなんだろう。

「あの、腕輪っていうのは？」

「魔法士は、というか俺たち魔装騎士団は魔道具を装備するでしょう。その中でも腕輪っていうのは特別で、魔法を使うために必要な贄を腕輪の形で渡すんですよ。大体は髪とか、変わり種でいうと血とかを染み込ませた布ですけど。お守りみたいなものです」

　言いながら、彼は盾を構えている腕を示した。

　黒い腕輪は確かによく見ると髪の毛を編んだもののようだ。隣の男も腕に巻きつけている。

「俺のこれは家族からもらったものですけどね。魔法士なら恋人や家族から贈られるけど、師団長なんて新しいものなんにも身につけてなかったですからね。いつものペンダントと耳環ピアスだけだったからなぁ」

「新婚であれはないわ。師団長のところはよほど仲が悪いんだな」

　うんうんと頷き合う男たちに囲まれて、ジェシカはフードの下で真っ青になった。

「いや、でも師団長も難しいかもしれないな。出ていく前に、エリシアさんが腕輪渡してるのを見たってやつがいたな」

「エリシアさんなら、確かに納得だな。これで師団長が落ち着いてくれれば、俺たちのほうにも少しは女の子が回ってくるのになぁ」

「そうなんだよ。ってことで、お嬢さん、今夜あたり俺とどうですか？」

「ばっか、副師団長に殺されるぞ！」

　軽口を叩き合う男たちの話は少しも耳に入ってこない。

　姉が、アルバードに腕輪を渡していた。

　その事実だけが、ぐるぐると頭の中を回っていた。

　ジェシカはずっと家庭教師に勉強を教えてもらっていた。基本科目は学んだので一般の常識や礼儀作法、文字の読み書きや計算ならばできる。けれど、専門科目は学校に通わなければならないので何も知らない。もちろん、魔法士の常識など一つもわからない。兄が時折教えてくれるけれど、魔道具や腕輪の話は聞いたことがなかった。

　アルバードが言わなければ、ジェシカは何も知らないままだ。

　腕輪にそんな意味があるなんて。

　どうして、彼はいつも大事なことは何一つ教えてくれないのだろう。

　討伐に行くことも、討伐の朝に見送らなければならないことも、妻の務めも、魔道具のことも、姉から腕輪を貰ったことだって。

　それとも、知ろうとしなかった自分が悪いのだろうか。

「おい、来たぞ！」

「報告のとおり、二体のようだな」

　現場の空気が引き締まって、緊迫感が一気に増した。肌を刺すようなビリビリとした空気が伝わってくる。

　ジェシカからも大通りは一部見えた。そこから、真っ黒な巨体が一心不乱に駆けてくる。話のとおり猪に似た体躯を持ち、異様に突き出た二本の牙と額の真ん中に青く光る石が見えた。瞳は真っ赤で、どろりと濁っている。酷く興奮しているのか、口からは唾がダラダラと溢れ、零れ落ちた地面がじゅっと音を立てて焦げた。

「マジで額の玉が青か。なんで猪型が水属性なんだよ、変異種にしても変わりすぎだろ！」

「副師団長の得意な攻撃は火だもんなぁ、相性悪いぞ」

　男たちがぼやいた言葉の意味は、ジェシカにはもちろんわからない。

　固唾を呑んで成り行きを見守るだけだ。

　時折、後ろで青白い稲妻が走り、さらに魔獣のスピードが上がった。魔法攻撃で追い込んでいるのだろう。そのまま真っ直ぐに突っ込めば、グルジアの魔法で退治できると男たちが告げてきた。急に片方の男が頓狂な声を上げる。

「あれ、ヤバイぞ。なんでこっちに向かってくるんだ!?」

「わっバカ。早くシールド展開しろ。お嬢さんに怪我でもさせたら副師団長にどやされるぞ！」

「わかってるよっ」

　確かに、二体の魔獣は直角に近い形でグルジアを避けてこちらに向かってきていた。彼も驚愕に目を見開いているところを見ると、完全に予想外なのだろう。

　盾を構えていた男たちが、口早に呪文を唱えた。

　ぶおん、と空気が震動するような音が聞こえた瞬間、再び男たちが慌てる。

「えっ、なんだあ？」

「ちょ、デカイって！」

　空気が震えながら波のようになって魔獣に向かっていく。淡く輝く光の薄い膜のようなものが大きく広がって、突進してきた魔獣と衝突した。

「バッフっ、ギャァン！」

「ブルルっ……ガフっ」

　弾き飛ばされた魔獣は、何が起こったのかわからないといった態度で再度向かってくる。

「なんでまた、こっちに来るんだ！　俺たち食べても美味しくないぞ。ってか、ヤバイ。魔法の制御ができない！」

「こっちもだ。むしろ魔力は溢れるし、威力も倍以上だぞ。あれほどの魔獣を簡単に防げるわけないんだが、一体どうなってるんだ!?」

　慌てる男たちの後ろで、ジェシカは口に手を当てて息を呑んだ。

　昔、兄が初歩の炎を見せてくれた時も、上級魔法ほどの威力になったと焦っていた。あれから兄が推測した結果、自分の吐息には魔力が含まれていて、それが魔法を行使する際に必要となる贄と同じような働きになるらしいとわかった。

　ジェシカの特異体質がばれる可能性が高いため、魔法を使う場所には近づくなと言われていた。

　ああ、どうかばれませんように！

「お前ら、そのままシールド展開させてろぉっ！」

　グルジアが鋭く命じて、剣を構えた。

「嘘だろ、副師団長、このまま魔獣をぶった斬るつもりじゃねぇか!?」

「わああっ、やめてください！　俺たちの力じゃ、あんたの強力な魔法には耐えられねぇからっ」

　男たちの悲鳴に混じって、グルジアが両手で振り下ろした剣から凄まじい勢いで朱金に輝く紅蓮の炎が飛び出し、轟ごう音とともに必死で祈るジェシカの目の前に迫ったのだった。




『お前はエリシア嬢と討伐を楽しんでいればいいだろう』

『反省の色が見えない。グルジア……、ちゃんとわかっているんだろうな？』

『はいはい、わかってるって。今回は突発的なことで仕方なかったんだ。これからも精々うまくやるさ。お前たちはゆっくり戻ってくればいい』

『グルジア様、よろしくお願いしますね』

『こっちこそ、そのバカの世話を頼んだ。たぶん、この後は大変だと思うが……』

『ふふ、大丈夫ですよ。お任せください』

　夢と現の狭間で、目を覚ます前の微睡みの中で、嫌だなとジェシカは思った。

　グルジアの声と、傍にいないはずのアルバードと楽しげに応じる姉の声が聞こえた。

　姉は夢の中まで、アルバードと親密な仲を見せつけてくる。魔法士同士の暗黙の了解で仕事の話をしている。

　そのままエリシアが細い腕を彼の首に絡ませて、隙間なく抱き合って、アルバードがしっかりと姉を抱き留めて、そのまま二人の唇が重なる。

（私の時は、ヴェール越しにしかしてくれなかったのに！）

　悲鳴じみた批難の声が頭の中に響いた。

「いやあっ！」

「大丈夫か？」

　自分の声ではっと目を覚ました。

　ジェシカは寝台に寝かされていたようだ。見慣れない木目の天井と、グルジアの顔が飛び込んでくる。

　夢の名残か、心臓がバクバクと嫌な音を立て、額に浮かんだ汗が、つうと頬を伝う。

「今、ここに誰かいました？」

「いや、俺だけだが。なんか、怖い夢でも見たのか。随分とうなされていたぞ」

「そう、ですね……いえ、よく覚えていません。ここは、どこですか？」

　アルバードと姉が仲睦まじくしている夢を見たなんて、言いたくない。

　普段一緒にいるグルジアから少しでも肯定するような素振りを見せられたら、立ち直れる気がしない。

　体をゆっくり起こしながら周囲を見回せば、簡素な寝台が置かれたきりの小さな部屋にいた。

　窓なしの部屋なのでカーテンがないのはわかるが、床に敷くラグすらない。寒々しい部屋だ。

　剥き出しの板間は、きちんと掃除が行き届いているのか一応清潔にはされていたが。

「第二師団の師団長の仮眠室だな。あっちが執務室で、その隣が最初に作戦を立てた部屋になる」

「アルバード様の……」

「気分はどうだ。まさか倒れるとは思わなかったんだ。怖かったか？」

　グルジアが弱りきった顔で、頭をかく。

　ジェシカの最後の記憶は、視界いっぱいに広がる紅蓮の炎に包まれていた。

　そこからふっと意識は途切れている。

「炎を見て綺麗だな、と思いましたが。なぜ、倒れたのかわかりません」

「結構暢気な感想だな。つまり怖かったわけじゃないのか。生憎と医者に見せるわけにはいかないから、なんとも言えないが。俺の考えじゃあ、魔力の過干渉かもしれない」

「魔力の過干渉？」

「複数の魔法士が魔法を使う場所に行ったことはないんだろう？」

「はい、家族以外の魔法士には近づくなと言われていましたから。魔法を行使する場合、私は呼吸ですら魔力を提供してしまうそうです」

「息に魔力が含まれるってのは、本当にどれほど強力な力なんだ…………まあ魔力ってのは本来、個人特有のものだ。よく言われるのは気配かな。目には見えないが、相手を感じ取ることができる。魔力が強い者は気配も強い。アンタはきっと、いろんな気配を一度に感じすぎて、体が拒絶反応を起こしたんだろう」

　なるほどと納得しながら、倒れた後のことが気になった。

「そうですか。それで、魔獣はどうなったんですか？」

「ひとまず無事に魔獣退治は終わった。目撃されていた分は始末できたな。体調がいいなら館へ送っていくが？」

「あ、はい。もう大丈夫です。グルジア様が忙しいなら、一人で帰りますけど」

　魔獣を討伐できたといっても、片づけや後始末など、やらなければならないことはたくさんあるだろう。アルバードがいないのだから、現在のトップたる彼が一番忙しいに違いない。

　それに、自分を守っていた男たちも言っていたではないか。領主館に呼びつけて我が儘放題に振り回している、と。

　これ以上、グルジアに迷惑をかけるのは憚はばかられる。

「冗談じゃない。そんなことすれば、アイツに怒られるだけじゃ済まないからな。下手なこと考える前に大人しくしていてくれ」

　グルジアが真っ青になって、叫んだ。

　ジェシカは仕方なく、彼の申し出を受け入れるしかないのだった。




　魔獣を討伐した日からグルジアはやはり忙しくなったようで、領主館にやってくる時間もバラバラになった。

　何度か第二師団の駐屯地まで出向くと申し出ても、頑なに断られる。

　ならば護衛は必要ないと、別に領主館には危険はないから大丈夫だといくら告げたところで、彼は納得してくれない。

　日に日に疲労が濃くなる彼の顔を見ているのも辛い。

　自分を守るためなのだから、ますます心苦しくなってしまう。

　いつもの日課になっている庭の散歩に出て、ジェシカははあっとため息をついた。

　ミヤには、森にやってくる鳥が見たいから双眼鏡を持ってきてほしいと頼んでいるので、今は一人きりだ。

「貴方もいるから、グルジア様の護衛はいらないって言ってみたらどうかしら」

　庭の端っこで柵に向かって声をかければ、少し慌てた声が返ってきた。

「それはあんまりお薦めしないな。俺は魔法士じゃないから、何かあっても君を守れないし。それに、ここから君を連れ出す算段をつけているのに副師団長にばれたら計画は失敗するよ」

「それもそうね……」

　ディレイトが森の木々から様子を窺っているのを見つけたので、一人きりになるように仕向けてみた。案の定、彼は屋敷から見えないようにして姿を現した。護衛がグルジア以外にもう一人いると知れば、副師団長である彼の仕事も減ると考えたが、そううまくはいかないらしい。

　同じ護衛だが目的が異なるため、彼らは相対する関係になっているのか。

「なら、早く行きましょうよ。このままじゃあグルジア様が可哀想だわ。少しも休んでいる暇がないでしょう？」

　今も部屋の中から見守ってくれている。視線は感じるので、ジェシカは木々に止まっている鳥を探すふりをした。

「なんかさらっと無茶なことを言い出したね……まぁ、もう少ししたら準備ができるから。今日はそれを伝えに来たんだ。君の兄さんから手紙が来たら、指示に従ってほしい」

「わかったわ」

　ジェシカは意気込んで頷いた。

　ふっとディレイトが笑う気配が伝わった。

「師団長に囲われているから、逃げるわけではないの？」

「私がいると、いろんな人に迷惑がかかるから」

　昔から、家族はジェシカを守るために心を砕いてくれた。兄はずっとつき添ってくれたし、父は家から出ないように配慮してくれた。アルバードという最強の婚約者を姉から取り上げてまで、自分につけてくれた。

　姉は慕う人を妹に取られたことで自分を恨んでいる。

　夫は嫌いな相手を妻にして、あまつさえ逃げ出さないように部下を使って見張らせるほどだ。

　全て自分が『永久駆動魔力炉』という特異体質のせいだ。

　こんな体質、本当に嫌だ。

　呪いと言ってもいい。誰一人幸せにできなくて、周囲を不幸に陥れる。

　きっと自分なんていなくなったほうが、皆が丸く納まるに違いない。

「俺は君がいれば幸せだけどな」

「え、なぜ？」

「こんな可愛い子を守るって、わりと男冥利に尽きると思うけどな」

　甘いささやきは、いつもアルバードに言われ慣れている。

　だからかもしれない。

　ジェシカの琴線には全く触れなかった。




　グルジアとアルバードのつき合いは魔装騎士団に入ってからになる。卒業したばかりの彼が自分のいる第四師団に配属されてきたのだ。

　最初は女みたいなお綺麗な顔をした気障ったらしい彼が大嫌いだった。辺境伯の嫡男で将来を約束されているくせに、自身も優秀な魔法士だ。

　家柄も実力もあって女にもモテる。欠点らしい欠点がない。完璧すぎて気持ち悪い。いや、実に羨ましい。

　自分は男爵家でしかも貧乏だ。とにかく稼がなければ、最終的には爵位返上もあり得る。そうなると幼馴染みの婚約者と結婚すらできない。彼女は伯爵令嬢だから、今でも身分が微妙なのに男爵位がなくなればなおさらだ。

　だからあくせく働いているのに、アルバードは何もしなくても第二師団長になることが決まっている。出自は努力でどうこうできるものではない。生まれる家を選べるわけではないし、人生を入れ換えることもできない。この不公平さにイライラしていた。四つ年上の自分が彼の先輩として指導役についた時も、あまり会話はしなかった。当たり障りのない話と必要最低限の会話で済ませていた。

　だが、何かのきっかけで、幼馴染みの婚約者の話題になった。聞けばアルバードにも婚約者がいるらしい。貴族なんだから、政略結婚なんて珍しくもない。別に驚きはなかったが、彼の言葉に引っかかった。

「いや、それは幼馴染みって言わないだろ」

　グルジアは思わず唸った。

　魔装騎士団に配属されても午後の時間は訓練にあてられる。城の中にある訓練場の一角で、休憩中に何気なく話していた時だった。

　アルバードと彼の婚約者の出会いは十歳と十七歳。まだ、婚約して二年ほどしか経っていない。その婚約者が幼馴染みという存在に憧れているらしく、自分がその立場になれるかどうか、彼は真剣に思い悩んでいるという。

「彼女は箱入りだし、他に友人らしい友人がいないから、憧れがあるらしいんだ。できれば叶えてあげたい」

　馬鹿馬鹿しいことで悩んでいるな、というのがグルジアの最初の感想だった。自分にも幼馴染みの婚約者がいるが、それを聞いて、彼は心底羨ましくなったらしい。

　生い立ちは変えられない。

　幼馴染みだって時期を過ぎてしまえば作れない。

　もっと早く出会いたかったとか、自分がもっと年下になりたかったとか。彼の願いは、ない物ねだりだ。

　だが、一気に親近感がわいた。どうしようもないことで彼も悩むことがあるのだな、とおかしくなった。

「年相応に遊んでやればいい。幼馴染みが欲しいってことはつまり、そういうことだろう？」

　聞けば彼の婚約者は現在十二歳だ。その頃、自分の幼馴染みはやたら舞踏会に憧れていて、家で衣装を着ては踊っていた。その遊びにつき合わされた苦い経験がある。

「なるほど。さすが、実際に幼馴染みの婚約者を持つだけのことはあるな。早速、やってみよう」

「俺の妹に、ベタベタ触るなよ」

　いつの間にかひょっこり顔を出した白銀髪の少年が、敵意丸出しでアルバードを睨んでいる。格好はよくある貴族の子弟らしい上等な服を着ているが、すこぶる口が悪い。

「なんだ、見学者は観覧席からしか見られないぞ」

「俺は魔法士だから、より近くで見てけって言われてるんだよ」

　少年は悪びれもせず、胸に下げたペンダントを掲げた。魔方陣をかたどったペンダントトップは、確かに魔法士の学生であることを示している。

「それより、オッサンはコイツにいろいろ吹き込むなよ。調子に乗られたら厄介なんだからな」

「俺は別に調子に乗っているわけでは……」

「おい、俺がオッサン言われたことは無視か？　目上に対して随分と失礼なガキだな。魔装騎士団に入って俺の下についたらボコボコにしてやる。お前は誰だ？」

「俺はドルバ・フフリーアだ」

「婚約者の兄になる」

「え、あのフフリーア伯爵家の者か!?」

　家名は魔法士たちの間で有名だ。魔法士の夢、誰もが求める至宝の存在である『永久駆動魔力炉』という特異体質が生まれる血統。そして悲劇と惨劇の代名詞でもある。

　つまり、アルバードの婚約者もその血筋を継いでいるということだ。

「お前、そりゃあ……大変だなぁ」

　今年、第一師団に入ってきた女性もフフリーア家の者だと聞いている。

　おかげで、色めきだった騎士団で一悶着あったらしい。結局、彼女は自分の力で全ての男どもを叩き潰していたが。

　彼の婚約者の話を聞けば、子どもらしい我が儘を言う可愛らしい女の子だ。まさか魔法士たちから全力で狙われているなんて想像もしていないような。

「大変じゃないが、幸福の邪魔ではある」

「おいおい、大事な血統を邪魔呼ばわりってどういうことだ。どんな感覚をしてるんだよ？」

　真面目くさってアルバードが告げるが、グルジアは彼の発言に驚くだけだ。けれどいつものことなのか、ドルバが顔を顰めた。

「だから、変態だって言ってるだろ。こいつは真剣に十二歳の妹を狙ってるんだ。変態を調子づかせることはやめてくれ」

「俺は別に変態ではない、はずだ」

「言い淀むところが怪しいんだよ！」

「いつでもお義兄様と呼んであげるよ」

「姉より年上の義弟なんて、ぜってぇいらねぇ」

　ぎゃんぎゃんと吠え立てる少年は、ひたすら元気だ。アルバードが嫌な顔一つせずにつき合っているのは感心するが、会話が全く噛み合っていない気がした。

　軽い眩暈を覚える。

「お前らは仲が悪いのか？」

「いいわけないだろ！」

「もちろん、いいさ」

　もしかして目の前にいる同僚は案外、不器用なのかもしれないと思いつつ、同時に答える息ぴったりなところは気が合いそうだと思うに留めた。




　朱金の炎は魔獣を包み込んで、ふっと消え失せた。退治できた証拠だろう。

　退治は終了したが、盾を構えた男たちの向こうで、倒れ込んだ少女を見つめて真っ青になる。

「副師団長っ、俺らを殺す気ですかあっ」

「絶対、恨みますからね！」

　盾を構えていたギャンとモルブがそれぞれに騒ぎ立てるが、口が利けているのだから無事なのだろう。

　構わずに二人の横を通り過ぎて、ローブごと少女を抱きかかえる。

　ぶわっとむせ返るかのような華やかな甘い香りに、立ちくらみを覚えた。

「なんか、すっげえいい匂い」

「さっきまではここまでじゃなかったけどな」

「馬鹿なこと言ってないで、さっさと他のやつらと合流して被害を確認しろ。さあ、後片づけだ。あの魔獣どもが散々暴れたようだからな」

「ひえ、燃やされそうになってこき使われるだなんて、悪逆非道だ！」

「副師団長は鬼ですね」

　文句を言い続ける彼らを蹴り飛ばして、グルジアは唸った。

「つべこべ言わずにさっさと行けっ」

　自分の魔力を使った分彼女の香りは増すと、困り果てたように告げたアルバードの言葉を思い出した。

　特異体質持ちの彼女は、いつも熟れた果実のような甘い匂いがする。初めて庭で会った時も、あまりの匂いに近づけなかったほどだ。

　魔力量の少ない者はそもそも香りに気がつきにくいと言われている。多い者ほど強く香るらしい。そして、自分の魔力量が減れば、彼女の香りは強くなる。

　ギャンとモルブは師団の中でも魔力量は豊富だ。先ほど魔法も使っている。いい匂いだと騒いでいることが全ての証拠だ。さすがに香りに惑わされながら、他の男を牽制するのは難しい。

　アルバードはよくやっていると天を仰いだ。近づきすぎた今は、持て余した膨大な魔力を消費するために大規模討伐なんてものに出ているが、それも仕方ないことだと納得できる。

　グルジアですら彼女が欲しくて堪らない。妻がいるし、愛している。にもかかわらず、本能が彼女を手に入れろと欲している。

　体全体が魔力を求めて、叫んでいるのがわかる。

　魔法士の夢、魔法士の毒。至高の宝である『永久駆動魔力炉』の特異体質。

　惨劇を産み出した悲劇の代名詞。

　まさか、これほどとは思わなかった。

「俺は先に戻っているからな、後で報告してくれ」

　上司兼友人に盛大に怒られる未来を想像して、身震いする。

　いや、もしかしたら半殺しの憂き目に遭うかもしれない。

　あれほど、彼が注意して隠し続けてきた少女をあっさりと獲物の中に放り込んでしまったのだから。

　魔獣たちですら、彼女をめがけて飛びかかったほどだ。

　魔力を体内に秘めている者なら、等しく手に入れたくなる存在。

「ああ、やっちまったなぁ……」

　こんこんと眠る少女を腕に抱えたまま、薫る香りには意識を向けないように全力を注ぎながら、暗澹あんたんたる未来を憂うのだった。








第四章　夫の帰還と疑惑の蜜月






　アルバードから領主館に戻ると報せが来たと同時に、兄からの手紙が届いた。

　ディレイトから聞いていたので、驚くこともなく受け取る。フフリーア伯爵家の紋章の透かしの入った便箋には、兄の文字でジェシカの現状を聞いたこと、そして魔動車を迎えにやる日時が書かれていた。兄の性格の滲む文字の羅列は、ところどころ震えていた。

　怒りが伝わって、ジェシカは戸惑う。

　ディレイトはなんと言って兄を焚きつけたのだろう。

　だが、兄が手伝ってくれるならアルバードのもとから逃げ出すのは簡単なように思えた。

　記された日付を頭に入れて、手紙を燃え盛る暖炉に放り込む。そういう指示になっていたためだ。

　そうして、その日の夜にアルバードが屋敷に戻ってきた。

　階下が騒がしくなったので、すぐにジェシカは気がつく。夕食を終えて、自室の寝台の上で本を読んでいると階下がざわざわとした。

　ここはジェシカが結婚式の前日に割り当てられた部屋だ。一通りの家具が揃っているため、アルバードがいない間は、こちらの部屋で生活をしていた。ベッドは夫婦の寝室よりは狭いけれど、一人で使うには十分広い。あちらのベッドが広すぎるのだろう。

　一か月ぶり。

　そう思うだけで、子宮がずくりと疼いた。

　この浅ましい体は、アルバードを欲している。結婚してから一週間、毎晩朝まで抱かれ続けて馴らされた体は禁断症状のように彼を求めている。顔も見ない、後ろから貫かれるだけの行為でも、あの熱と猛った剛直を待ちわびているのだ。

　見ないふりをしていても、期待で蜜を零す愚かな女になり下がった。

　すっかり体は彼に溺れているなんて。

　本を閉じて、慌てて布団を被る。灯りはサイドテーブルに置いた燭台だけだ。夜も遅かったので、部屋の灯りはつけていない。

　おかしい、と何度自分に言い聞かせても、彼を想うだけでたまらない気持ちになった。

　ただ一方的に求められているだけだったら、こうはならなかった。力づくで奪われるだけなら、抵抗しただろう。でも彼は有無を言わさずに自分に触れるけれど行為自体は優しい。どれほどジェシカが嫌がっても、甘くささやいて体を快楽で蕩けさせてから抱く。その手腕は巧みだ。馴らされ、彼が思うまま従順に従う体に調教されてしまった。

　一か月放置されて、彼の気配を感じるだけで体が濡れるくらいには。

　心は置き去りだ。いや、すでに彼に囚われている。初恋は悲しい結末で終わったと思っていたけれど、ひっそりと息づいてアルバードとの結婚生活でしっかりと育ってしまったのか、だからこんなに情事に溺れているのだ。

　あれほど戒めて、姉や彼の幸せのためにも自分はいなくなったほうがいいと言い聞かせていたはずだったのに。

　布団の中で、ジェシカは震えた。

　ごめんなさいと何度もつぶやく。

　全てを引っかき回しているのは自分だ。自分の特異体質のせいだろう。自分さえいなければ、姉もアルバードも本来の幸せを得ることができていたに違いない。

　いや、それでも一か月の討伐の間には、彼らは蜜月のように過ごすことができたのだろうか。

　腕輪も渡したそうだし、邪魔者のジェシカもいない。

　いつか見た悪夢のように、口づけを交わして体を寄せ合っているかもしれない。

　そうして甘い時を過ごして、嫌々ながら戻ってきたのだろうか。

　だんだんと恐ろしくなって、ジェシカはぎゅっと上掛けを握り締めた。

　そうして震えているうちに、ノックとともに扉が開く音がした。

「ジェシカ、入るよ。寝ているのか？」

　アルバードが部屋に入ってきたと気がついて、びくりと震えてしまった。布団の中で不自然な動きをしていることに、寝ていないことがわかったのだろう。

　近づいてくる気配がする。

「一か月ぶりだよ、ただいまの挨拶もさせてくれないの？」

　悲しげな声音に、思わず上掛けを跳ね上げた。

　だが、彼の顔を見つめた瞬間に、背筋がぞっとした。

　一か月ぶりに見たアルバードは変わらずに精悍せいかんだ。

　艶やかな金色の髪も、灯りに煌めく青色の瞳も、そして貴公子然とした微笑も。

　疲れていて当然だろうに、優雅さも威厳も少しも損なわれていない。彼は真に領主なのだろう。

　だが、その煌めく瞳の奥に燻る熱に、ジェシカは先ほどと別の意味で震えた。

　まるで湖の薄氷の上に立っているかのような、危うい感覚に襲われる。

「……アルバード様、お帰りなさい」

「ジェシカっ……ああ、ただいま。相変わらず、穏やかな冬の朝のような美しさだね。俺がいない間は、いい子にしていた？」

「いい子って、そんな子どもではありません」

　成人はしているのだ。いつまでも子どものように扱われるのは心外だ。

　思わず口を尖らせると、アルバードは剣呑けんのんな光を瞳に宿したまま微笑んだ。

「討伐に行く前に、悩みがあると言ったのを覚えている？」

「え、はい」

　そういえば、彼が討伐に行くと告げた夜、抱かれる前にそんな話をしていたように思う。だが、何かを決めたと言っていたのではなかったか。

「結局、より悩みが深まっただけだったよ」

「え？」

「俺は領主館から出ないように家令にもミヤにも命じていたんだ。もちろんグルジアにもね。なのに、君は外へ出ただろう？　しかも魔法士ばかりのいる第二師団の詰め所に。そのうえ、町に出て魔獣の前にも姿を晒しただって？」

　アルバードの薄い唇が弧を描くのを見たのが、最後。

　くるりと視界が反転して、ジェシカはいつものように呆然とシーツを見つめていた。

「悪い子にはお仕置きが必要だろ」

　感情のこもらない、冷めた声がぽつりと落ちた。

「一週間、君の体に言い聞かせていたはずだったけれど。どうやら足りなかったようだね」

　背中越しに静かな声が落ちてくる。言いながら、彼は怯えるジェシカの背中を夜着の上からそっと撫でた。優しげにさえ聞こえる声は怒りに満ちている。

　彼を怒らせた。

　だが、そこまで怒られるようなことをした覚えはない。

　外に出たのは、グルジアが護衛と魔獣退治の両立ができないと困っていて仕方なくだ。別に魔法士たちに襲われたわけでも、自分の特異体質が周囲にばれたわけでもない。

　倒れたけれど、誰にも迷惑をかけていないはずなのだが。

「だって、グルジア様が困っていたから」

「ふうん、この状況でアイツの名を呼ぶの」

　ジェシカの体を撫でる手は下に下がって、あっさりとスカートの中に入り込む。

　ドロワーズの上から太ももを撫でて、そのまま股の間に差し込まれた。秘部に彼の手を感じて、腰がびくりと跳ねる。じわりと染み出すのは、すっかり馴染みになった蜜だ。この体はすっかり期待していた。

　彼が触れるだけでジェシカが感じて濡れてしまうことを、アルバードも知っている。だから、当然のように指を動かす。躊躇いなどどこにもない。彼が教え込んで、躾けた体だ。

「グルジアにも可愛く笑いかけたんだって？　アイツが魔法士だって知っているだろうに。俺とは違って男らしい顔だからね。ああいう顔が好きなのかな。彼にだったら抱かれてもいいと思うの？」

「ちがっ、ひあっ。や、アルバード様、やめ……てっ」

　ジェシカの懇願に、アルバードがすっと手を離した。

　ほっと息をついて体を弛緩させた途端、ドロワーズのリボンをほどいて、引きちぎるように奪う。そのまま前を寛げ、ジェシカの細い腰を掴んで猛った切っ先を蜜で濡れそぼった秘所に押し当て、一気に貫いた。

「いやああああっ」

　前戯もろくになく、満足にほぐされていないその場所は、だがしっかりと彼自身を迎え入れた。それも歓喜に震えるほどに、痛みは一瞬しかない。

　灼熱の塊は容赦なく奥まで突き刺さっているのに、ジェシカが感じるのはどこまでも悦びだ。すぐさま慣れ親しんだ楔くさびを、涎を零さんばかりに蜜を溢れさせ受け入れる準備を終えている。

「は、ああ…………っん」

　ほんの少しの抽挿で、一瞬強張っていた襞肉は柔らかく蠢いて、彼の形に寄り添うようにそっと包み込む。

「一か月ぶりでもここは変わらないね。こんなに悦んで、いやらしい体だ。一人で持て余したの。慰めたりしたのかな。まさかグルジアには見せたりしてはいないよね？」

「し、てな……あ、はぁんっ」

「残念だね、グルジアには最愛の妻がいるんだ。幼馴染みなんだよ、とても仲がよくてさ。君が入り込む隙はないかなぁ」

　彼はアルバードの命令を受けて、忙しい中護衛をし優しくしてくれただけだ。感謝はするが、特別な恋情はない。

　なのに、弁解することも難しい。

　粘着質な水音が部屋中に響いて、耳を犯す。彼の律動にただ、ジェシカは振り回された。

　彼が怒っているのは明らかだ。

　理由はわからないけれど、行為がいつも以上に激しい。

　名目上の妻が部下に懸想したと腹を立てているのだろうか。全くの誤解だが、それなら彼はどうなのだ。

　姉から腕輪を貰っている。それを自分は責めてはいけないのか。

　必死で手を振り回せば、アルバードの腕に当たった。

　今は腕輪をしていない。シャツの感触が伝わるだけだ。姉から渡された腕輪は討伐の時だけしか身に着けないのだろうか。それとも、贄として使ってしまったのか。

「だって、アルバード様だって、腕輪っんん」

「腕輪？　誰に聞いたんだい？」

　それまでの動きを一切やめて、強張った声が問いただすようにジェシカを責める。

「だって、お姉、様からって」

「エリシア嬢から……うん、そうか。聞いたんだったら、わかるだろ」

　わかるって何を？

　二人が想い合っているということだろうか。腕輪を受け取ったことが、彼の愛の行方だと言われているのだろうか。

　では、今のこの状況はなんだろう。

　愛じゃないなら、憂さ晴らしだとでも？

　それとも姉の身代わりか。

「あ、んん、んっうん……だめ、ダメ……ン」

「嘘つきだな、可愛い。ほら、どこがダメなの。君の体は少しもダメだなんて言っていないけれど」

「ダメ、だめなのぉっ」

　嬌声が漏れるのを止められず、太い部分で感じるところを擦られるたびに、爪先まで甘い痺れが広がる。

　愚かな自分の体が信じられない。彼の怒りに晒されているのに、すっかり懐柔されている。

　だって彼の憤怒は、姉との一か月の蜜月を終えた失望からきているかもしれないのに。

　もしくは、ひたすらに隠した妻が人の目に触れたことを怒っているのか。自分に相応しくない女が、勝手に領主の妻として振る舞ったことが気に障ったか。

　いずれにしてもアルバードの何もかもが信じられなくて、苦しい。甘い責め苦に耐えられないほどに。

　彼から、浅ましい自分自身から、何もかもから逃げ出したい。

「愛しくて淫らな体を慰めてあげよう。ほら、こうすると、また場所が変わってさらによくなるだろ」

　言いながらアルバードが腰を回す。

　擦られる部分が変わって、新たな刺激が加わる。ひたすらに感じて、脳がどうにかなりそうだ。

　感情が揺さぶられてか、生理的にか、ジェシカは涙を零した。

「ううっ……はっアん、ゆ、るして……もう……」

「俺を感じて、たくさんイけば許してあげるよ。ほら、もっと感じてごらん」

「や、許して……ごめん、なさい」

　淫らな自分も、彼を好きなことも、姉の恋路を邪魔したことも、彼の幸せを壊したことも、何もかも、全て自分が悪いのだ。

　わかっている。だから、もう解放してほしい。この腕から逃れたい。

「許して……」

　絶頂の波がそこまで来ていた。だが、ジェシカは首を振って必死に耐えた。

　お仕置きで悦楽にまみれた浅ましい姿を晒したくはなかった。だが、アルバードが決して許さない。

「我慢することはないよ、ほら素直になって」

　ジェシカの謝罪を聞き流して、取り合わない。

　腰を突き出し、ジェシカの感じる場所を執拗に攻め立てる。そして快感に馴らされた体はあっさりと堕ちた。

「はあああん……っ」

　頭をのけ反らせて、甘い悲鳴を上げながら絶頂に達した。




　朝、目覚めるとすでにアルバードの姿はなかった。部屋にやってきたミヤに彼の所在を聞けば、夜明け前に出ていったきり戻っていないとのことだった。

　一か月討伐に出て、自分の家に帰ってきて、怒りに任せて妻を抱き潰した次の日の朝にいなくなるとは、どういう心境だろう。

　仕置きが終わったから満足したということだろうか。だとしたら、彼はどこに行ったのだろう。

　本来ならば、少しは休みがあると聞いている。姉も兄も遠征に行った後は長期の休みを貰っていた。それとも師団長にもなると、おいそれと休めないのか。

　もしかして、早々に姉のところへ行ったのかもしれないと思いついて、アルバードに無体を働かれた体が痛む。

　軋む体を労わりつつ、ゆっくりと起き上がる。惨めさに思わず泣きそうになった。

「いつもの喉に効く薬湯をご用意しましたが、もっと別のものも必要ですわね」

　ミヤの瞳が怒りに燃えている。

　彼女の気遣いが身に染みるほど嬉しい。

「アルバード様は、いろいろと気に入らないみたいなの……」

「そりゃあ事情はお察しいたししますが、物事には限度というものがあるでしょう？」

　ミヤにも事情がわかるくらい、自分はアルバードに嫌われているということだろうか。

　つまり、そろそろ出ていくべきだと言われたのだと、ジェシカは考えた。

　アルバードはそれから三日経っても戻ってこなかった。

　そうこうしているうちに、兄の指定した日を迎えた。

「兄様が心配して、魔動車を用意してくれたの。ひとまず家に帰っておいでと手紙が来たのよ。一目、元気な顔を見せてくれるだけでいいからって」

「ドルバ様からですか……確かに、ここ最近の旦那様の仕打ちでは致し方ないのかもしれませんね。ですが、旦那様に一度、確認してもよろしいですか？」

「アルバード様に言っても叱られるだけでしょう。ね、少しだけ。家族の顔を見たら帰るわ。絶対に明日には戻るから、いいでしょう？」

　ミヤにお願いすれば、彼女は渋々頷いてくれた。

　一か月、美貌の姉と一緒に討伐に出ていて、家に帰ってきて妻のあまりの不細工さに驚いたとか、放置されていたのに、まだ屋敷に居座っていたと呆れられたのかもしれない。

　いや、アルバードはジェシカの特異体質を手元に置きたくて結婚したのだから、逃げ出してほしいわけがない。つまり、姉とのあまりの違いを改めて実感したのか。

　アルバードが家に戻ってこない理由をいろいろと考えることに疲れてしまった。

「ミヤ、我が儘を言ってごめんなさい」

「ジェシカ様の我が儘なんて可愛いものですよ」

　呆れたように答えたミヤは、お出かけの準備をしましょうとジェシカを促した。

　兄が指定した日は、どんよりした曇り空だが、雪は降っていない。猛吹雪では、魔動車を走らせることは難しいので、まずまずの天気といったところだろうか。

　時間どおりに魔動車が領主館の玄関の前に停まった。

　優雅な曲線を描いた白い箱型の車には車輪が四つ。正面にはフフリーア伯爵家の紋章がしっかりと入っている。

　魔装騎士団で使っているものと同じで前方は運転席で、後ろが座席だ。

　運転手は屋敷に仕えてくれている者で、ジェシカも見知った顔だった。

　ほっとしつつ、ミヤと乗り込む。

　雪の上を滑るように車輪が回り、ゆっくりと進み出す。

　心配そうに見送る家令やメイドたちが小さくなるのを眺めて、ジェシカは隣に座るミヤを窺った。

「皆は変わっていないかしら」

「二か月も経っていませんからね。そんなに変わりませんよ。ねぇ、グラミーさん」

　運転手の男はグラミーで非魔法士だ。

　ミヤとも顔見知りで、屋敷にいた時の張りつめたものではなく和やかな雰囲気になっている。魔動車は魔道具に魔力をためているので、魔法士でなくとも運転できる。操作方法さえわかれば、ジェシカでも運転できるほどだ。

「そうですね。皆さま、ジェシカ様が帰ってこられることを心待ちにされておられましたよ。今夜はプロッコのシチューを作るって、料理長も張りきっていたほどです」

　ジェシカの好物のシチューの名前が出て、「やったあ」と小さく声を上げる。

　ミヤがよかったというように、微笑んだ。

　窓の外を見やれば、ジャイスコ辺境伯領の森を抜けたところだった。そこから長い街道に沿って、王都へと向かう。

　結婚式の前日にも通った道であるものの、今はとても心が躍っている。緊張していたあの日とはかなり違う。

　時折、他の魔動車とすれ違うが、街道は空いている。

「あんまり他の車とはすれ違わないわね」

「今にも雪が降り出しそうですからね、移動される方は少ないのではないでしょうか。立往生だけは困りますからね」

「迎えに来た時もこんなものでしたよ」

　そもそも、魔動車は金持ちの道楽のようなものだ。街道を行き交う数が少ないのは当然である。

「しばらく進むと、大きな湖が見えてきますよ。晴れていれば、大きな氷がきらきらと光って美しいんですがね」

　グラミーが前方を示した時、横から雪の塊が雪崩を起こしたように襲いかかってきた。

「きゃあああっ」

「ジェシカ様っ」

　手を伸ばしたミヤが飛びついてきて、しっかりとジェシカの頭を自分の腕の中に抱えてくれた。魔動車が激しく揺れて、覆い被さるような雪に流され、そのまま停止した。グラミーはハンドルで頭を打ったのか、呻き声の一つもなく、頭をハンドルに押しつけて倒れている。

　ジェシカ側の窓は雪に埋もれているが、反対側の出入口の扉は開くようだ。だが、傾いた魔動車は何かに乗り上げて動く気配がない。

「なんてこと……ジェシカ様、お怪我はありませんか？」

「ミヤが庇ってくれたから、大丈夫よ。貴女は平気かしら」

「はい。外に出て、人を呼んできます。これでは動けませんからね。ジェシカ様はここにいてください」

「わかったわ、気をつけてね」




　森を抜けた街道は平野に続く。

　どこに雪崩が起きる要素があったのか少しもわからないが、ほとんど外出しないジェシカがウロウロするよりも、ミヤのほうがまだ慣れているだろう。

　大人しくすると誓いながら、外へと出ていくミヤを見送った。

　だが、すぐにバンっと激しい風が巻き起こって、ミヤが小さな悲鳴を上げた。

「きゃあっ」

「ミヤっ!?」

　慌てて外へと飛び出し、少し離れた雪原にミヤがうつ伏せで倒れているのが見えた。

　駆け寄ろうとした途端、後ろから何者かに腕をぱしりと掴まれる。

「誰っ、え、ディレイト？　助けにきてくれたのっ」

「うん、この状況で随分と能天気だなぁ」

　見知った顔に安堵すると、ディレイトは茶色の瞳を細めて微笑んだ。明るいところで見れば彼の顔立ちは優しい。柔和と言ってもいいほどなのに、なぜかジェシカには禍々まがまがしく思えた。

　彼の肩には黒い鳥の形をしたものが乗っている。視線は合わないのに、見張られているような気持ちになった。

　以前に、グルジアが燃やした魔鳥と同じ気配を感じる。

「ディレイト……貴方……」

「ジェシカ様、離れてくださいっ」

　光が迸ほとばしったかと思えば、ディレイトの右側を駆け抜けていく。

　ミヤから放たれた閃光だと気づいたが、なぜ彼女がそんなことをできるのかはわからない。

「アルバードの犬が、小賢しいっ」

　ディレイトが吐き捨てて、小さく何かを唱えると、また多量の雪が舞ってミヤの上にどかりと落ちた。

「ミヤっ、今……」

　助けに行こうと駆け出すが、腕をぐんと引っ張られた。慌てて振り返れば、あはははっと哄笑こうしょうが静かな雪原に響き渡った。

　ぎょっとして思わず口をつむぐ。ディレイトが心底楽しげに笑っていたのだ。

「ああ、凄いな。これが『永久駆動魔力炉』か。この多幸感、この興奮。尽きることのない魔力と威力の向上！　素晴らしいな。こんな腕輪なんて目じゃない、実物は想像以上だ」

「離してっ、ミヤを助けないと」

　彼の腕には銀色の腕輪がいくつもつけられ、しゃらりと耳障りな音を立てた。彼は魔法士ではないと言っていたが、嘘だったのだろう。

　だが、今はそれよりもミヤを助けるのが先だ。必死で腕を振りほどこうとすると、冷めた視線を向けられた。

「うるさいな、あの犬は自力でどうにかするよ。全く、侍女なんて柄じゃないくせに、随分としおらしく見せるんだから。それでも、今の俺には敵わないだろうけどね。グズグズしているとあっという間に復活しそうだ。もちろん、一緒に来てくれるよね」

「何を言って……？」

「一緒に逃げてくれる約束だろう？　と言っても、こいつで追跡できるから俺から逃げても追いかけられるし、無理やりでも連れていくんだけど」

　肩に乗った魔鳥の頭を撫でて、ディレイトが気だるげに告げた。

「いやっ、行きません！」

　この状況で、ミヤやグラミーを放ってどこかへ行けるはずもない。

　だが、腕をよじって必死で離れようとするも、ディレイトの力は強くてびくともしない。

「ははっ、必死で可愛いね。でもまあ、喚かれながら連れていくのは面倒だ。しばらくは大人しくしていて」

　ディレイトが笑った瞬間、体に電撃のような痺れが走った。

　ふっと意識が遠のいていく。

　……ああ、アルバード様。ごめんなさい。

「───ジェシカ様っ」

　闇に閉ざされる前に、ミヤの絶叫を聞く。

　それでも、ジェシカの脳裏に浮かんだのは、金色の髪に青い瞳の貴公子然とした男だ。

　彼への謝罪だけだった。





間章　愛情と欲情の狭間






「お前が、ジェシカを蔑ないがしろにするからだろっ」

　がつっと頬を殴られて、アルバードはたたらを踏んだ。口の中も切ったのか、鉄の味が広がる。ぐっと奥歯を噛み締めて、正面にいるドルバを睨みつけた。

　ドルバの激情を込めた拳はたった一撃といえども重いものだ。彼の怒りは十分にわかるので、アルバードはもちろん避けることなく受け入れた。

　誰かに罰してもらいたい気持ちもどこかにあったからかもしれない。

「やめろ、ドルバ。申し訳ない、アルバード様。だが、我々の気持ちも考えていただきたい。結婚式すら満足に挙げられなかった娘が、夫に顧みられずに放置されていると聞けばさすがに連れ戻したくもなります。傍で見ていたエリシアがしきりに心配して、連絡を何度もくれたほどですからね」

　エリシアが第二師団に派遣されたことを警戒していたが、やはりアルバードの所業を報告させるためかと察した。それと同時に、彼女は誰からも愛されているのだと愛しさが胸に滲む。

　息子を静かに制して、アルバードに視線を向けてくる壮年の男は、どこか最愛の妻に似ている。

　白銀色の髪に、赤紫色の瞳。愛しい妻の色は、彼譲りだということは一目瞭然だ。

　フフリーア伯爵家当主、ゼアス・フフリーア。ジェシカの父親であり、アルバードには義父に当たる。

　風貌はどちらかといえば優しげだ。だが、フフリーア家の歴史が、彼を厳めしくもさせた。ドルバも彼に似ていて、容貌だけでなく表情の作り方もそっくりだ。

　自身の血筋を知って、妹を守ることだけを誓った義兄の決意を思わせた。

　そんな父や兄と違い優しい顔立ちのまま育ったのは、ジェシカが何も知らないからだ。自身の特異体質が魔法士に求められることは知っていても、その中にある黒くて暗い欲望は全く知らされていない。

　両親や兄からの愛情を一心に受け、真綿でくるむように屋敷の中で、閉じられた優しくて穏やかな世界で育てられた。

　それは、特異体質持ちでも義父や義兄が彼女をどこまでも平穏しかない世界を与えることを希望したから。

　そんな籠の中の鳥みたいな生活から連れ出したのは自分だ。

　同じように囲うはずが、一体どこで間違ったのか。

「その件に関しては本当に申し訳ありません。ですが、今は争っている場合ではない。彼女を早く見つけなければ」

「そんなこと、お前に言われなくてもわかってる。くそっ、どこに行方をくらましたんだ」

　ドルバが自身の頭をぐしゃりと掴んで、呻いた。

　沈黙が部屋に落ちる。

　王都にあるフフリーア伯爵家の居間は、緊迫した空気に包まれていた。

　ジェシカが男に連れ去られたとアルバードのもとに連絡が来たのは、正午前のことだった。

　報せてきたのはミヤだ。妻の傍につき従っている彼女からは、定期的に持たせた魔伝から報告が入る。

　彼女はアルバードの家についてくれる魔法士で、魔装騎士団にも所属していたことがある。数年前に辞めて、ジェシカの侍女としてフフリーア伯爵家に雇ってもらった。

　魔法士ではあるが、力はそれほど強くはない。ジェシカの特異体質に惑わされるかと心配したが、ほとんど影響を受けなかったらしい。それでも彼女は新しい主人を溺愛した。なんなら、本来の主であるアルバードを変態呼ばわりするまでに、ジェシカに心酔した。

　幼くて可愛らしいお嬢様を変態の魔の手から守るとドルバのようなことを言い出した時には頭を抱えたものだが、楽しそうなジェシカの様子を見ていると、引き離すこともできない。

　結果として、ミヤに罵られる日々が始まったわけだが。

　そんな、いつもの罵倒を聞くつもりで、魔伝を繋ぎ告げられた言葉に愕然とした。

　領主館にいるはずの妻がなぜ外にいるのか。そして、なぜそのタイミングでジェシカが攫われるのか。

　疑問は次々と浮かんだが、とにもかくにも師団長室を飛び出した。

　そのままグルジアに全ての業務を押しつけて、王都にあるフフリーア伯爵家へとやってきたのだ。途中ミヤを拾って、付近を巡回していた警備団にグラミーを預け、動かなくなった魔動車の対処とともに彼らに任せてきた。

　そうしてやっと通された伯爵家の居間でドルバに殴られたが、怒りに満ちているのはこちらである。

　なぜ、ジェシカを呼び出したのか。

　そう思う一方で、彼に怒られる理由も心当たりがあった。エリシアは第二師団に配属されて、自分の近くにいたのだ。妹の様子もよくわかっていたのだろう。

　夫となった男からどのような仕打ちを受けていたのか、彼女が家族に報告しても不思議はない。

　妻の特異体質には振り回されないと、ジェシカと婚約した日に誓ったにもかかわらず、自分の所業のなんと情けないことか。挙げ句には彼女から逃げ出して、家にも戻らない始末だ。

　ミヤからも何度も嫌味の定期報告が届いた。

　他人から指摘されなくても、アルバードにだってわかっている。

　だだ、思っていた以上に彼女の体質は凄まじい。

　魔法士の毒と呼ばれるだけのことはある。毒というよりも麻薬だ。

　彼女の香りを嗅ぐだけで、我を忘れ溺れてどこまでも求めてしまう。根底にあるのは愛だけれど、止められなくなるのは彼女の体質のせいだ。

　結婚式の日も、嫌われていても襲うつもりなんてなかった。彼女は優しいから、いつか自分に絆されてくれるに違いない。そう考えて、ゆっくりと関係を進めていくはずだった。

　けれど、自身の女顔が生理的に受けつけないなんて、恋焦がれている愛しい婚約者に結婚式の当日に告げられたのだ。顔のせいで彼女に婚姻を拒否された衝撃を受け、怒りと悲しみとで感情が揺れている時に、魔法を使えばどうなるかなんて火を見るより明らかで。

　彼女の香りを嗅げば、それだけで意識が吹っ飛ぶ。

　欲望はあっさりと彼女に囚われ、果てがなくなり、どこまでも逃がさないという感情ばかりが先行する。

　愛があれば乗り越えられると思っていたけれど、愛は欲望と切り離せない。結果的に彼女を傷つけて、泣かせてしまった。

　それでも自分は止められないのだ。

　ジェシカを大事にできず、性的欲求に振り回される。誰よりも大切にしたいと誓ったはずなのに、こうまで自分の意思は脆かったのかと後悔してももう遅い。散々最愛の妻に欲望をぶつけて、最終的には逃げ出してしまったのだから。

　彼女と体を繋げれば、増す魔力に暴走する。それはもう熱と言ってもいい。体の内を焼き尽くす業火のようだ。結局、一週間の熱を一か月の魔獣討伐で発散させなければならないほどにため込んでしまった。師団長の業務ごときでは魔力は高まる一方で、日に日に抱えきれなくなる。結局、悩みに悩んだ末に彼女から離れることを決意して、魔狼の討伐に乗り出した。

　だが、一か月討伐を続けて、森を半壊して魔狼をほとんど殲滅せんめつさせても、自身の魔力は僅かにしか減っていない。さすがの部下たちも異常だと驚くくらいだ。異変に気づいた者が、ジェシカの体質にまで考えを及ぼすかもしれない。それに、どれほど森にこもろうと、熱は引くことがない。

　その事実に驚いて慌てて領主館に戻ったが、一か月離れた飢餓が、容易く彼女を襲う。

　アルバードのことは嫌っているくせに、生理的に無理だとまで言ったくせに、グルジアには笑顔を向けて、他の魔法士の前にも出る。

　アルバードは激しい嫉妬の感情と彼女の香りに、また我を忘れてしまう。

　次の日目覚めれば、ほとんど意識を失ったように横たわっている妻を見て、逃げるように職場に向かった。それ以来、一度もジェシカに会っていない。

　討伐前も悩んでいたが、結局解決せずに深まるばかりだ。

　愛しているのに、彼女の体質に振り回される。意識なんてすっかりどこかへ飛んで、彼女しか欲しくない。

　これが何から来るのか、純粋な愛情だけではないことはわかるが理解したくはなかった。

　取りあえず、自分は最低の男だということだけは、はっきりしている。

　こうなっては、彼女の香りについてジェシカに説明しておかなかったことが悔やまれた。

　特異体質に惑わされたわけではないと、彼女を愛している気持ちは本物だと伝えればよかった。初めにジェシカを欲した気持ちと、彼女の体質が相乗効果になっているだけだ。だが、実際にはこうして振り回されて、自身の制御が効かなくて彼女に変な誤解を与えないように黙っていたのだが。

　魔法士がどれほどジェシカを欲するのか、きちんと彼女に理解させておけばよかった。

「連れ去った男はディレイト・クロネ。第四騎士団所属の魔法士です。実力はドルバ様に匹敵するほどかと。ジェシカ様のご様子では以前から知り合いだったようですが、一体どこでお知り合いになられたのか。それに彼は随分と前からジャイスコ辺境伯領をうろついていたようです」

　後悔していると、ミヤが淡々と説明した。

　直情径行の彼女が平静を装っている時は、怒りに打ち震えているのだと長い年月でわかっている。

「知ってるよ、アイツ、いつもアルバードや俺に突っかかってきてた。男爵家の次男だって話だったが、態度はやけに尊大で高位魔法士であることを誇りにしているようなやつだ。ああ、くそ、アイツが上級魔法を散々使ってジェシカを連れて逃亡しているなんて……っ」

　アルバードは最高峰の魔法士と言われている。

　その自分が魔法を使った後にジェシカに近づけば、意識が囚われるくらいに彼女に溺れたのだ。

　ドルバに匹敵する高位魔法士なら、彼女をどれほど求めるのか想像するのは簡単だ。

　そして、ジェシカの現状を思って、絶望した。




　アルバードは、ジャイスコ辺境伯の嫡男として生まれた。

　金髪碧眼で造作も整い、魔力は豊富で最高峰の魔法士としても認められている。

　順風満帆な恵まれた人生だと誰もが羨む。異性には取り囲まれ、同性からはひがみや嫉妬を買う状況など息苦しいだけだ。

　それは成長して魔法士の学校に入っても変わらなかったし、魔装騎士団に入っても同じだったから、昔はそんなものかと思っていた。

　親は選べない。生まれついてしまった自分には責任がある。そのための力があるのなら、行使するのは当然だ。義務があるなら、責任を負う。当然の話だと受け入れていた。嫉妬なんて関係ない、誹謗中傷も賞賛も等しく無意味だ。

　そこに感情はなく、どこまでも凪いでいて諦観ていかんしている。

　周囲はいろいろと言うけれど、自分には関係ないことだった。関心がなかったともいえる。

　だが、あの日──自分の狭い世界が一変した日から、全てが変わった。

　ただ一人、世界で一番愛しい彼女に出会えたから。

　魔法士の学校は王都にある屋敷から通っていたのだが、普段は領地にいる父が珍しく王都に顔を出したと思ったら、婚約話を持ってきた。

　今までそういった話は断っていたようで、自分に持ってきたことはなかったのだが、卒業間近になり、息子の将来を考え始めたのかと訝しんだ。今さら、だ。

　だが、どうやら先方から打診されたと知る。

　これまでもそういった話があったのは承知していたので、自分のところにわざわざ相談に来たことが不思議だったが、家名を聞いて納得した。

　フフリーア伯爵家。

　歴代高位の魔法士を輩出している由緒ある名家だ。

　そして、悲劇と惨劇を繰り返してきた『永久駆動魔力炉』の特異体質持ちが生まれる呪われた家系でもある。

　いや、魔法士たちにとって『永久駆動魔力炉』は夢だ。何物にも代えがたい宝であり、転じて毒ともなる。

　数十年前に起こった魔法士たちの惨劇のおかげで、王命により魔法士たる地位を持つ者は一切の無理強いを禁じられている相手でもある。

　だが、その家が自分に婚約を打診してきたのだ。

　辺境伯であり第二師団長でもある父は、向こうからは前向きな検討をと言われたと、戸惑いつつ話し出した。

　詳しく聞けば、二つ下の下級生の伯爵家長女との婚姻話だった。

　噂の特異体質ではないが、魔法士としての実力は申し分なく、辺境伯の妻としても十分にアルバードを支えられる資質があると父は語った。だがその裏では、子どもができれば夢のような体質を受け継ぐかもしれないという打算はあったのだろう。

　会うだけでも会ってみないかと誘われて、次の休日に父と伯爵家へ顔見せに行くことになった。

　だが父は仕事で所用を終えてから向かうと告げ、アルバードは一人で伯爵家へ向かった。

　時間は早かったようで、しばらくは居間でお待ちくださいと慇懃いんぎんに執事に案内された。

　そうして、なんとなく雪に埋もれた庭を眺めていると、白い塊がもこもこ動いているのを視界の端に捉えた。

　気のせいかと訝しみつつ目を凝らせば、確かに雪のようなキラキラした頭がこそこそと動いている。

　子どもだろうか。

　小さな二人組は、白銀色の髪色の真っ白なコートを着込んでいた。それが保護色になって、周囲に溶け込んでいる。

　何をしているのかと気になって、外へと通じる扉に手をかけた。

　だが、次の瞬間には駆け出して自身の髪を使って防御魔法を唱えていた。

　魔力が集まって、真っ赤な炎がぼうっと浮かぶ。そのまま腕を伸ばして、真っ白な塊をしっかりと後ろから抱き留めれば、甘い匂いが、強烈に思考を揺さぶった。

　少年の驚愕した声と少女の悲鳴を聞いて、アルバードは激しい焦燥に駆られる。

「何をしているんだっ！」

　炎が空に向かって真上に飛んでいく様を見つめながら、意識は自分の腕の中に閉じ込めた温かいぬくもりに奪われていた。その小さな塊が縋るように自分の腕に触れた瞬間に、雷に打たれたような衝撃が伝わる。

　目の前では、白銀色の髪と赤紫色の瞳をした少年が、ぽかんと突然現れた自分を見つめていた。先ほどの炎の魔法は彼が発動したものだろう。燃え盛る炎の威力を実感して、肌が粟立った。

　腕の中にいる子どもが傷ついたらと考えるだけで、震えそうだった。

「全くとんだ火遊びだ。子どもが遊びで魔法は使うなと教わらなかったのか？」

　言い聞かせるように告げれば、腕の中の子どもが顔を上げた。

　白銀色の髪に赤紫色の瞳をしている。目の前の少年と同じ色彩だ。だが、その艶やかな髪は新雪を思わせる輝きを秘めていて、赤紫色の瞳は少年よりもずっと深く神秘的だ。低い小さな鼻は可愛らしくて、真っ赤になった頬は熟れたリンゴのようで思わずかじりつきたくなる。ぽかんと開いた桜色の唇に、自分のものを重ねたらきっと甘く蕩けそうだ。

　そんな欲を今まで一度も感じたことがなかったアルバードは、自分の思考に狼狽ろうばいした。

　彼女は随分と年下に見える。そんな子ども相手に、一体何を思い描いたんだ？

「あなた、誰？」

「……俺は、アルバードだ」

　愛らしい声に、思わずうっとりしそうになる頭を叱咤しながら、呻くように名を告げる。すぐに少女は小さな愛らしい口でジェシカだと名乗るが、アルバードはそれどころではなかった。なんだこれ、なんだこれ、なんだこれは……っ。

　目の前に冬の妖精のような可憐な少女がいる。

　甘い香りはどこまでもかぐわしくて、脳髄を蕩けさせる。

　頭が全く働かない。

　だが、散りそうになる思考をかき集めて、必死で働かせた。

　庭先で何をしていたのかと問えば、少年を兄と呼び魔法を見せてくれたとはしゃぎながら説明してくれた。あっさりと白状した妹に慌てた少年が頭を抱えたが、言われた内容に先ほどの真っ赤な炎が思い起こされて震えた。思わず彼をきつく睨みつつ、強く叱りつけてしまう。

　彼女が怪我をしたら、どうするつもりだ。

　ふつふつとした怒りは、激情ともいえる。

　アルバードは自分の感情に戸惑った。

　だが、少年も弱りきったように初級魔法だと弁解した。

　思わず問い返したアルバードに、今度は口を押さえて真っ青になった少年がいる。

　彼の言葉に、アルバードの頭の中にひらめくものがあったが、一瞬にして霧散むさんした。腕の中で、鈴を転がすように楽しげにジェシカが笑ったのだ。

　無邪気で屈託がなく、どこにも衒てらいがない。

　少女がくすくすと笑えば、困った顔をしていた少年も口を尖らせつつ表情を和らげる。不思議と穏やかな気持ちになった。胸がほわんと温かくなって、つられてアルバードも微笑を浮かべてしまう。

　自分の周囲に群がる少女たちとは全く種類が異なる。

　なんて可愛らしいんだと、そればかりが頭を占めた。だが、少年がやや警戒したように訪問客かと確認してきたのでアルバードは頷く。途端に、少年のほうがよほど絶望的な表情をしたまま、空を仰いだ。それまで楽しそうだったジェシカも真っ青になった。

「魔法士、なの？」

　魔法士かと彼女に確認されて、アルバードはそうだと再び頷いた。

　生まれついて、自分が魔法士以外だったことなどない。幼い頃から強大な魔力量を制御することを学ばされ、責任を果たせと散々言われて育ってきた。

　学校でも成果を見せて、卒業した後だって求められる優秀な辺境伯嫡男、次期魔装騎士団の師団長だ。

　だが、腕の中で突然、震え始めた彼女を見つめて、ああ、と息を吐いた。

　少年が初級魔法と言った炎の威力が尋常ではなかったこと。

　彼女が甘く香ること。

　どこまでもアルバードの本能に訴えかけるように惹きつけられること。

　そして、ジェシカが魔法士を恐れること。

　導き出される結果は一つだ。

　彼女が、『永久駆動魔力炉』の特異体質持ちなのだろう。

「確かに俺は魔法士だね。なるほど、状況は理解したよ。悪いようにはしないから安心していい」

　少しも安心できないだろうが、ジェシカの頭を労わるように優しく撫でると、彼女の震えは止まった。

　自分を律し続けてきたアルバードには、誘惑に耐えることは容易い。

　だが、彼女の頭を撫でる時に、その繊細な髪に触れる時には理性を総動員した。

　ここでジェシカに怯えられたら、お終いだとわかったからだ。

　そんな自分の心情を察してかはわからないが、少年はまだ疑うような視線を向けている。

　兄と呼ぶのだから、彼女が魔法士の夢と呼ばれる存在の血縁者ならば、フフリーア伯爵家の者ということだ。

　彼は、アルバードの一挙手一投足を見逃さないとするかのように、静かに対峙している。

　選ぶ言葉を間違えれば殺されそうだ。

　そんな殺気を含んだ視線を向けられて、自身の妹がどういう存在かを真に理解しているのだと知った。

　しっかりと見極めるように、彼はゆっくりと口を開いた。姉の婚約者になるからか、と尋ねられる。

　そこでようやく、アルバードは今日の目的を思い出した。確かに婚約を打診された少女の名前はエリシア・フフリーアだと聞いた。自分よりも二つ下だ。どう考えても腕の中に抱えている少女ではない。そもそも名前が違う。

　わかっているのに、信じられない気持ちになった。

　すっかり気持ちは目の前の少女を守る気でいた。決して手放さず、自分の懐で優しく守っていく未来を普通に当たり前のように思い描いていた。

　だから、今は襲いかからないように、優しくするように必死で努めているというのに。

「そう、婚約だ」

　ジェシカを抱き締めていた腕にぎゅっと力を込めた。

　今日は婚約をしに来たのだ。つまり、フフリーア伯爵は、自分になら娘をやってもいいと考えたのだ。何を基準にしたのかはわからないが、望まれているのだから、貰ってもいいはずだ。

　相手が上でも下でも、娘には違いないだろう？

「ところで、いい加減に妹を放していただけませんか？　子どもといえども、未婚の異性に容易く触れるのはいかがなものかと」

「ああ、すまない」

　ぱっと腕をほどくと、ジェシカが縋るような視線を向けてきた。

　愛しさが胸に広がり、甘さに陶酔する。

　微笑んで彼女の頬に手を当てた。温かなぬくもりは、どこまでも愛しさだけを伝えてくる。

　異常だ。

　頭がおかしくなったと言われても、自分は受け入れながら頷くだろう。

　ジェシカに惑わされているのなら本望だと。

　少女が特異体質だから強烈に惹かれるのか。きっかけはそうだとしても、腕の中で可愛らしく微笑む顔だって十分に愛しい。

　自分に向けられたら、きっと天にも昇る気持ちになるはずだ。

「ごめんね。突然のできごとに驚いてしまって、そのままになっていた。君もすっかり冷たくなってる。ほら、このままじゃあ風邪をひいてしまうよ」

　可愛い、愛しい。愛したい──。

　彼女を傍に置いて、隅々まで堪能したい。

　欲望は果てしなく、深く、強烈だ。

　これが自分の感情なのか、今までの薄っぺらな淡々とした日々のことはもう思い出せそうになかった。

　自分が強力な魔法士だからか、それとも彼女が特異体質だからか。

　迷いは一瞬で、すぐに熱のような欲望に支配された。

　どちらにしても、彼女は自分のものだと本能が訴えていて、それを愛だと確信した。

　自分の血筋も家柄も生まれついたものはどうにもできないし、彼女の体質だって同様だ。

　あるがままの、あるがままに存在し、出会い、惹かれたのだから、それはもう運命でいいのではないのか。

「とにかく、父上に報告させてください。ジェシカ、お前は部屋に戻れ。俺はこの方を案内するから」

　猜疑心に満ちた目を向けつつ、少年は妹を自室へ戻るように促す。

　館に消えていく小さな背中を見送って、アルバードはやれやれと息を吐いた。

「俺は騙されないぞ、変態。可愛い妹をお前に渡すことはしないからな。父さんもすぐにお前を叩き出すだろうさ」

　妹がいた時に見せていた態度とは打って変わって、少年は憎しみを瞳に宿らせ吐き捨てた。どうやら、彼女を手に入れるためには、この兄を懐柔するところから始めなければならないらしい。

　父が到着して、居間にはフフリーア伯爵がやってきた。向かい合わせに座って、エリシアとの婚約の話を進めようとしたフフリーア伯爵を、アルバードは遮った。

　先ほどジェシカに会ったことを彼は聞いていないのだろうか。

　それとも、なかったことにして身内として取り込むつもりか。

「無礼をして申し訳ありませんが、この話はジェシカ嬢との婚約としていただきたいのです」

「アルバード……？」

　何も知らない父は、困惑して自分を咎めるように名前を呼んでくるが、聞き入れられるわけもない。

　きっとここで説得できなければ、ジェシカには二度と会えない気がした。

「下の娘はまだ十歳です。上の娘ですら婚約も整っていないのに、下の娘の話はできませんな」

「ですが、事情を知ってしまったなら、むしろ彼女の相手は私が最適でしょう？」

「ほう？」

「ある程度の地位もあって、実力もある。彼女を守るならば、なんでもしますよ」

「さてさて。息子からは聞きましたが、ご自分の様子が普通だと思われますか？　貴方のお父上だって驚かれているほどですよ。正気とは思えない」

「至って正気ですが。恋に落ちたらなりふりかまっていられないんですよ」

「上の娘からは随分と落ち着いた方だと聞いていましたが、なんとも困りましたね」

　全く困っていない様子で、父に赤紫色の視線を向ける。

「ご子息は冷静ではないようにお見受けいたしますが」

「はい、そうですね。ですが、まあここまで熱くなるだけの理由があるということでしょう。で、あるならば、私は息子を応援しようと思いますよ」

　親バカと言われようともね、と父があっさりと答えた。思わず苦笑する。

　父は息子の態度から、ジェシカという娘の可能性を察したに違いない。

　もともと特異体質持ちとの関わりを欲していた父だ。繋がりを簡単に切らせるような愚かなことをするわけもない。それをさも息子のためだという言い方がおかしかったが、実際には神妙な顔を作る。

「正直、貴方との婚約を望んだのは上の娘です。なので、下の娘に変えてほしいと言われても私も頷くことは難しい。ですが、大前提として、ご子息の覚悟を問いたい。もし、覚悟がないようでしたら、初めのお話のとおり、上の娘と婚約していただきたい」

「覚悟、ですか？」

　問いかけると、静かに伯爵は頷いた。

　引き受けなければ、少しも考慮の余地はないということだろう。

　アルバードはとにかく頷いた。

　そうして、彼が案内したのは地下である。酒などの備蓄品が置いてある貯蔵庫の奥の隠し部屋だ。

　秘密めいた部屋は、手元の灯りで照らしただけでも小さいとわかる。

　四方を石の壁に囲まれている。正面には祭壇があり、若い女の肖像画がかけられていた。優しげな微笑を浮かべた二十代ほどの女性だ。白銀色の髪に、赤紫色の瞳は伯爵よりもずっと赤みが強く深い色合いをしている。

　ジェシカとそっくりだ。

　そして周囲には装飾品が飾られている。特に目につくのは腕輪だ。

　何百という数の腕輪が、丁寧に飾られていた。色は銀色から黒、素材もさまざまで、一見なんの種類が使われているのかわからない。

　だが、そのおびただしい数の腕輪を見て、本能が叫んだ。

「祖母のアンリエーゼです。ジェシカには曾祖母に当たる。そうして、『永久駆動魔力炉』の特異体質を持っていた。ここにある物は全て、彼女の血肉でできた遺品です」

　ざっと血の気が引いた。

　気分が悪くて眩暈がする。それなのに、自分の中の魔法士としての血がざわめいた。

　目の前の宝を手に入れろと、声高に叫んでいる。

「祖母はかどわかされ、散々犯され、死ねば血肉や骨、髪、爪に至るまでバラバラに解体されました。腕輪や装身具になってもまだ、魔法士たちは奪い合いました。祖父は怒り狂って、関わった魔法士たちを殺戮しました。それが『悲劇と惨劇のフフリーア伯爵家』と呼ばれる由縁です。王の耳に入り、王命によって特異体質を持つ娘に関する一切の無理強いは禁止され保護されることになりました。我が家は守られましたが、こうした祖母の遺品はいくつか流出しています。未だに泥棒が現れるくらいですからね」

　過去の惨劇は特異体質を持つ夫人が攫われて、それを取り返しに向かった伯爵家当主が奮闘したとしか伝えられていない。詳細は決して語られていなかった。なぜ悲劇と惨劇と呼ばれ続けているのかは隠されていたのだ。確かに、そんな血塗られた魔法士たちの狂気を晒すことは難しいだろう。

　魔法士たちは国の根幹にいて、魔装騎士団として随所で働いている。そんな彼らが狂うようなことは大問題だ。だからこそ秘されたに違いない。

　淡々と語る口調は、そこに感情を挟めば押し止めることが難しいと物語っている。あえて冷静に振る舞って激情を抑えているかのようだ。

「ジェシカはその血を引いています。私は祖母のためにも、彼女を守ると決めました。誰にも彼女の幸せを壊されないように。普通の娘のような幸せが得られるように」

　一旦、言葉を切って、伯爵は真っ直ぐにアルバードを見つめる。

「貴方に、それだけの覚悟はありますか？」

　覚悟を決めろと言われて頷けるほど、大人ではない。だが、彼女を諦めることはできない。

　伯爵に正直に胸の内を明かせば、その執着が特異体質の影響を受けていないとは思えないと、苦渋の表情で告げられた。

　彼女が特異体質だから、自分が魔法士であるから、彼女への気持ちが疑われているのだ。

　確かに十歳の少女に抱く感情ではないかもしれない。

　それでも、彼女の瞳を覗き込んだ時の感動と、屈託のない笑顔に惹かれたのは確かだ。

　きっかけは彼女の甘い香りだけれど、だからこそ時間をかけて自分を見極めてほしいとお願いした。

　伯爵は渋々認めてくれた。

　そうして、アルバードはジェシカの婚約者になったのだ。




　彼女は本当に大切に隠されて育てられた。

　魔法士と関わることもなく、世間知らずだ。天真爛漫で、少しずれている。でもそんなところも堪らなく可愛い。

　会って話をするたびに、彼女に惹かれていく自分がいる。

　可愛くて、愛しくて。ずっと愛でていたい。

　彼女の声を聞いて、彼女が楽しげに笑う様を横で眺めていたい。

　これは彼女が特異体質だからではなく、ジェシカだからだと胸を張って言えた。だが、それを伯爵も、彼女の兄も信じてくれない。もどかしくて歯痒かった。

　確かに最初は、彼女の香りに誘惑されたが、手に入れたいと望んだのも間違いはない。

　けれど、一緒に馬を見に行ったり、庭を散策したり。お茶の時間にアルバードが差し入れたお菓子を、目を輝かせて美味しそうに食べてくれる。

　小さな花をプレゼントするだけで、彼女は本当に嬉しそうに笑う。

　この寒い国では、花は特別な時にしか贈らない。とても高価だからだ。だからこそ、プレゼントする時は豪華な花束を贈るのが普通だ。

　魔装騎士団で働き出したばかりで、まだまだ新人の自分の給料などたかが知れている。

　その初めての給料で、花をプレゼントした。

　一輪だけの小さな花だ。それでも赤紫色の彼女の瞳に似た色合いで、可憐なものだった。普通の令嬢なら馬鹿にするだろう、一輪だけのそれを、彼女は本当に嬉しそうに受け取ってくれた。

　屈託ない、愛らしい笑顔を向けられアルバードは喜びを噛み締める。

　そんな小さな日々の積み重ねが、アルバードの激情を恋情へと変えてくれた。

　今ではすっかり、ジェシカだから惚れたのだと断言できる。

　だというのに、誰にも信じてもらえないのだからいじけたくもなる。

　そんなある日、約束の時間よりも早くに伯爵家に着けば、彼女の仕度がまだ終えていないと居間で待たされた。そこへ、沈痛な面持ちでドルバがやってきたのだ。

　彼は先日、初めてあの地下の部屋へと伯爵に連れられたと震えながら話した。十五歳は昔の成人だ。今では意味合いが変わったが、代替わりもできる。

　その節目に、あの秘密の部屋を嫡男に明かしたのだろう。伯爵の意図はわかるが、それでも彼には十分に重荷だったようだ。

　曾祖母の経緯は聞いていても、実際に遺品の腕輪を見るのとでは衝撃は大違いだろう。

　真っ青になったドルバが、探るような視線をアルバードに向ける。

「どうしてうちの家に特異体質が生まれる。なんでそれがジェシカなんだ。妹があんな目に遭うなんて、想像しただけで気持ちが悪くて吐きそうだ。それなのに、自分の中の魔法士の血が、魔力があの腕輪を欲するんだ。血縁者はそれほど惑わされないと言われているのに、これだよ。頭がおかしくなったのかと思う。俺は、ただ妹を守りたいだけなのに。お前は他人だろう。しかも俺よりも高位の魔法士だ。最高峰と謳われているほどの力もある。きっと俺なんかよりずっと影響を受けてる。特異体質に引きずられた感情じゃないなんて、わからないだろう？」

「確かに、魔力の量に対して彼女は甘く香るようだ。本能で惹きつけられているのもわかるよ。それでも、そういう意味では俺はジェシカが嫌いだ。憎んでいると言ってもいい。愛してるのは彼女だから」

「なんでわかるんだ…………惹かれるのは本能なんだろ、そんなの一緒だろう？　嫌いだなんて、憎んでいるなんて嘘に決まってる」

「魔法士として惑わされる。自分の信念も愛情もずっと試されてる。呪いのようなものだ。これが憎まずにいられると思うのか。自分自身も彼女の体質も嫌悪するよ。努力してきたことも、積み上げてきたことも、全てを否定されているようなものだ。でも、彼女の本質は違うだろう。君たちが大切に守ってきた、天真爛漫で無垢な天使のように可憐な女の子だろう」

「…………はっ、呆れる。ここにきても変態発言かよ……っ」

　悪態はついているが、ドルバは泣き出しそうに顔を歪めた。けれどどこか安堵が見えて、安心する。

「俺が彼女の特異体質に惑わされておかしくなっているのかどうか、見ていてくれとしか言えない。だいたい、君たち親子はいつまで経っても全く俺を信用してくれない。俺がどれだけ彼女を愛していると言っても、苦笑するか激怒するかのどちらかだ」

「そりゃあ、七つも年下の十二歳の子どもに真剣に愛をささやいてる変態なんて、家族に近づけたいわけないだろう。常識で考えろよ」

「そもそもそれが偏見だ。純粋に愛しているさ。彼女がこの世のものとは思えないほど可愛いのが悪いんだ。どうしてあんなどこもかしこも甘そうなんだろう。いつもお菓子を食べてる気分になるんだ」

「俺に向かって、甘い言葉を吐くな変態。妹だから可愛いのであって、アイツの容姿はせいぜい真ん中より少し可愛いくらいだ。それを天上の美しさみたいに言うから、お前の評価は頭がおかしいってなるんだよ」

　段々いつもの調子が戻ってきたようで何よりだ。

　アルバードは饒舌じょうぜつに語る義兄になる予定の男を見つめて、うっそりと笑みを浮かべた。

　ドルバに饒舌に語った数日後には、演習場で肩を落とすことになった。

「最近、ジェシカに避けられている気がする」

　アルバードは思わず目の前にいるドルバに、ここ最近の悩みを打ち明けた。

　可愛らしい婚約者の憂い顔に、そんな落ち着いた顔もいいなとこっそり考えていることはもちろん秘密だが。

「あれだよ、アイツも大人になって婚約者が変態だって気がついたんだろう」

「いや、ちょっと待て。普通に訓練の休憩中に紛れ込んでる、部外者を追い出さなくていいのか？」

　ドルバがしたり顔で頷いた横で、グルジアが呆れたように止めに入る。

「休憩中だから構わないだろう？」

「俺は今日もちゃんと見学の許可は貰ってるからな！」

　アルバードが答えれば、ドルバは胸を張っている。問題がないことがわかったグルジアはなんとも言えない表情でつぶやいた。

「相変わらず、仲がいいな……」

「俺はジェシカと仲よくなりたい……」

　ポツリと本音を零せば、重症だな、とグルジアが頭を抱えた。

「あれだろ、お前の考えすぎとか、思い過ごしだろ」

「いやぁ、実際のところ、この前寝込んでからちょっと様子がおかしいんだよな」

　なんとかフォローしようとしたグルジアに対して、彼女の兄は無慈悲だ。

「やっぱり、そうか。ジェシカが何か言っていた？」

「ほらアイツもお年頃だからさ。とうとう気づいちゃったと思うんだよ」

「ああ、異性が少し気恥ずかしくなるとか？　距離感が掴めなくなって物怖じされるやつだろ」

　さすが幼馴染みを婚約者に持つだけあって、グルジアの意見には希望が持てる。

　だが、ドルバは力強く首を横に振った。

「アルバードがそこいらの女よりも美人だってことだよ。っていうか、妹よりも断然綺麗だもんな。横に並ぶのが、嫌になったんじゃないか？」

「へえ？」

　地を這うような、低い低い声が出た。

　ドルバは全く気づかず、自信満々に持論を展開している。グルジアは知らないぞと小さくつぶやいて、そっとその場を離れた。

「身長あるけど、細いもんな。まぁ、しっかり筋肉はついてるけどさ。なんといってもやっぱり、顔だよ顔。アイツも昔からあんな綺麗な人見たことないってはしゃいでたけどさ。年頃になって定期的に顔合わせて、段々と自分のほうが劣ってるって恥ずかしくなったんじゃないか？　やっぱ横に並ぶと嫌でも比べられるもんな。容姿で女のほうが劣ってるって、結構恥ずかしいって思うようになったんだよ」

　母譲りのアルバードの顔は確かに女顔だ。美人だともよく言われる。幼い頃は性別を間違えられていた。だが長じるにつれ、男らしくなってきたと自負している。

　確かにやっかみで綺麗な顔を詰められることもあるし、貶められることも多い。

　だがそんな輩には、力ずくで対処してきた。

　グルジアはそれを知っているから、そっと離れたのだろう。

「俺としては、このまま嫌って離れてくれればありがたいところだが。まぁ、美人だからって婚約者に嫌われるなんて、アルバードも多少は不憫で──って、ぎゃああああっ」

　演習場を半焼させるほどの業火が出現し、悲痛な叫び声が演習場に響き渡るのだった。




　エリシアは、伯爵家の長女としては比較的甘やかされて育てられたと思う。

　姉弟きょうだいの中で年上だから我慢しなさいと言われたことはないし、両親からの愛情も感じている。

　伯爵家の嫡男は弟だから、全ての重責は彼にかかっている。両親の期待も大きい。それでも二つ下の弟はよくやっているといつも感心していた。

　あんな愚かで傲慢な妹を大事に守れと両親に頼まれて、大切に慈しめるのだから凄い。

　エリシアにとって、妹は目障りな存在でしかない。

　両親からの愛情を受けて、特異体質だからとデロデロに甘やかされて。屋敷の中で囲われているせいで、伯爵という高位貴族の令嬢にしては無知だ。世間知らずで天真爛漫といえば可愛く聞こえるが、要は我が儘でやりたい放題。

　エリシアのほうが圧倒的に美しいのに、平凡な容姿の妹が家では優遇される。

　信じられない。一体、何をしたらそんなことになるのか。

　悲劇の象徴らしいが、たかだか特異体質だ。確かに甘い香りはするけれど、そんなに大切に慈しまなくても勝手に生きていけるはずだ。それなのに、一人では生きられないような顔をして、両親にも弟にも甘えている。

　そんなの、相手を騙すための擬態にしか思えなかった。

　妹を決定的に憎むようになったのは、エリシアが父に頼んだ婚約話がきっかけだ。

　魔法士の専門学校の二つ上の先輩であるアルバード・ジャイスコに憧れて、父に頼んでみたのだ。

　家格は伯爵位だが、特殊な家系で相手が魔法士であれば婚姻は望みのままに叶う。むしろ家名だけで、結婚できるほど人気がある。それが例え特異体質という夢物語のようなものであっても、可能性だけで重宝されるのだ。

　だから、自分の婚約は、エリシアが望めば叶うと信じていた。

　まさか突然、妹に横取りされるとは思わなかったが。

　美貌の少年は学校でも人気が高い。でも彼の周囲にいる女では、釣り合わない。魔力量も容姿も最も自分が相応しい。だからこそ、父にお願いしたのだ。

　それなのに、あっさりと彼は妹の婚約者になった。信じられなかった。

　どこまで妹は人を馬鹿にすれば気が済むのか。

　なんの努力もしないで、彼を手に入れ、我が儘で振り回す。

　そんなもの認めるわけにはいかない。もちろん納得できるわけもない。

　だからずっと機会を狙っていた。

　甘やかされた妹に、辺境伯の妻など務まるわけがない。

　案の定、婚約中でもジェシカはアルバードと一度も夜会に参加しなかった。社交界デビューもしていない娘を外に出すわけにもいかないが、全く出さないのは非常識だ。それに王都をデートすることもない。常に屋敷の中で会っているだけだ。

　あんな無知な娘を連れ出しても、彼が恥をかくだけだ。面白そうに妹のことを尋ねてくる令嬢たちに散々話をしてやれば、ますますジェシカの評判は落ちていく。アルバードはさらに妹を連れて出歩けなくなるだろう。

　そんなアルバードは、夜会に参加しても必要最低限のつき合いしかしない。つき合いと言っても同性や仕事関係と話して、さっさと帰っていく。どんな女性に秋波しゅうはを送られようと靡なびくことはない。

　妹に義理立てしているのか、理由はよくわからないが、つれない態度に周囲の女性はますます熱を帯びていく。誰が彼を落とすかで水面下の争いが激化した。

　性悪な妹から奪ってやると意気込んだ強者まで現れる始末だ。もちろん、あの手この手で彼には近づけさせなかったが。

　彼は自分のものだ。妹から取り戻すのは自分以外にいないと確信していた。

　それは妹と結婚しても変わらなかった。式ではろくなお披露目もせずに両親だけ呼んでひっそりと行ったようだ。それも当日は何かトラブルがあって、両親すら妹の花嫁衣裳を見ていないらしい。直前でアルバードが恥ずかしくなったのではと踏んでいるが、真相はよくわからない。アルバードは決して語らないし、ジェシカに直接聞くなんて腹立たしい。

　だが、実際にジャイスコ辺境伯領での妹の評判は最低だ。領主館から出てこない引きこもり。病弱という話だが、そんな弱い相手を領主の妻に据えるはずもない。つまり、辺境を嫌って出てこないのだとあちこちでささやかれていた。

　仕方がないので第二師団に異動になった際に、妹のことを聞かれて包み隠さず正直に答えておいた。それが妹の評判が落ちることに拍車をかけても、自分のあずかり知らぬところではある。

　悪いのは外に出てこない妹だ。特異体質だからって甘えてなんの役割も果たさない。アルバードの影に隠れて、何もしない彼女が悪いのだから。

　だが、そんな腹の立つ妹の顔を見るのも終わりだ。

　アルバードが自分のものになるのも、もうすぐ。

　エリシアは笑いが止まらない。

　ここまで来るのが長かったような、振り返ればそうでもないような。

　なんにせよ、目障りな存在が消えてくれたことが何よりも嬉しい。

　ディレイトはいい働きをしてくれた。

　彼は、フフリーア伯爵家の特異体質持ちを心底欲していた優秀な魔法士だ。

　エリシアに言い寄ってきた男の中で、最も鬱屈している。

　アルバードもドルバも恨んでいて、なんなら才能のある高位魔法士の全てを憎んでいる。

　彼は自身の力に誇りはあるが、しがない男爵家の出で、しかも次男であることを呪っていた。

　誰にも実力を認められないと嘆いていたから、妹のことを教えてあげた。

　どうやら、彼はうまい具合に妹に接触して彼女を連れ出せたらしい。

　どこからか連絡が来たアルバードが副師団長のグルジアに全ての権限を預けて実家に向かったと聞いて、妹がいなくなったと知る。

　隣国で名を揚げると言っていたから、もう二度とこの国に戻ってくることはないだろう。

　ああ、今から自分の長年の望みが叶うのだ。

　エリシアは歓喜にほくそ笑むのだった。








第五章　最恐の騎士






　ふっと意識が浮上した。

　するとパチパチと何かが燃える音が聞こえてくる。暖かな空気の中、ジェシカはゆっくりと目を覚ました。ぼんやりとした視界の中、あたりは暖炉に照らされて僅かに浮かび上がっている。木目の床に木目の壁。

　見たことはないが、そもそもジェシカは決められた場所以外に出歩くことがないので、大抵の場所は知らない場所だ。

　ゆっくりと体を起こして狭い部屋を見回しても、何も記憶を刺激しない。木で作られた粗末な小屋だ。ジェシカが寝かされている狭い寝台と、木で作られたテーブルと椅子。そして小さな暖炉では、赤々とした炎が躍っている。

　それ以外には特に何もない部屋。

　窓もないため、時間もわからない。

　ここはどこ……？

　どうして自分はこんなところで寝かされているのか。

　額に手を当てて考えてみる。

　魔動車に乗って、王都にあるフフリーア伯爵家に向かっていて、そして────。

　はっとした時に、部屋にある唯一の扉が開いた。

　姿を現した男を見て、ジェシカは青ざめた。

「ああ、起きたんだね」

「ディレイトっ、どうしてこんなこと……？」

　最後に見た情景を思いだす。

　雪崩に巻き込まれた魔動車、突然現れたディレイト。

　そして、ジェシカは彼に攫われたのだ。

「あれ、会った時に言ったはずだけどな。忘れてしまった？　君を師団長から助けてあげるためだって」

「嘘よ。だって貴方は兄様に頼まれたって言ったわ。兄様は私を家に閉じ込めても、こんな外に連れ出したりはしない。それに、貴方、魔法士だもの！　私には魔法士じゃないって嘘をついたってことでしょう」

「うん、そうだね。君が魔法士を警戒しているとある人から教えてもらったんだ。嘘をついたことは悪かったよ」

　全く悪びれもなく謝罪する彼に、背中がぞっとした。

　穏やかそうに見えるが、彼の中には何か歪んだ黒い感情がある。

　それはきっと、平気で人を傷つけられるものだ。

「ミヤ、ミヤをどうしたのっ。彼女は無事？」

　最後にミヤに名前を呼ばれた記憶がある。雪の中から出てきたのだとしたら、自分を心配して彼に挑んだかもしれない。なのに、今は自分一人だけがここに寝かされていた。

「ああ、あの侍女風情の犬なら、きっちりまた雪に埋めておいたよ。たいした魔法士でもないくせに俺に立てつくんだから。愚かだよね」

　さあっと顔から血の気が引くのがわかった。

　彼女は無事なのだろうか、彼はどれほどミヤを痛めつけたのだろう。

「君も悪いんだよ、さっさと俺と一緒に来れば彼女も諦めただろうに、嫌がるからさ。アルバードの犬はどこまでも命令に忠実なんだから、助けを求めちゃダメでしょ」

「アルバード様の犬……？」

「あれ、知らなかった？　あの魔法士はアルバードと繋がってるよ。君を監視している一人さ。アイツは本当に君を逃すつもりはないんだ。誰にも渡さずに自分ばっかり独占して。魔法士の宝なんだから、皆で共有してもいいだろう。それなのに少しも分けてくれない。だったら、奪うしかないだろう？」

　ミヤは、自分がフフリーア伯爵家にいた頃から傍にいてくれた侍女だ。アルバードに命じられて監視するためだとしても、自分に害をなす者を父や兄が見逃すはずはない。つまり、彼女はジェシカの味方だ。普段も労われて、慕われていたのを感じる。姉のような憎しみのこもった嫌悪の視線を向けられたことも全くない。ずっと傍にいて慰めてくれたり、優しくしてくれた。

　そんな相手を、昔から自分につけてくれたアルバードの真意はどこにあるのか。

　だが、一人悦に入って笑うディレイトを放ってもおけない。

　ジェシカが睨みつければ、彼はますます笑ったが。

「共有するって、どういうこと？」

「あれ、君の特異体質のことだよ。知ってるんじゃないの」

「魔法士の魔力を補って、威力を増幅させるってことでしょう。その場にいれば、共有ということ？」

「うん、なんだろう。箱入りだとは思っていたが……これは随分と。そうか、君は過去の特異体質持ちたちがどういう目に遭ったのか知らないのか」

「過去を探るのは国王の名のもとに禁じられているでしょう。それぐらい知っているわ」

　悲しいことがあって、あまりに辛い話だから国を挙げて封印したのだと。

　曾祖母が生きていたのは百年以上前の話になるから、詳細を知っている人はほとんどいない。

　ただ、魔法士の夢物語のように特異体質持ちがいたことが伝えられているだけだ。

　父も詳細をジェシカに語ったことはない。

「調べようと思えば、わりと調べられるよ。もちろん違法だから、罰則もあるけれど。人の口に戸は立てられないってね。知っている人間が全員滅びたわけでもない。それだけフフリーア家の特異体質は素晴らしい宝だってことなんだけど」

　言葉を切って、ディレイトは薄く微笑んだ。

「それに、君は自分のお姉さんに随分と嫌われているようだし」

「お姉様……？」

「君が特異体質持ちだから連れて逃げてほしいと俺に頼んできたのは、君の姉のエリシアだよ。ついでに魔法士嫌いだってことも、教えてくれたのは彼女だ」

「……なんてこと……っ」

　姉には嫌われているのは知っていた。それなのに、よりにもよってこんな危険な男に自分の秘密をばらすなんて。いや、ディレイトだからこそ、姉はわざとばらしたのかもしれない。

「俺に妹の秘密をばらすなんて、と最初は騙されているのかと思ったけれど。君に話しかける時には自分の名前を出さずにドルバと同期ということにしろと言ったり、魔法士ではないと嘘をつけとアドバイスをくれたり。実家から魔動車を向かわせる通知方法も日時もルートも教えてくれてさ。さすがにこれは本気だなと思ったんだ。君のお姉さんはお綺麗な顔して、随分とやることがあくどいよね。王都でもジャイスコ辺境伯でも妹の悪い評判ばかり流してさ。さすがに同情するよ。肉親の嫉妬ほど厄介なものはない。愚かな血縁者を持つと苦労するよね」

　ディレイトは少し苦笑して、ジェシカを眺める。

「姉は、アルバード様を愛しているの。邪魔なのは私なのよ」

「前も言っていたね。だから、俺がこうして連れ出してあげたんじゃないか」

「でも、貴方はミヤを傷つけたわ。それは絶対に許せない。それがなければ、ちゃんとついてきたのに」

「両手に君を抱えて逃げるのに精いっぱいだったからね、仕方なかったんだ。それにあのくらいの攻撃ではあの犬は死なないよ」

「本当？」

「君はやっぱり能天気だな。自分を攫った人間の言うことを簡単に信じるんだから」

「嘘ってこと？」

「君の侍女は昔、魔装騎士団にいたよ。魔力の量はそれほど多くないけれど、器用に身体強化や回復に使ってた。オールラウンダーの魔法士だ。多少雪に埋まったくらいじゃ死なないさ」

「なら、いいわ」

　安心したジェシカに、ディレイトは心底呆れたという目を向ける。

「君と話していると調子がおかしくなるな……」

「ディレイトは悪い人じゃないと思うわ。むしろ優しいわよね。だって姉の頼みも私の頼みも両方とも聞いてくれて、こうして連れ出してくれたのだもの」

「やめてくれよ、俺は君の力が欲しいだけだ。ほら、魔法士は魔法を使う時に贄を必要とするのは知っているだろう。この腕輪たちだって贄でできている。君の曾祖母の遺品の一つだ」

　彼の声は落ち着いていて、だからこそ随分と冷たく聞こえた。

「遺品……？」

「こっちは髪だろ、この布は血が染み込ませてある。こっちは肉を焼いて灰にしたものを陶磁器として焼き直して、これは骨を砕いて金属に混ぜたんだ。つまり全部が君の曾祖母の一部なんだよ」

「そんな…………」

「『永久駆動魔力炉』の特異体質は素晴らしい。普通の贄なら一瞬で消耗する魔法も、何回でも使えるんだ。ずっとではなくて使用回数はあるけれど、普通の贄よりも長持ちだよ。多少は威力も上がる。威力の上がる贄なんてないからね」

「曾祖母のお墓はきちんとあるわ。王都の外れの、うちの管轄の墓地にあるって父様が話していたもの」

「空っぽだろ。何十年も前に、墓を掘り起こして中に入っていた腕輪が盗まれたって話だ」

　そんな話をジェシカは聞いたことがなかった。

　特異体質持ちは魔法士たちに狙われているから、とにかく逃げろとしか言われていない。

　実際には、襲われて殺されて死体をバラバラにされて魔法の贄にされるのか。

　急に、ディレイトがつけている腕輪に嫌悪を抱いた。

　なんだか腕輪を見るのも気持ち悪い。

「共有するって、殺されてバラバラにされること……？」

「それは死んだらだよ。生きている間は、ずっと魔法士に犯されるんだ」

　言葉の意味が最初はよくわからなかった。

　頭が拒否しているのかもしれない。

　だが、ディレイトはいっそ優しげともいえる声音で丁寧に説明した。

「体液も魔法の贄だ。その中でも愛液を得ると恩恵を受け続けられるらしい。魔力は減らずに、威力は増幅し続ける。まさに『永久駆動魔力炉』のもたらす力だよ。君の曾祖母は連れ去られた後、何人もの魔法士に犯されたそうだ。そうして抱き潰されて死んだ後はバラバラにされて、こうして何個もの腕輪になってもまだ、魔法士たちに力を与えている。最高だろう？　もちろん裏の取引だから値段も普通の腕輪よりもずっと高額なんだけど。これ一個で俺の半年分の給料だぞ。わりと高給取りのはずなのにさ」

　彼はなぜ笑い続けられるのだろう。

　どうして、そんな話を平然と自分にするのだ。

　全ての感情が一気に押し寄せてきて、ただアルバードのことを想った。

　きっと彼は知っていた。

　父が自分の祖父母に起きたできごとを知らないはずもない。そして自分の婚約者を決めたのも父だ。話さないわけがない。

　だから、アルバードはどこにも自分を連れ出さなかった。

　だから、彼に嫌われたのか？

　こんな厄介な特異体質の妻を欲しいと思うわけがない。

　いや、優秀な魔法士だから、やっぱり欲しいのかもしれないけれど。

　手元には置いておきたいのに極力関わりたくないのだとしたら、毎晩抱き潰される理由がわからない。恩恵が欲しくて？

　それもここ三日間は家にすら帰ってこないのだから、さすがに愛想をつかされたと考えるべきだ。

　思考はぐるぐると巡って出口が見えないが、逃げてばかりいないで、一度彼ときちんと向き合いたい。

　こんな状況で、まともに彼と出会えるのかは定かではないし、そもそも、もう二度と会えないかもしれないけれど。

「ディレイトは私をどうするつもりなの？」

「国内ではアルバードの邪魔が入るだろうから、隣国へ行く。君の体質はあちらでも重宝されるようだ。でもあまり大々的に見せびらかすと取り上げられそうだから、様子を見つつ君を共有する相手を見定めるよ。最優先は俺だね」

　好きでもない相手と体を繋ぐのだ。考えただけでぞっとする。

　アルバードに触れられても嫌悪を感じたことはない。

　それなのに、なんとも体は正直だ。

　なんだかんだ、やっぱり彼は自分の好きな人だ。

「心が壊れてもいいよ、体だけあればね。実際、君の曾祖母は早々に正気じゃなくなったと聞いている。まあ理解もできるさ。きっと、逃げ場所はなかっただろうからね、心の中以外は」

　ディレイトはとても綺麗に微笑んだ。

　そうして、ジェシカはようやく、自分がいかに大切に籠の中に囲われていたのかということを知ったのだ。

「といっても、外は凄い吹雪で身動きが取れないから、しばらくはここにいることになりそうなんだけど」

「吹雪……？」

　ジェシカがジャイスコ辺境伯領を出た時は曇り空だったが、いつの間にそんな吹雪になったのだろう。

　確かに小屋の隙間からは、ヒューヒューと物凄い唸りを上げた風の音と何かがバンバンとぶつかる激しい音が続く。

　それほど時間が経ったのかと驚くが、ディレイトは緩く首を振った。

「時刻はまだ夜明け前くらいだ。日付は変わったけど、そんなに時間は経ってないよ。君を連れて隣国に向かっていたら突然の猛吹雪で、慌ててこの小屋に逃げ込んだんだ。それが昨日の夜の話。狩猟小屋の一つだから、雪に埋もれても大丈夫な造りにはなっていると思うけど。隣国に抜けるルートを下見しておいたから助かった。この小屋を知らなかったら二人で凍死してたが、まあ、君の場合はそちらのほうがよかったかもしれないけどね」

「そうね……」

　凍死したほうがよかったなんて、そんな人生は悲しい。。

　これまでジェシカは本当に平和な世界で生きてきたのだなと改めて思う。

　父にも兄にもアルバードにも感謝しかない。

「周囲を見回ってきたけど、まぁどこも雪で埋もれて真っ白。そもそも暗くて何も見えないんだけど。食料はこの小屋に備蓄があるから少しは凌げる。追手も早々に来れないほどの吹雪だから、急ぐほどではないけどさ。俺たちも身動きが取れないのは困ったな。国を出るのに数日はかかりそうだ」

　つまり、ジェシカが逃げ出しても、彷徨さまよった末に凍死にしかならないということか。

　ディレイトと隣国に行って、見知らぬ男たちに体を好き勝手に蹂躙されるくらいなら、今すぐ飛び出すのだが。

　どちらのほうが賢明だろう。

　ジェシカは部屋に佇むディレイトの様子を観察する。

　吹雪の中外に出たというわりには、髪や顔は全く濡れた様子がない。

　彼は魔法士なのだから、多少の雪は防げるような魔法は使えるのだろう。

　だが、柔和な顔立ちには少し疲れが見える。

　屋敷の庭で会っていた時、彼は森の樹木の影に隠れていて、薄暗くて顔色もよくわからなかったが、暖炉の炎に照らされても顔色が悪い気がする。

「ねぇ、夕ご飯は食べたの？」

「え？」

「なんだか、疲れているように見えたから。もうすぐ朝なんでしょうけど、食べていないなら何か口にしたほうがよくないかしら」

　おずおずと問いかけると、ディレイトは目を真ん丸にしてふはっと息を吐く。

「俺、わりと衝撃的な話をしたと思うけど……もしかしてわかんなかった？」

「曾祖母の話は確かに初めて聞いて、父様や兄様が隠していた理由がわかったわ。貴方がつけている遺品は返してほしいけれど、ディレイトが大金で買ったものだから取引はしたいし。便利なものでも、私たち家族にとっては大切な方の遺品だもの。それに、私が数日後には隣国に連れていかれるってこともわかってる」

「なら、自分の運命を受け入れて悟っちゃったのかな」

「ええと、私の今後についてはもうちょっと考えるわ。でも、今、ディレイトが疲れてるように見えるの。それを気遣うのは悪いことなの？」

　ディレイトは、虚を突かれたような顔をして片手で顔を覆った。

「箱入りがすぎるぞ、能天気め……」

「私が箱入りなのは本当のことだけれど、能天気ではないわ」

　悩みは尽きないし、痛い思いも怖い思いも辛い思いもゴメンだ。

　でも、目の前の人が疲れているなら気遣うくらいはする。

　それは当たり前のことなのではないのか。

「ああ、そうか。俺が食料を探している間に逃げるつもりか」

「え？」

　ディレイトが吐き捨てれば、ジェシカは思わず首を傾げてしまった。

　その表情を見て、彼も察したらしい。

　肩を盛大に落とした。

「ああ、そうね。貴方が食べている間に逃げ出せるものね」

「……悪かったよ、世間ずれした能天気な馬鹿を相手にしたことがなくて。いろいろ勘ぐって本当にごめん」

　慌てて同意したのに、物凄く馬鹿にされた謝罪が返ってきた。

　思わず口を尖らせる。

「だから、能天気ではないの」

「は、本当に気が抜ける。自分が酷い道化になった気分だな。全くお姫様はどういう状況に置かれてるのか、ぜんっぜん理解できてないだろ」

「だから、ディレイトに攫われて捕まっているところでしょ」

「それだけじゃなくて。やっぱりいい香りがするなぁ、自分で気がついている？」

「香り？」

「『永久駆動魔力炉』の体質持ちは、相手の魔力量が多ければ多いほど惹かれると言われている。こんなにいい香りがするんだから、俺はやっぱり高位の魔法士で間違いはないってことだろう。そのうえ、ここに来るまでにかなり魔法を使ったからね、魔力が随分と減っている。つまり、腹ペコの狼が目の前に肉の塊を置いておかれた状態ってわけだ」

　肉の塊とは、女性に対する例えとしてはいかがなものか。

　ジェシカは思わずムッとするが、彼は違う意味を込めていた。

「吹雪に閉じ込められた小屋で二人きり。部屋には粗末な寝台が一つだなんて、もう後は君を抱くくらいしかすることがないな」

　ディレイトが手を伸ばして、寝台の上で固まったジェシカの白銀色の髪を一房手に取り、愛おしそうに唇に当てた。

　直接触れられたわけでもないのに、肌がざわっとする。まるで髪にまで神経が通っていて、全身で拒否するように。

「はあ、どこもかしこも甘い香りだな、酔いそうだよ。このまま貪ってしまおうか」

「イヤよ。このまま吹雪の中で凍死するほうがいいわ」

「ふふっ、君は本当に能天気だな。そんな言葉で男がやめるとでも思うの？」

　そう言って、ディレイトはジェシカの腕を掴むと、寝台へと押し倒した。

　そのまま覆い被さってくる。

　押しつけられた腕が痛い。解放を求めて必死で、暴れてもびくともしなかった。

　アルバードと同じ状況だ。

　それでもあの時は悲しみしかなかった。それなのに、今ははっきりと嫌悪と恐怖を覚える。

「いや、いやっ、放して！」

「抵抗されると嗜虐しぎゃく心を煽られるよ、そんなに酷くされたいの？」

「されたくない、触らないでっ」

「どうせ君は逃げられないよ。こんなに甘い香りを撒き散らして、魔法士を誘ってる。どこにいても狙われるなら、さっさと諦めて愉しんだほうがいい」

「やだやだ、アルバード様っ」

「ここでアイツの名前を呼んでも声は聞こえないと思うけど」

「アルバード様っ、アル……」

　婚約したばかりの頃、彼は愛称で呼びたいと言ったジェシカのお願いを快く許してくれた。小さい頃は姉のようにきちんと婚約者の名前を呼べなくて、特別な関係が嬉しくて。

　大人になってからは、彼に懇願されてもあまり呼べなくなってしまったけれど。

　そんな権利が自分にないと思って、戒めていたから。

　自分が特別だと勘違いしていた頃の愚かな行為の一つだったから。

　それでも、ずっとあの頃みたいに呼びたいと、心の中ではつぶやき続けていた。

　でも相手に聞こえない今なら、彼を素直に慕って呼んでもいいはずだ。

　ジェシカの夫であり、出会った頃から恋をしていた人なのだから。

「アル……アルぅ…………っ」

「なんだ、君は本当にアイツが好きなんだな……他の男を慕う女を犯すってのも燃えるから、そのまま呼んでいてくれよ」

　ディレイトは愉悦を隠そうともせずに笑う。

　そのままジェシカの胸を服の上から鷲掴みにした。痛みが体を走る。

「いたっ」

「結構胸があるんだな、これなら愉しめそうだ。香りだけで十分に酔えるけど、せっかくなら体も愉しみたいもんな」

「やめて、痛いっ。ばか、ディレイトの変態……大嫌いっ」

「はいはい、諦めろ。これからいろんな男に抱かれるんだから、最初が俺でラッキーだぞ。優しいし、うまいしな」

「優しくない、やだ！　アル、アル……助けてっ」

「ほら、そうやって呼んでも来ない男を待ってるといい。すかしたアイツの持ち物を穢すってだけで興奮するもんだ」

　歪に口角を上げたディレイトの背後に、不意に影がさした。

「愛しい妻に呼ばれて、来ないわけがないだろう？」

　低い声が聞こえたと思った瞬間、ふっとジェシカの上に覆い被さっていた重みがなくなった。ディレイトの体が壁に向かって蹴り飛ばされていたからだ。

　長い足が視界を横切ったところは見えた。

　ドンと壁にぶつかる鈍い音と、呻き声が重なる。

「ぐう……っ」

　それを呆然としながら、聞いていた。

　目の前にいないはずの人がいる。

　それなのに、瞬きを何度繰り返しても姿が消えることはない。

　金色の鮮やかな髪は、暖炉の炎に照らされていつも以上に輝いている。端正な顔立ちも、輝く青い瞳も何一つ変わらず。魔装騎士の正装に身を包んだ姿はあまり見慣れないものだったが。

　視線は彼に釘づけだが、本物かどうか信じられない。だというのに、胸には安堵に似た気持ちが押し寄せた。

　助けに来てくれた？

　領主館に戻ってこずに、妻の顔すら見たくないと思っていたのではないのか。

「ジェシカ、もう大丈夫だから」

　穏やかな声が耳朶じだを打つ。

　優しく体を起こされて、そっと抱き締められる。

　ぬくもりが強張った心をゆっくりと温めてくれた。

　来てくれた、助けに来てくれた……っ！

　力強い腕の確かな感触に、彼がここにいることが現実なのだと知る。

　体中が喜びで叫んでいるのがわかる。

「アル！」

　ジェシカはその逞しい胸に縋って、頬をくっつけた。服越しでも伝わる温かさは馴染んだものだ。

　彼は優しくジェシカの髪を撫でてくれる。それだけで、心が満たされた。

「な、なんでお前がここにいるんだ、アルバード？」

　壁に座り込みながら、ディレイトが呆然とジェシカを腕に収めた男の名前を呼んだ。

　ディレイトにも見えているのだから、やっぱり現実なのだ。

　ふと彼の背後を見れば扉が開いている。

　つまり、彼はそこから静かに入ってきたのだろう。

　だが、ディレイトが外は吹雪だと言っていた。

　魔法を使ってやってきたとしても、ジェシカたちの居場所がそんなにすぐにわかるのだろうか。

「なぜこの場所がわかった、どうやって吹雪の中ここまでやってきたんだっ」

　ディレイトがよろよろと立ち上がって、ぎりっと奥歯を噛み締めた。

「何を言っているんだ、吹雪はすっかりやんでいるだろう？」

　アルバードが静かに答える。彼の言葉にジェシカも意識を外へと向ける。先ほどまでの唸り声が嘘のように、ぴたりと吹きすさぶ風の音がやんでいた。

「どういうことだ……？」

　ディレイトが信じられないというふうにつぶやいた。

　そんな一瞬で吹雪がやむはずもなく、まるで手品のように騙されたような気分だ。

　いや、そんな現象は一つだけしかない。

　まるで、魔法のような──できごとだ。

　ジェシカが思い至った時、アルバードが説明した。

「簡単な話だ。吹雪は魔法だよ、特級魔法の一つさ」

「上級でもなく特級？　馬鹿な、どれほど準備に時間と贄が必要かわかっているだろう!?　そんな広範囲の魔法を使えるわけが……」

「吹雪が起きたのは君たちの周囲だけだから、広範囲とは言えないが。確かに威力ばかりは桁外れだよ。おかげで近づくのに時間がかかって、彼女を怖い目に遭わせてしまったんだから」

「俺たちの周りだけ猛吹雪だと？　でも特異体質持ちは、膨大な魔力を自分では使えないだろ。一体誰が…………」

「ジェシカは優秀な魔法士だよ。魔力量が多すぎてコントロールが難しいだけだ。いい加減どういうことかわかるだろ、君は騙されたんだよ」

　アルバードがいっそ優しげともいえるほどに、穏やかに言葉を紡ぐ。

　ディレイトが愕然と目を見開いた。

「騙された？」

「彼女はフフリーア伯爵家の娘だ。特異体質の影響も多少はあるだろう。そもそも魔力は血に宿るんだから。けれど、実際は魔法士なんだよ。箱入りなのは病弱だからだ。健康そうに見えるけれど、すぐにベッドの住人になる。ジャイスコ辺境伯領でだって、屋敷ではほとんど寝室にこもってばかりいたんだから」

　寝室にこもっていたのはアルバードのせいだし、彼が傍にいない時には庭まで散策していたのだが、

　反論は心の中で留めておく。

　きっとアルバードが嘘をついているのは、ジェシカを守るためだ。

「だから、彼女は純粋なる特異体質持ちではないんだ。『永久駆動魔力炉』なんて、今もまだおとぎ話なんだよ。君はすっかり騙されたようだけど。いくつか心当たりがあるんじゃないか。思ったより彼女に惑わされなかったとか、魔法を使っても魔力が減るはずないのに、自身の魔力が減ったとかね」

　確かに、ディレイトはここまで来るのに魔力を消費したと話していた。

　つまり、いくつかの点は全く嘘ということはないのだ。

　嘘と本当をない交ぜにしたアルバードの話は、どこまでも真実のように聞こえる。

　彼の話術の巧みさに、いつも翻弄されているジェシカは別の意味で震えた。

「エリシアめ……っ、あの女狐が、俺をいいように使ったのか！」

「やっぱり彼女が仕組んだことか……君が誰を恨むのかは自由だけれど、俺の妻を勝手に連れ出して、挙げ句に乱暴しようとしたことは許せないな。ようやくお迎えも来たことだし、しっかり後悔してくれよ」

　アルバードが示せば、どかどかと魔装騎士団の格好をした男たちが三人ほど入ってきた。そのうちの一人はドルバだ。

「無事か、ジェシカっ」

「兄様」

「この男はしっかりと王都で処罰してもらうから、とにかく連れていってくれ」

「放せよっ、お前たち俺に乱暴すんなっ」

　無言で兄の指示に従った男たちは、そのままディレイトに何か首輪をして連行していく。

「ジェシカ様……っ」

　男たちが出ていくと、入れ違いでミヤが飛び込んできた。

　涙で顔はぐしゃぐしゃだったが、元気そうな姿に安心する。

「ミヤ、よかった。無事？　怪我はない？」

「大丈夫ですよ、こう見えて私は頑丈なんです。ジェシカ様は乱暴されたりしませんでしたか？」

「平気、アルバード様が助けてくれたから」

「もう、しっかりお顔を見せてください。ああ、なんだか涙で目が曇ってよく見えませんっ！　でも可愛らしいお顔は健在ですね……最後の最後で旦那様が役に立ってよかったです。ほんと、変態で執念深いくせに、肝心なところでは役立たずで、どうしようかと思っていましたから」

「相変わらず、ミヤは手厳しいね」

　アルバードとミヤは主従関係だと聞いたが、仲はあまりよくないのだろうか。

　思い描いていた関係とは違ったので、ジェシカは不思議になった。

「二人は、仲が悪いのですか？」

「変態と仲よくしたいわけがありません」

「誤解がなかなか解けなくてね」

　きっぱりと言い切ったミヤに、アルバードが苦笑した。

　よくはないが、言いたいことを言える仲なのだろう。

「コイツらの仲はどうでもいい。とにかく帰るぞ、ジェシカ」

「待ってくれ、ドルバ。ジェシカはこのまま辺境伯の領主館に戻してほしい」

「俺に権限はない。とにかく父の前で弁明しろ」

　珍しく堅い声で、ドルバは告げた。




　二台の魔動車で王都を目指せば、一刻もかからずに着いた。

　隣国に向かっていたとはいえ、随分と王都に近づいていたようだ。

　何より驚いたのは、小屋を一歩出れば深い雪に覆われていたのが、魔動車が停まっている場所まで行くとそれほどの雪は見当たらないことだった。

　局所的な吹雪など、魔法以外にあり得ない。

　アルバードはジェシカの仕業しわざだとディレイトに語ったが、魔法を使えないのは自分が一番よくわかっている。どういうことだと問うても、兄もアルバードもとにかくフフリーア伯爵家に着いてからだと、何も教えてくれなかった。

　伯爵家に着いたら、父が玄関ホールまで出迎えてくれた。母も横で涙を流して感極まっている。

　見知った使用人も勢揃いして、一様に安堵の表情を向けてくれた。

　すっかり朝になっていて、皆寝不足のような疲れた表情をしているけれど、どこか明るい雰囲気だ。

　きっと一晩中起きていたと伝わり、申し訳なく感じた。

「ジェシカ……、無事でよかった……」

　父はぎゅっと抱き締めてくれた。

　いつもこうして守られていたのだと、アルバードとはまた違った意味で心が温かくなる。

「疲れているだろうけれど、少し話を聞かせてくれるか」

「大丈夫ですわ、父様」

　安心させるように笑みを浮かべたジェシカは、そのまま居間へと促された。

　居間で両親とドルバと向かい合わせにソファに座り、ジェシカはこれまでのことを話した。

　隣に座ったアルバードが励ますように、手を握ってくれているのが嬉しい。

　いつもなら拒否するな、とぼんやりと思いながら、すっかり心は懐柔されてしまったことを知る。

　窮地に陥って助けられた、それだけで単純だなと呆れるけれど。

　彼が自分の特異体質を誰にも渡したくないと助けに来てくれたとしても、それでも助けてくれた事実が、わざわざ来てくれたという現実が、ジェシカを喜ばせる。

　その気持ちをジェシカは受け入れていた。

「そうか、エリシアが……」

　ディレイトと知り合った経緯から、どうして彼が自分の体質のことを知っていたのかということまで説明すれば、父は深くため息を吐いて顔を覆った。

　父にとってはなかなか信じがたい話だろう。母も隣で沈痛な顔をしている。

　姉妹の確執について、姉が表立って騒いだのはアルバードとの婚約が破棄された時だけ。それ以外は、表面上は穏やかに過ごしていた。

　ジェシカに意地悪をしていると知っているのはミヤくらいで、実際伯爵家の使用人のほとんどが知らないのだろう。

　そういう点で姉は狡猾こうかつだ。

　外では妹を案じる姉という役割を完璧に演じていて、アルバードですら、疑問に思わずジェシカに近づけていたくらいだ。

　ドルバは姉の裏の顔を薄々感じていたようで、神妙な面持ちで考え込んでいた。

「お姉様はその……ずっと役立たずの私のことを苦々しく思っていたので……どこかに行ってほしいと考えたようです。ごめんなさい、父様。私がもっとしっかりしていれば、お姉様にここまで嫌われなかったのに……」

「お前が謝ることは何もないよ、むしろ気がつかなかった私の責任だ。そうか、あの娘はずっとお前を逆恨みしていたのか……確執を作ったのは私だな。きっかけは彼との婚約だろう。婚約できると知った時のエリシアは本当に嬉しそうだったのに、あっさりと覆してしまったんだ。一度しか文句を言わなかったから、すでに納得しているものだと思っていたが、そうではなかったのか……」

「姉さんがアルバードに執着してるのは、優秀な自分に相応しいって信じてるからだよ。あの自信の塊のような女が、愛だの恋だの可愛らしいことを言うはずないだろ。高価な宝石をねだるようなものだ。要するに、気にくわない妹に取られた価値あるものを、取り返したい執念みたいなものなんだよ」

「兄様……」

　姉がアルバードに恋しているのを見て、彼女からもずっと恋心を聞かされ続けていたジェシカには、兄の言葉が全てのようには思えない。

　だが、肝心のアルバードも首を傾げている。

「エリシア嬢からは確かに欲を向けられたけれど、愛情ではなかったな。ドルバの言うとおり、手に入らない美術品を眺めるような、所有欲みたいな視線なら感じたけれど」

　姉の心を疑っているような発言に、ジェシカは驚いた。彼はエリシアに惚れているのではないのか。それともアルバードは姉の心が自分にないのだと思って、自分の感情を抑えているのだろうか。

「できるだけ娘たちは平等に扱ってきたはずだった。ジェシカは特異体質だから特に厳重に守らなければならなかったが、エリシアのことも蔑ろにしないようにしてきたつもりだ。だが、やはりどこかで偏っていたのだろうな。ドルバにもアルバード様にも申し訳ない」

「だから、父さんが謝ることないって。姉さんの我が儘なんだよ。むしろ娘二人を甘やかして、息子ばかり厳しく育てたことを俺に謝罪しろっ」

「いや、お前は嫡男だから厳しくなるのは当然だろう。そこは謝罪しないぞ」

「アナタ、少し落ち着いて。ドルバも脱線しないの。話が逸れてジェシカが目を回しているわ」

　父の横に座っていた母が静かに窘めた。

　母は姉と似た美しい双眸そうぼうをジェシカに向けた。

「ジェシカ、エリシアとのことに気がつかなくて、私も母親失格だわ。長い間、耐えてくれた貴女には本当に申し訳なかったわ。ごめんなさいね。これからはちゃんと話して。私たちは家族なのだから。貴女にばかり理不尽な思いをさせるのは本当に辛いの」

「はい……ありがとうございます、母様」

　自然と笑えていた。

　両親からの愛情を疑ったことはない。それでも、心のどこかで姉に虐げられるのは仕方がないことだと思っていた。

　役に立たない、迷惑ばかりかける自分に、守られるだけの価値などないと、むしろ厄介者だと思っていたから。

　実際、考えていた以上に陰惨な厄介者だったけれど。

　それでも、一途に愛情を向けられていたことには感謝しかない。

「どうしても、祖母の最期のことをお前たち姉妹に話せなかった私が悪いんだ。祖母の遺品の前で、祖父も父もずっと後悔していた姿を見てきたから。できれば、魔法士の業ごうなどお前には知らないところで普通の令嬢のように過ごしてほしかった。不自由だけれど、安心できる場所を与えたかった。その想いが、まさかエリシアに誤解を与えるとは…………」

「父様、私、自分が特異体質であることを恨んだことはありません。それは父様や母様や兄様やアルバード様が守ってくれたからです。お姉様には悪いことをしてしまったと思いますが、ずっと皆に守られて幸せに過ごしてました。感謝しかありません。それを今回のことで実感したんです」

　実を言えば、ディレイトにも感謝している。

　気づくきっかけを与えてくれたのは彼だからだ。

　結果的に無事だったから、そんな気持ちになるのだとわかっている。曾祖母と同じ目に遭っていれば、絶対に今のような気持ちにはならないだろう。

　だから、曾祖母を喪うしなった後の曾祖父や祖父を見ていた父が、自分たちには知ってほしくなかったという気持ちもわかるつもりだ。

「そうか……ならば、アルバード様とは別れてもらおうか」

　父は、大きく頷くと重々しく告げたのだった。

「待ってください、エリシア嬢がこちらに報告していたことは誇張で、嘘を多分に含んでいると知れたんですよね。俺はジェシカと別れるつもりはありません」

　父の言葉に真っ先に反論したのはアルバードだ。

「確かに、エリシアが我々に告げたことは嘘も混じっているでしょう。ですが、全く嘘ということもないはずだ。式も満足に挙げられなかったうえに、一週間は寝室に軟禁されていたのでしょう。貴方がその後一か月もの間、ジェシカを屋敷に放置して討伐に出ていたのも事実。その討伐の間に、ジェシカは魔獣に襲われたとも聞いています」

　父が指摘した内容は、全てジェシカの身に起こったことで、そこに嘘はない。

　アルバードにも言い分はあるだろうが、彼はただ最後まで父の言葉を聞くつもりのようだ。

「エリシアからは、貴方はジェシカを手放すつもりはなく、我々が騒ぎ立てればますます妹を囲い込むと言われ、表面上は見守ってきたつもりです。我が家の動きは見張られているという、あの子の話を鵜う呑みにして、貴方が警戒しないようにドルバを迎えにも出さなかったこちらの落ち度ではありますが、ジェシカが攫われたのも本当のことです。どこまでが仕組まれていたのかわかりませんし、全てが貴方のせいということはありませんが、今回のことでさすがの貴方もジェシカの特異体質はご自身に荷が重いことを実感されたのではないですか」

「とんでもない、見張ってなどいませんよ。それに……ジェシカへの態度は申し訳なかったと反省しています。自分の不甲斐なさも重々わかっています。だからこそ、やり直す機会をください」

　父の重々しい言葉に、すかさずアルバードは反論した。けれど父は首を横に振る。

「ジェシカは自分がどれほど魔法士を惑わせるのか理解したはずです。魔法士に近づくことすら厭いとうでしょう。そもそも、高位の魔法士である貴方のことを信じられると思いますか。疑いを挟んだまま、貴方と夫婦などとてもやっていけないでしょう」

「それを決めるのはジェシカでしょう！」

「仕組んだエリシアを責めるわけでもなく、誘拐の実行犯にすら同情するような優しい娘です。姉妹の諍いさかいに気がつかない愚かな家族にすら、感謝を告げるくらいなのですよ。そんな娘が助けられた貴方と、離れられるとは思えない。親心と理解していただきたい」

　声を荒げるアルバードに対して、父はどこまでも静かに応じている。

　ジェシカの手を握るアルバードの手に力が入り、縋りつかれているような気持ちになった。自分より年上で、いつでも落ち着いていて、貴公子然とした態度を崩さない美貌の婚約者だった。

　結婚して夫になってからは、ずっと意地悪でどこか焦っているような姿ばかりを見せていたけれど。

　だが、ジェシカが口を開く前に、アルバードが唸るように言葉を吐く。

「子どもだっているんだ、ジャイスコ辺境領伯の後継を奪う権利は貴方たちにはないはずでしょう」

「ならば、母親の手を離れたらそちらに預けましょう。それで満足ですか？」

「満足するわけがないでしょう……っ」

「では、妥協点を見つけていただくしかないですね」

　わりと衝撃的な単語が出てきたが、二人は驚くこともなく、話し続けている。

　しかし意味がわからず、ジェシカは思わずつぶやいた。

「子ども……？」

　小さな声になったが、二人は黙ってジェシカの顔を見つめてきた。

「子どもって、どういう……？」

「俺との子だよ。まだ二か月くらいだろうから、実感がないだろうけど」

「え、なぜそれで、子どもができたとわかるのですか？」

　自分には全く自覚がないのだが、二人とも確信していることが不思議だ。

「吹雪を起こしたのが、その子しか考えられないからね。魔法はそもそも属性があって、つまり得意な分野なのだけれど、俺は火で、ドルバは火と土。それ以外の属性の魔法が使えないわけではないけれど、上級、特級は扱えない。ジェシカを守ってくれる水属性の特級魔法が使える相手は限られるんだよ。それで、ジェシカの子どもだろうという話になったんだ。ですよね、お義父さん」

　アルバードが父に視線を向ければ、彼も渋々頷いた。

「特異体質から生まれた子は総じて高位の魔法士になる。私の父も凄まじい力を持った魔法士だった。特級魔法なんて日常的に使えるほどに、息をするように簡単に扱ったものだ。それこそおとぎ話の偉大な魔法士のようにね」

「大昔に魔法士が魔法士と呼ばれる特別な存在ではなかった頃、人は言葉もなく意思だけで魔法を使っていたそうだ。今はすっかり学問として体系化されていて、魔力は血に宿ると言われているけれど、昔は魔法士の本質は魂に宿ると考えられていた。それをその子が証明してくれたんだ。おかげでジェシカの行方はすぐにわかった。山の一部が突然吹雪に覆われたなんて、とんだ目印だからね」

　アルバードは吹雪が起きたから助けに来られたと言っていたが、起こした人物に全く心当たりはなかった。まさか、自分のお腹の中にいたとは。

「特異体質から生まれた子どもは皆、母を慕う最恐の騎士になる。魔法士たちから最も恐れられる存在だ。祖母はいろいろな不幸が重なって無念の結果に終わってしまったが、その子はジェシカを必ず守ってくれる。だからこそ、もう庇護たる夫は必要ないと言っているんです」

　父は変わらず、きっぱりと告げる。

　するとアルバードがどん、とテーブルを叩いた。

　ジェシカの手を握っている手は痛いほど強く握りしめたまま、震えている。

「貴方たちはいつもそうだ。俺がどれだけジェシカを愛していると言っても認めてもくれない。高位の魔法士だから特異体質に惹かれただけだろうと、錯覚だと聞き流す。覚悟を問うて何年経っても、少しも変わらないのか。真に愛している相手だと、彼女だけを愛していると、何度言えばわかってもらえるんだ…………っ」

　呻くように隣から告げられた言葉に、ジェシカは目を見張った。

　沈痛な表情をしたまま、父に向かって告白している男は本当にアルバードなのか。

「え、アルバード様は、私を愛しているのですか……？」

　思わずジェシカはつぶやくように零していた。








第六章　甘いささやきは、お断りです！






「なんでジェシカまで、聞いてくるんだ。俺はずっと言っていただろう、君を愛してるって」

　ジェシカのつぶやきに、アルバードは物凄い勢いで横を向いた。

　真剣な眼差しには、どこか懇願も含まれているように見える。

　誠に残念だが、ジェシカには全く伝わっていない。

「え、でも、だって私、憎まれてるって言われましたし……てっきり私が特異体質だから、アルバード様は結婚したいんだってずっと思っていたんですけど……？」

「はあ、いつ俺が君を憎むなんて言うんだ。むしろ憎いのは特異体質だよ。俺がどれだけ君自身を愛していると言っても、誰も信じてくれないんだから。まさか、君からも信じられていなかったなんて……本当に君の特異体質は引っかき回してくれる……俺はやっぱり呪われているんじゃないか？」

　憎まれているのは特異体質のほうだったなんて。

「彼女を愛している」って、愛しているのはジェシカ自身ということ？

　そんな都合のいい話があるのだろうか。

「会うたびに、いつだって愛をささやいていただろう」

「だって、嘘くさい甘いささやきだってずっと思っていて」

「嘘くさいってなんだ…………」

　表情の抜け落ちたアルバードの顔を見て、ドルバがゲラゲラと腹を抱えて笑った。

「あはは、今さら？　お前がねだったくせに、嘘くさいってなんだよっ、さすがに変態が不憫だな」

「変態じゃないって言ってるだろ！」

「え、え、兄様、どういうことです。私がねだったの？　何を……」

　ジェシカが戸惑って聞くと、ドルバはあっさりと答えた。

「婚約者は会うたびに何か一つは褒めるものだって、ジェシカがアルバードに言い出したんだろ。わりと婚約してすぐの頃だ。だから律儀に守って、空々そらぞらしいセリフをずっと吐いてたじゃないか。残念なことに、アルバードはそういうセリフを簡単に吐ける気障きざ男だったけども」

「ジェシカを褒めたたえる言葉なんて、簡単だよ。見たままを言えばいいんだから」

「十の少女に乞われて、真剣に甘い言葉を吐く男のどこが変態じゃないんだ……」

　うんざりしたような兄は、笑いを収めてアルバードを見やった。

　しかし、ジェシカは混乱しきりだ。

　そんな言葉を求めた覚えが全くない。

「その時読んでいたマナー教本かなんかに書いてあったって言ってたけど。あの頃は大人ぶって、淑女の真似ごとなんかして随分背伸びしていたから、ジェシカの中でも恥ずかしい記憶として封印してるんじゃないのか」

　兄の言葉に、確かに思い当たることはある。

　アルバードはうんと年上で、姉にも釣り合わないと馬鹿にされて。

　せめて態度だけでも大人になりたくて、言葉遣いも改めて教養本を読み漁った。

　その時の話なのだろう。

「でも、アルバード様はお姉様をお好きでしょう？」

「は、あ？　そんなわけないだろう。ずっとジェシカ一筋だよ」

「なんでそんな恐ろしい誤解を……コイツが姉さんに気があるわけないだろう」

　なぜか兄が真っ青な顔をしている。

「でも夜会でもたくさんの女の人と一緒で楽しげにしていて、私とはどこにも出かけてくれなくて……私がお子様すぎるからおままごとにつき合わせているだけだって……それに、お姉様から渡された腕輪だって受け取ったんでしょう？」

「夜会？　お前、それ誰から聞いたんだ」

「……お姉様ですけど」

「アルバードが夜会に出ると酷いぞ。群がってくる女どもなんか片っ端から周囲に押しつけて無視しまくってる。おかげで俺が女たちに詰められるんだよ。地獄絵図さ」

「兄様も遊んでるって聞きましたけど」

「アルバード目当ての女が群がってくるだけだ。少しも楽しくない。姉さんは本当に余計なことを……腕輪だって、俺やアルバードはつけられないだけなのに。姉さんから渡されたのか？」

　ドルバは確かめるようにアルバードに質問する。

　腕輪をつけられないとはどういうことだ。

　ジェシカはディレイトがつけていた曾祖母の遺品を見た時の不快感を思い出した。二人もきっと見たことがあるはずだ。だから腕輪を忌避しているのだろうか。

「討伐前にジェシカに頼まれたって言って渡されたけれど、ミヤに確認してもジェシカは魔法士の装飾品や贄のことは知らないはずだって言うし、おかしいなとは思ったんだ。俺も腕輪はドルバと同じでつけられないし、結局、詰め所の師団長室に置いてあるけど。やっぱり、ジェシカからじゃなかったってこと？」

「はい、私は腕輪のことは全く知らなくて……あの……お姉様が贈ってアルバード様が快く受け取ったって噂を聞いて……てっきり二人は恋人同士で、一か月の討伐の間も楽しんだんじゃないかって……」

「噂って誰から……？　グルジアがそんな話を君にするわけないから、誰か別の魔法士と話したんだ？」

「待て待て、アルバード。嫉妬する前に、確認だ。姉さんが渡した腕輪をアルバードが受け取ったって噂が流れたのか？」

　なんだか作為的だな、とつぶやきながら、兄はアルバードを見つめた。

「確かにやたらと部下にも勘繰られたが、そもそも結婚したばかりの男がすぐにその姉を恋人にするって思わないだろう。それに念願叶った最愛の妻なんだから、なんで恋人を作る必要があるんだ」

「お前の常識はそうかもしれないけど、一般常識的には浮気は多いんだよ。特に正妻を放置して愛人と懇ねんごろになるなんて話はよくある」

「俺を一緒にするな！」

「だから一般常識だって言ってるだろ。そんな噂を聞いたジェシカが誤解するのはまあ仕方ないが……アルバードも肝心なところで言葉が足りないっていうか……お前たち結婚してから、ちゃんと会話してるのか？」

　呆れたように兄が問いかければ、ジェシカは黙るしかない。

　会話らしい会話なんてほとんどしていない。

　意図的にアルバードが体を繋げてしまうので、結局何も話せないままだ。

　グルジアにも聞かれたが、そんな赤裸々に話せることでもない。

「ジェシカに嫌われているのは知っているから……」

　アルバードが気まずそうにぽつりと零した言葉に、ドルバが目を剥いた。

「おい、ジェシカ……これはどういうことだ？」

　信じられないと言いたげな兄の視線に晒されて、思わずしどろもどろになる。

「え、だから……その……」

「俺の顔は生理的に受けつけないって結婚式の時に言われた。昔から女顔だって言われてたから、ジェシカが俺の顔が無理なのもわかってる。でも君は優しいから嫌っていても傍にはいてくれる。それにつけ込んだ俺が悪いんだ……だからあんまり会話もしないように、極力顔を合わせないように配慮して…………」

「ジェシカ、アルバードに顔のことは絶対に言っちゃいけないって言っただろうが！」

　兄の怒りが爆発した。

　アルバードに容姿のことを言うなと、何度も念を押してきたのはドルバだ。

　あんまり効果がないように思えたが、こうして引きずっているのだからそれなりに威力があったということだろうか。

「だって……結婚したくなかったの。アルバード様の傍にいてはいけないと思っていたし、私が領主の妻になんてなれるわけがないし。平凡な容姿で役立たずだし、お姉様と相思相愛なら私がいなくなれば解決すると思って…………」

　でも、別にアルバードに憎まれていたわけでも、彼が姉を想っていたわけでもないことを知ってしまった。

　特異体質だからと結婚したわけでもないらしい。

　そもそもジェシカとの結婚を、アルバードは心から望んでいてくれていたようだ。

　つまり、離婚する必要がないということになる。

　ということは、自分は単にアルバードを傷つけただけということだろうか。

「ごめんなさい、アルバード様！」

「うん、ジェシカ。君がどれほど謝っても絶対に離婚はしないよ。手放さないって決めてるんだ。俺の愛しい人」

「バカジェシカ。そのタイミングで謝罪したら逃げると思われるに決まってる。この変態をさらに煽るな。ますます鬱陶しくなるんだから」

「え、ちがっ、そんなつもりじゃなくて」

　ドルバに指摘されて慌ててジェシカが否定すれば、アルバードが一転、期待を込めた眼差しを寄越す。

「そんなつもりじゃないってどういう……？」

「ああ、変態！　そこに食いつくなっ」

「お前たち……お前たちは本当に昔から変わらないな」

　ぽつりと静かに落ちた言葉に、ジェシカははっとして父を見た。

「全く、馬鹿なことばかり言って楽しげだ。昔から庭でも部屋でも、ジェシカとアルバード様とドルバと三人で…………箱庭だと思っていたよ。一時の幻想のような、きっとあの時間だけだろうと思っていた。それでも私の願った夢だったんだ。何よりも愛しいお前が、普通の少女のように、振る舞うのが……」

「父様……？」

「娘の言うとおり、ジェシカに辺境伯領の妻は荷が重いでしょう。そもそも外に出せない娘です。一生屋敷の奥から出てこられないのに、領主というのは外に出ることが多いでしょう。アルバード様がずっと傍にいることは難しいですし、長期間、家も空けますよね。そんな時に主人の代わりを務めるような妻でなければいけません」

「それは父からも話しましたが、構わないと伝えていますよね。ジェシカが外に出ないのを承知で、我が家は受け入れました。そのための人選はしてあります。家令は優秀だ。俺がいない間でもしっかりと役割を果たしてくれる。屋敷の者たちも主人がいなくても問題はない。別館に住んでいる父の助けもありますし、部下も働いてくれる。だから安心してほしいと何度も話したはずです」

「何もしなくて、部屋に閉じこもっているだけ？」

　アルバードが父に説明しているが、ジェシカは口を挟んでしまった。立派に領主として務めている彼の妻がそんな役立たずでいいわけがない。それはずっとジェシカが考えていたことだ。

　だがアルバードは柔らかに微笑んだまま、頷いた。

「ジェシカの仕事は俺に愛されることだからね。俺の妻でいてくれさえいれば、好きに過ごしていいんだ」

　そんなお飾りの妻でいいと、父とアルバードが話しているなんて知らなかった。

「優しい娘は、そんな役立たずの地位には甘んじられないと考えているようですが？」

「ジェシカが俺の役に立ちたいって気持ちは凄く嬉しい。なら、一緒にできることを探そう。屋敷の中だけでなく、外に出てもいいように。今回のように特級魔法を身近で使ってくれれば、君の体質も多少は誤魔化しが利くとわかったし。ディレイトがあっさりと騙されるくらいなんだから、対処法が他にもあるはずだ」

「確かに、私たちは特異体質を隠すことばかりを考えていて、外に出す方法なんて一度も考えたことはなかった。でもそれだと、病弱という話では片づかないこともある。対応を考えるのは大切だな。それなら、お前は安心できるか？」

　存外、優しい瞳を向けられて、ジェシカは父からの愛を感じた。

　ずっと守ってくれた父だ。

　別にアルバードを信用していないわけではなくて、自分がきちんと納得できる道を提示してくれたのだと気がついた。

「え、ええ……ありがとうございます……」

　自分の知らないことはきっとまだまだある。

　力不足なのも解決していない。

　それでもアルバードが一緒にいて、考えていこうと言ってくれたから。

　何も知らずにただ守られていただけの自分にはもう戻りたくない。

「アルバード様、貴方が私を望んでくれるなら、私は寄り添いたいと思います。逃げずに傍にいたい。私は貴方を愛しているから。だから教えてください。貴方は特異体質で厄介な私でも、妻に望んでくれますか？」

「もちろん、君に会った時からずっと愛していたよ。一目惚れだったんだ。おかげで特異体質に惹かれたんじゃないかと散々疑われたけれど。君とお茶を飲むのも、物語を読むのも、庭を散歩して花を眺めるのも、何もかもが楽しかった。箱入りで優しくて、ちょっとズレてる君は、本当に可愛いんだ。俺はジェシカを心から愛している」

　彼の青い瞳はどこまでも澄んだ光を讃えて、ジェシカを見つめた。

「君の雪化粧のような白銀色の髪も、夏の野花のような可憐な瞳も、砂糖菓子のような甘い顔立ちも、何もかも大好きだよ」

　ささやくように耳元で蕩けるように告げられた言葉に、ジェシカは真っ赤になった。

　耐性がついているはずだった。

　ずっと空虚な言葉だと思っていたから。

　だから、真剣に伝えられていると知って、全てが覆った。

「──今後、甘いささやきはお断りいたします……っ」

　心臓がもつ気がしないから。

　思わず耳を押さえて彼を涙目で睨みつければ、アルバードは幸せそうに破顔した。

「これで、別れることはしなくても大丈夫ですよね？」

　アルバードが父に確認すれば、こくりと頷いた。

「ただ、しばらくはこちらにいなさい」

「なぜですかっ」

　アルバードは噛みつくが、父は冷静にいなした。

「身重の娘が実家で養生するのは別に不思議なことではないでしょう。辺境よりも王都のほうがいろいろと整っているし、私たちも手助けができます。吹雪を起こしたほどの魔法の才がある子ですよ。誰かが身近で守らなければ大変なことになるのは簡単に想像がつきますよね」

「そんなこと言って、子どもが生まれてもジェシカを辺境領に戻さないつもりではないでしょうね」

「それはジェシカ次第です。私たちに戻すつもりがあったとしても、拒否されれば難しいですね。そもそも、すでに無体を働いたアルバード様が、耐えられますか。身重なら体を繋げることは禁止ですよ。そうなるとため込むばかりです。ジェシカの中にいる子はきっと、母体が不安に思えば魔法を使いますし。子どもの放つ魔法に撃退される父になんて、なりたいわけじゃないでしょう。ならば、離れているほうがいろいろと安全だということになります」

「どうして、無理やりだと……」

　アルバードがやや青くなりながら、父に問う。

「ミヤは優秀な侍女です。貴方の行動を丁寧に報告してくれますから」

　ミヤはアルバードにだけ仕えているわけではないのか。

　夫婦の閨事情が両親に筒抜けだなんて、恥ずかしくて死ねる。

　ジェシカは真っ赤になって、手で顔を覆った。

「しばらくは心穏やかに過ごしてほしいと思うのは、間違いだろうか。ジェシカは辺境伯領に戻りたいか？」

「それは……」

　面と向かって聞かれると、なんとも答えづらい。

　アルバードが悪いわけではないが、両親のもとにいるのは確かに心が安らぐ。

　その時、一つだけジェシカはアルバードにお願いがあることを思い出した。

「アルバード様、グルジア様の奥様は王都にいるとお聞きしました」

「え、あ、ああ。グルジアの奥方は城の女官なんだよ。だから離れているのは確かだ」

「それで、毎日、魔伝というのをされているとか……？」

「そうだね、アイツも高位の魔法士だけれど、魔力が許す限り奥方との会話に全てを捧げているかな……なんせ大規模訓練でも魔力を温存して……え、ジェシカ……」

　首をひねりながら答えていたアルバードが何かに気がついて、真っ青になった。

「私、魔伝というものをしてみたいです！」

「いやだ、俺はジェシカと離れたくない。領地でやろう。俺が詰め所にいるから、領主館からかけてくればいいじゃないか」

　興奮したジェシカが笑顔を見せれば、ますますアルバードが眉を寄せた。

「夜に、王都とジャイスコ辺境領との距離でやりたいんです。それに、遠距離恋愛って憧れていたもの。昔読んでいた物語にあって」

「それって悲恋じゃなかった？　俺は絶対にジェシカと離れないぞ」

「離れている分だけ、愛を確かめ合うっていうのも素敵ですよね」

「だから、君が言っているのは悲恋で終わっただろ。愛は離れる分だけ薄まるって話だったじゃないか…………」

　何を言っても反論されるのが解せなくて、思わずジェシカは口を尖らせた。

「アルバード様は文句ばかりですね」

「これは文句じゃないと思うっ」

　呻いたアルバードを見つめて、ドルバがやるせないように息を吐く。

「全く、結局バカップルに振り回されただけか」

「兄様……ごめんなさい」

　ジェシカが謝れば両親も兄に向き直った。

「ドルバもいい相手をさっさと見つければいいんだ」

「いつでも紹介しなさいね」

「妹にかまけてる男はモテないんですよっ」

　両親が和やかにドルバに声をかけているが、兄は噛みつくように吠えた。

　つまり、ジェシカのせいだと言いたいのか。

　兄の性格にも多少なりとも問題があるような気もするが。

「あら、随分と賑やかね……ジェシカ、無事だったの？」

　いつの間にか、屋敷に帰ってきた姉が堂々と居間に入ってきた。そうして、一同を見回すと困ったように微笑んだ。

「ようやく帰ってきたのか、エリシア。ジェシカが攫われたと連絡を入れても動かなかったな」

「仕事ですもの。でもこうして戻ってきましたよね」

「そうか……お前がジェシカの誘拐に加担していたというのは本当か？」

「え、私がですか？　それはジェシカが言ったの？　私が気に入らないからって、両親の前で嘘をつくのはよくないわ。両親から妹が見つかったって連絡を貰って、すぐに帰ってきたのに。心配をかけたくせに悪い子ね」

「お姉様……」

　相変わらず、取り繕うのが上手だ。

　心配そうな顔をわざわざ作っているのだから、真相を知らないままであれば、未だに両親も騙されていたのかもしれない。

　むしろ両親は姉の無実を信じたい気持ちもあるだろうと、ジェシカはそっと両親の顔を窺った。

「その子から何を聞いたのか知りませんけれど、私が何をするって言うんです。厄介な特異体質持ちでも大切な妹ですよ」

「姉さんはアルバードの妻って立場が欲しかったんだろ。ジェシカが無事に戻ってきて残念だったな。辺境領主の妻は、変わらずジェシカのままなんだから」

　ドルバが辛辣に吐き捨てれば、姉は目を見張った。

「まだ、その子を妻に望むのですか？」

「おかしなことを言うね。俺の妻は最初から最後までジェシカただ一人だ」

　驚く姉に、きっぱりとアルバードが告げる。だが、エリシアは目を伏せて申し訳なさそうに続けた。

「お恥ずかしながら、社交も満足にできないお飾りですよ。貴方の妻はとてもじゃないけれど務められませんよね」

「俺の妻は愛している彼女だけだから。別に能力は必要ないよ」

「特異体質に惑わされているんですね。早く目を覚まされたほうがよろしいわ」

「惑わされてもいないし、俺は正気だよ。こんなに可愛い雪ウサギさんみたいな子が奥さんだなんて、幸せすぎて罰が当たるとは思うけれど」

「全く。平凡な子をからかわないであげてください。浅はかな夢を見てしまうでしょう？」

　笑った姉の声音は、ジェシカを蔑んだ響きを含んでいた。

「夢？　ジェシカが俺に溺れてくれるなら本望だけど」

　アルバードは言いながら、ジェシカの髪を一房手に取ると、そっと口づけた。

「ア、アルバード様っ」

「恥ずかしがる姿も可愛いね」

　緊迫した空気が一瞬で、甘い空気に変わる。

　両親や兄の前だ。

　ジェシカは恥ずかしすぎて早口になる。

「家族の前ではやめてくださいっ」

「家族の前じゃなきゃいいってこと？　なら、一緒に帰ろう」

「魔伝をしたいって言ってるじゃないですか」

　ジェシカが再度告げれば、アルバードが悲しげに眉を下げた。

「だから、それは向こうに戻ってからゆっくりやろう。何時間でも魔力が続く限りつき合うから」

「遠距離がいいんです。だって魔力が多くないと、なかなか遠くまで届けられないんですよね。アルバード様の魔力の多さも実感してみたいの」

「なんでそんなキラキラした瞳を向けてくるんだ……君からのお願いなら叶えてあげたいけど、離れるのは絶対に無理だから…………愛してるんだ、ジェシカ。憐れな恋の奴隷を救ってはくれないか？」

「いい加減にしてくださいっ」

　ジェシカとアルバードが言い合っていると、金切り声が割り込んだ。

「いつもいつもジェシカばかりっ、どうして貴女ってそうなのっ」

「お姉様？」

「お父様もお母様もジェシカのことばかり。役立たずで平凡なこんな子のどこがいいの。私のほうがずっと美人だし、有能で重宝するわ」

「それが不満で、ジェシカを攫うような計画を立てたのか」

　父が目を細めて、姉の告白を聞いている。さらりと放り込まれた爆弾のような言葉を、姉は存外あっさりと認めた。さらに興奮したように、叫んだ。

「アルバード様に相応しいのは私でしょう。できそこないの妹に務まるわけない。特異体質で惑わせるからっていい気になって、愛されてると思うなんてばかみたい。貴女なんて、そんな厄介な体質がなければ見向きもされないような子なのに。ディレイトも大したことないわね、さっさと隣国に連れていってくれればよかったのに！」

「エリシア、特異体質持ちが魔法士を惑わすというのは、攫うだけでは済まないんだ。犯されて骨も残らないような目に遭うんだぞ。お前は妹がそんな状況に陥ってもいいと言うのか」

「ジェシカが苦しむなら本望よ、私ばっかり我慢して、ずっと屈辱に耐えてきたのよ。優秀で美人で仕事もできる。それなのに妹よりも扱いが下ってどういうことよ。貴女も同じ目に遭えばいいわ、いい気味っ」

「エリシア……なんてことを……」

　姉の深い憎悪を目の当たりにして、母は声もなく泣き、父は苦悶の表情を浮かべている。

　ジェシカもまさか、ここまで憎まれているとは思わなかった。

「お前がそこまで言うなら、ジェシカの立場になってみればいい。屋敷に閉じ込められてどこにもいけない苦痛を、皆に狙われるという恐怖を味わいなさい」

「どういう……？」

　ドルバが父の目配せを受けて、懐から首輪を出した。

　ディレイトの首にかかったものと同じだ。

　素早く抵抗する姉の首にはめる。

「魔力封じの首輪……？　なんで、こんなものを」

「アルバード様からお前が仕組んだのではないかと言われた時から、準備はしていたが。ジェシカが誘拐されたと告げても動揺も見せなかったくせに、見つかったと聞けばこうして戻ってくる。どういう心境かと思っていたが、まさか、本当に実の妹相手にこんな残酷な行動に出るなんて……腕には祖母の遺品をはめてあげよう。あれは常に香りを放つ。魔法士を惑わす腕輪だ」

「そんな……ゲスな男たちに襲われるなんてごめんよ。魔法が使えなければ、反撃できないじゃないのっ」

「魔法が一切使えないのはジェシカも同じだ。そんな妹を、飢えた危険な狼に教えたのはお前だろう、エリシア！　ジェシカが無事に戻ってこれたのは奇跡だ。アルバード様が尽力されて、いろいろな偶然がたまたま重なって運がよかっただけだ。お前はどうだろうな」

「やめて、お父様っ。酷いわ。どうして私ばっかり貶められるの！」

「酷いことをしたのはお前だ。報いを受けるのは当然だろう。さあ、魔法士のいる場所へ行こう。伯爵家公認だと言えば、すぐに群がってくるぞ。どうせなら詰め所がいいかな」

「第八師団は荒くれ者で有名ですよ、父さん。きっと存分に姉さんを可愛がってくれるはずです」

「そうか、では今から向かおうか」

「やだ、いやよ、いやああっ」

　父に引きずられていく姉を追いかけようと立ち上がれば、アルバードがジェシカの腕を掴んだ。

　そのまま、姉は居間から出ていく。

　廊下からは悲鳴がこだましていた。自尊心の高い姉があんなに取り乱すとは。

　母はすっかりソファに身を沈めて、顔を覆って泣いている。

　どうにもできない現実に、ジェシカは縋るようにアルバードを見つめた。

「アルバード様、お姉様が……」

「愛情深い君の家族が、簡単に決めたわけではないことはわかるだろう。苦渋の決断だよ。それでも伯爵家の当主として、実行しなければ秩序が保たれない。王命にも背くことになる。彼女はそれだけのことをしでかしたんだ。罪には相応の罰が必要だろう。でないと、抑止力にはならないから。といっても、彼女の罪を問えば君のことが露見してしまうかもしれないから、罪状は変えてあるんだ。君の曾祖母の遺品を売り払った罰ってことにね」

　いつの間にそんな話まで終えていたのだ。

　両親は姉が無実であるといいと願いながら、きちんと対処を考えていたということか。ジェシカは家族の複雑な心境を想って胸を痛める。

「では、もう少し罰を軽くしてあげても……」

「ジェシカ、君が無事だったから俺もこうして笑っていられるけれど、もし君に何かあれば俺は全てを焼き尽くすほどに狂うよ。そんな原因となったかもしれない彼女を許すことは絶対にできない。お義父さんが自分たちで片をつけると言うから、大人しくしているだけだ。許可してくれれば、もっと残虐な方法で彼女を裁くだろう。だから、まだ温情をかけているほうなんだよ」

　優しく諭されても、ジェシカはどうしても納得できない。

　憎まれているのは知っていた。それでも姉も辛い想いを抱いていたのも知っている。

　そもそも彼女の想い人を奪ったのは自分だ。

　ジェシカが同じ目に遭えば、どこまでも悲しい。

　だってアルバードが姉を想っていると信じていた間、ずっと苦しかったのだ。何度も何度も涙を零して、切ない気持ちを殺し続けた。

　ジェシカは外に出たこともない箱入りだから、姉に報復しなかっただけだ。

　逃げたいとずっと願っていたのは嘘ではない。姉がけしかけたディレイトはそれを叶えてくれようとしたとも言える。

　全て姉だけが悪いのだとは、ジェシカには思えなかった。

「私……、私もアルバード様からずっと逃げたいって思っていました。だからディレイトに話を持ちかけられた時、あっさりと頷いたんです。つまり、お姉様の罪は私のことをディレイトに話したことだけですよね」

「だけって君は言うけれど、それも十分に重い罪だよ」

「でも、考え直す価値はあると思うんです！」

　ジェシカが懇願してアルバードを見上げた瞬間、視界の端を黒い影がよぎった。

　慌ててそちらに顔を向けた時、盛大に窓ガラスが割れた音が響き渡る。

　グルルっと唸り声を上げて、二頭の魔獣が窓から突撃してきたのだ。

「あれ、なんでコイツらはすぐに君のところに向かうんだ？　あの女狐のところに案内しろって命じたはずなんだけどな……」

　窓の外から、場違いな間延びした声がかけられた。

「ディレイトっ、どうしてここに？」

「もちろん、あの女狐に復讐しに来たんだよ。能天気女には興味はないから、殺気立つのはやめてくれないかな、アルバード」

　窓の外から部屋の中を窺っているディレイトは、肩を竦めてアルバードを見やった。

　警戒しているからか、問いかける声もひどく堅い。

「どうやって、逃げ出してきたんだ？　魔力封じの首輪はどうした」

「あんなもの、つけられるとわかっていれば対策の立てようもある。俺は優秀な魔法士だからな」

　得意げに笑う男に、アルバードはちらりと二頭の魔獣に視線を投げる。

　ジェシカも見たことがある魔獣だった。真っ黒で猪に似た巨大な体躯に、異様に突き出た二本の牙と、額の真ん中には青く光る石があり、瞳は真っ赤でどろりと濁っている。

　グルジアがジェシカの目の前で退治した魔獣にそっくりだ。

「辺境伯領に魔獣が出没したと報告があったが、それもお前の仕業か」

「ジェシカが本当に特異体質か確かめたかっただけだよ、あの時もそこいらの魔法士を無視して駆け出したから確信したんだけど。コイツら本当に君の匂いが好きなんだ。俺はエリシアのところへ向かうように指示したんだけど、あっさり君のところへ向かうし。あの女、どこ行ったんだ？　屋敷に入ったのは見たんだけど」

「お姉様のこと、怒ってる？」

「怒ってる……？　そんな生易しい感情で命からがら逃げだして、捕まる危険を冒してまでノコノコ伯爵家まで乗り込んできたわけじゃないんだけどな。相変わらず能天気なお姫様だ……気が抜けるから、ソイツに口出さないように言ってくれないか」

「ジェシカは、何を話しても可愛いんだ」

　アルバードは表情を変えずに、淡々と告げる。

　はああっとディレイトが盛大な息を吐き出した。

「お前の頭がイカレてるってことはわかった。つき合いきれないな、お前たち、行くぞ」

「まあ、待て。後で取り調べ室に向かうはずだったのに、こちらに来てくれて手間が省けた。ジェシカに手を出したこと、俺は忘れたわけではないんだ」

「胸しか揉んでないけど？」

　ディレイトがきょとんと瞬いた瞬間に、朱金のきらめきが庭に向かって放たれた。

「あっぶな、殺す気かっ！　詠唱省略で上級魔法の炎をぶっ放すなよっ」

「魔法士の魂は純粋なる魔法士だということを俺は今、実感した。心のままに魔法が発動するんだ。この胸に滾たぎる業火で、ジェシカに触れた指を全て焼き尽くしてやる。一本一本しっかりきっちり炭にしてあげよう。そうして記憶ごと消し炭にしようか。だって万死に値するよ、百万回死ね！」

「うわぁ、目が犯罪者だから……ジェシカ、止めろっ」

「え、え、ええ？」

　ディレイトに突然制止を求められても、何がどうなっているのかわからない。

　アルバードが物凄く怒っていることはわかるが、魔法のことは何も知らないのだ。

「俺の妻の名前を気安く呼ぶのもやめてくれるかな……？」

　アルバードが微笑んでいる間も、連続して炎がディレイトに向かう。

　庭の雪が物凄い勢いで溶けていく。

　木は少し焦げついて、抉れた地面もすっかり土が見えている。

　このままでは火事になるのでは、とジェシカは真っ青になった。

　その前に、庭師が丹精込めて整えた伯爵家の庭が見るも無残な姿になるほうが先か。

「な、何ごとだっ」

「ディレイトっ、お前、なんでここにっ!?」

　父とドルバがエリシアを引き連れて居間に戻ってきた。轟音を聞きつけたのだろう。

　割れた窓ガラスに、室内を荒らす二頭の魔獣。ジェシカはかなり悲惨な光景に顔色を変える二人を見つめる。けれど、ディレイトは二人の間に立つ姉に目を止めた。

「なんだ、そんなところにいたのか」

「ディレイト……？」

　すっかり意気消沈した姉が、ぼんやりと庭に立つディレイトを見つめる。

「俺を騙したこと、後悔するがいい。行けっ」

　にたりとディレイトが笑って、魔獣をけしかけた。

「お姉様っ」

「ジェシカぁっ！」

　思わず魔獣に向かって突進したジェシカは、ちょうどエリシアの前に立ちはだかる形になった。

　飛びかかった二頭の魔獣の牙が届く寸前の体を、ドルバが名を叫び抱き寄せた。強く抱き込まれた時、熱を感じた。

　アルバードが魔獣を一瞬にして炎の魔法で焼き払った時の熱だろう。

　目を開ければ、二頭の魔獣の姿は炎の揺らめきとともにかき消えていた。

「水属性に火をぶつけて蒸発させるとか、ほんとでたらめだな……化け物め」

「ジェシカに手を出すな！」

「勝手に飛び込んできたんだ。俺の狙いはそこの陰険女に決まってる。お人よしめ、エリシアには散々虐められていただろうが！　俺が始末をつけてやるから、そこをどいてくれ」

　苛立ったようにディレイトが怒鳴った。

　それでも、ジェシカも譲れない。

　ドルバの腕の中から、庭に向かって声を張り上げる。

「でも、お姉様は家族だからっ。嫌われているのも、憎まれているのも知っていたけど、私はお姉様が羨ましかった。お姉様みたいになりたかったの。ずっと憧れていたから。どうしても殺されるのを見過ごせないわ。ディレイト、ここまで巻き込んだうえに、こうして来てくれて申し訳ないけど、お姉様の代わりに謝るから、だから今回は見逃して……？」

「そんなちっぽけな謝罪で……許せるわけがないだろう……そこの女は俺をこけにしたんだぞっ」

　ディレイトが苦虫を噛み潰したかのように顔を顰めれば、ジェシカを抱えたままドルバが呆れたように言葉を投げかけた。

「何言ってんだ、だいぶジェシカに絆されてるくせに。尖ったナイフのような陰険なお前はどこに行ったんだ。今の顔、鏡で見たことあるか？　どうやって出会ったんだか知らんけど、妹の顔は平凡だし、匂いだけで惹かれたのか……？　ほんと、なんなの、ここには変態しかいないのか、勘弁してくれ」

「俺をアルバードと一緒にするな！」

「俺は変態じゃないって言ってるだろう!?」

　ドルバの言葉に、ディレイトとアルバードが同時に怒鳴る。

「息ぴったりで言われてもなぁ」

「くそっ、ほんとに気が抜ける……」

　がしがしっとディレイトは頭をかきむしって、ジェシカを見つめた。

「全く……許してほしいって？　どうせ、その女は相応の罰を受けるだろ。きっと一息に殺してやったほうが幸せだぞ。そっちのほうがお望みか、残酷女」

「それは軽くしてもらいたいって、お願いしているところ。だから、ディレイトも私にお願いされて仕方なくってことで、誘拐の罪とかなしにしてもらうから。そうしたら、無罪になるでしょう？」

　逃げたいと望んだジェシカの気持ちを汲んで二人が動いてくれたと言えば、罪はなくなるはずだ。罪がなくなれば、罰もない。

「ジェシカ、魔獣を使役することは禁呪だ。国内では使用が禁止されている魔法を使ってるんだよ。それに、彼がしている腕輪はジェシカの御曾祖母様の遺品だろう。窃盗と使用禁止魔道具の所持と、諸々の罪が加算されて、無罪放免ってわけにはいかないんだ」

「あんまりに堂々と違法なことしてるからびっくりするけどな。そのうえ、調べればもっと罪が増えそうだし。お前の実家の母親の不審死とかな」

　アルバードとドルバが畳みかければ、ディレイトは観念したように笑った。

「なるほど。復讐に目がくらんで、とんでもない場所に飛び込んできたってのはわかった。俺の実家まで、この短時間にご丁寧に調べたんだ……」

「情報通の優秀な侍女の恨みを買ったお前が悪い」

「くそっ、ミヤのせいか……はいはい、降参だ。ついでに、連れていってあげるよ、お姫様」

「え？」

「逃げたいって言っただろう、俺が自由にしてあげるから。一緒に行くか」

　初めて会った時に、ディレイトはジェシカに言った。可哀想だから助けてあげる、と。やはりあの言葉に嘘はなかったのだろう。

　なぜかはわからないけれど、同情してくれている。

　やっぱり優しい人だと思う。

　酷いこともされたけれど、根はとてもいい人だ。

「ありがとう、でも、ここで頑張ってみようと思うの。逃げてばかりじゃ気づかないことがあるってわかったし。それに、甘い言葉も甘いささやきもお断りよ」

　よくも悪くも、自分をダメにするとわかったから。

　首を振れば、ふっとディレイトも微笑んだ。

「そうか……」

「このまま、逃がすわけがないだろうっ」

「ジェシカに触れた落とし前もまだついていないしね」

「お前たちに捕まるほど間抜けじゃないさ、じゃあなっ」

　ドルバとアルバードに吐き捨てて、ディレイトが手を上げたかと思えば、突風が巻き起こった。目も開けられない強い風の渦に思わず兄にしがみつく。部屋の中の置物が激しく床に叩きつけられて、割れる音が響いた。

　竜巻のような渦が消えれば、ディレイトの姿もどこにも見当たらない。

「くそっ、逃げたか。ジェシカ、迂闊に魔獣の前に飛び出すなよ……守るって言っても限度があるんだからな。アルバードが間に合わなかったら、ほんとどうなってたか……」

「でも体が勝手に動いたんだもの」

「怪我はない、平気か？」

　アルバードも駆けてきて、ジェシカの体を上から下まで眺めた。

「アルバード、好き勝手動かせるな。ああいう時ほど、コイツは厄介なんだから」

「ゴメン！　ジェシカが動くと思わなくて……痛いところとかはないんだよね？」

「ええ、大丈夫よ。兄様もアルバード様もありがとう」

「どうして、私を助けたの……？」

　後ろから声をかけられて、ジェシカはエリシアを見つめた。

　自信たっぷりで、美人で、どこまでも優秀で。

　自慢の姉だ。

　それなのに、今は迷子の子どものように頼りなさげだ。こんな姉の姿を初めて見た。

「お姉様が仕組んだことは確かに辛かったし、怖かったわ。罰はどうしても必要だってわかってる。でも、お姉様がずっと私のせいで辛い想いをしていたのも知っていたから。どうしても納得できないの。それに大切な家族だもの。だから、体が勝手に動いたんだと思う」

「バカな子」

「本当に能天気なんだよ。もっと早く、無駄だって気づけばよかったのに」

「そう……そうね……」

　ドルバの言葉は、突き放すような勢いはなく。どちらかと言えば労りを含んでいて。

　兄は兄なりに、姉を心配していたのだなと感じた。

　あまり三人で一緒にいたことはないけれど、兄と姉は魔法士で魔装騎士団に入っているのだ。きっとジェシカが知らないだけで、関わりは多いのだろう。

　エリシアは、ゆっくりと項垂うなだれた。

「とにかくディレイトを追いかけるように、騎士団に連絡してくる。ついでに状況も聞いてくるから」

　父が頷き、ドルバは慌てて居間を出ていった。

「父様、あの……」

「お前の気持ちはわかったから。とにかく母さんを頼むよ」

　父に言われて母を見やれば、顔面蒼白のまま固まっている。

　一気にいろんなことが起こって、感情が追いつかないのだろう。

「母様、お部屋に行きましょう。ここでは落ち着けないものね」

「え、ええ……そうね」

「アルバード様、申し訳ありませんが失礼しますね」

「うん、落ち着かせてあげてくれ。いろいろなことがいっぺんに襲ってきて、混乱しているだろうし。お義父さん、ここの片づけをいろいろと手配してよろしいですか」

「ああ、家令に言えばわかると思う。ではエリシア、行こうか」

　父に促された姉は、今度は静かに出ていった。

　その背中を見送っていると、母がそっと頭を撫でてくる。

「母様……？」

「ずっと私たちが守らなきゃって思っていたわ。でも、貴女が一番強いわね」

「え、と……？」

「優しくて、心がとてもしなやかだわ。あの人が望んだ以上に、素敵な女性になっていたのね。アルバード様のおかげかしら？」

　瞳にはいつものからかうような光が見えて、ジェシカは安堵した。

　母はもう大丈夫だろう。

「ジェシカの本質ですよ」

「そう、私たちは本当に何も見えていなかったのね。ごめんなさいね、ジェシカ。そして、エリシアを許してくれてありがとう」

「許したつもりはないですよ？　お姉様には相応の罰は受けてもらいます」

　ただ、ジェシカが思う相応と、アルバードが求める相応は違うかもしれないが。父には伝わっただろうと信じている。

　母も瞬きした後、悲しげに微笑んだ。

「あら、そうね。それでいいと思うわ。簡単には許されないことをしでかしたのはあの子なのだから。さぁ、貴女も疲れたでしょう、部屋で休むといいわ。アルバード様のお部屋は客間になりますので、後で案内させますね」

「夫婦ですから同じ部屋で構いませんが」

「魔法を使った魔法士には、決して近寄らせるなと夫に厳命されていますの」

　にっこり笑った母は、フフリーア伯爵家の夫人に相応しい貫禄に満ちていたのだった。




　ディレイトの行方は結局わからなかった。

　隣国に逃げ込まれると、大っぴらに探すわけにもいかない。隣国に犯罪者が逃げたことを伝え、見つけ次第引き渡しを依頼するのが精々だ。

　彼には実母を殺害した容疑もかかっていると教えてくれたのは兄だ。実家ではわりと冷遇されていたらしい。無能な実兄の下で、母は兄を溺愛し弟をひたすらに痛めつけたらしい。父は家庭を顧みない放任主義で、随分と貶められていたため性格が歪んだんだな、とドルバは評していた。

　そして調べたのはミヤだ。

　魔装騎士団にいた頃から身体強化の魔法に特化していた彼女は、諜報員的なことをやっていたらしい。いろいろなことを知っていると感心すれば、今回のことにはなんの役にも立たずに申し訳ないと号泣された。

　別にミヤが悪いわけではない。

　エリシアとディレイトが結託していることも、姉が思った以上に自分を憎んでいたことも、ディレイトが暗躍していたことも。ジェシカがミヤに隠していたこともあるし、家族には黙っていてほしいとお願いしていたこともある。

　結局のところ、自業自得というやつだ。

　ジェシカがディレイトに攫われて、家族がアルバードを責め立てた時に、真っ先にエリシアが怪しいと話したのもミヤだ。その際にジェシカへの所業も併せて話したらしい。だからこそ、父は姉の行動を疑いつつも対策を用意できたようだ。

　ミヤには感謝しかない。

　ディレイトは厄介な身内がいると確かに零していたし、辛い思いもたくさんあったのだろう。だが、ジェシカのことを除いても、重犯罪者なのは変わらないようだ。逃亡犯として指名手配され、行方を追われている。

　エリシアは魔装騎士団を解雇され、監禁されている。ジェシカは彼女が過ごしている場所を知らないので、あれから一度も会えていない。両親からも姉の話は聞かないため、状況もわからない。

　健やかであることを願うばかりだ。

　そうして誘拐事件は終わりを迎えて、ジェシカの日々は穏やかに過ぎていく。

　相変わらず、家族に守られた優しい籠の中に入って暮らしている。

　そんな中、無事に出産も終えた。慣れない育児に奮闘していれば月日は飛ぶように過ぎる。

『今日は何をしたんだい？』

　貝殻から、アルバードの声が届いた。

　夜の自室は静かで、穏やかな声がゆったりと響く。

　ベッドサイドに置かれた小さなランプの灯りの下で、銀色の光を放つ貝殻にそっと触れた。

　対になっているので、相手が魔法を使ってくれれば、会話は可能になる。魔力の負担はその分大きくなるが、アルバードにとってはそれほど苦でもないらしい。

「今日は母様と新しい肌着を縫ったわ。そうそう、サムュアがおもちゃを握ったのよ。いつの間にか上掛けも蹴飛ばしていたの」

　二か月になる息子の話題を出せば、深いため息が聞こえた。

　髪と容姿がアルバードに似た息子は、すっかり伯爵家で愛され可愛がられている存在だ。ジェシカの両親のみならず使用人からとても慈しまれて、デロデロに溺愛されている。

　ドルバは息子の魔力量に慄いていたが。癇癪かんしゃくさえ起こさなければ普通に可愛い赤子なのだが、泣くと部屋が吹雪に見舞われるのはなんとか収めたいところではある。

　ジェシカが抱っこしていると普通に泣くだけなので、ほとんど母から離れることがない。

『そうか。ぜひとも見たいな、今からそっちに行ってもいいかい？』

「サムュアはすっかり寝ているけれど。それに明日のお仕事はどうするの」

　アルバードなら、夜に魔動車を飛ばすと、日の出前には王都に着けるだろう。だが、その日一日仕事ができなくなる。

　ジェシカの寝台の横に置かれたベビーベッドですやすや寝ている息子を見つめて、アルバードに答えれば、平気だと返ってきた。

『グルジアがいれば、大丈夫だよ』

　アルバードは頻繁に王都のフフリーア伯爵家に魔動車を飛ばしてやってくるので、最近はかなりストレスをため込んでいるらしい。やりかけの仕事だろうが緊急の魔狼の討伐だろうが、お構いなしに放り出して王都に来るのだから、副官としてはたまったものではないだろう。

　ジェシカが辺境伯領に戻ってくることを、アルバードを除いて一番熱望している人物でもある。

「来週にはそちらに行くから、もう少し待っていて」

『全然全く待てない。可愛い妻と息子は日々愛らしく成長しているのに。一年近くも離れて暮らしてるなんて、とんだ試練だよ』

「私は成長しませんが？」

『可愛らしさと愛しさは日々募るばかりだよ。声にも野の花を揺らすそよ風のような心地よさと淫靡さも含んでいるだなんて……ああ、俺の女神は可憐でなんて残酷なんだ…………』

　うん、重症だ。

　ジェシカは心の中でつぶやいた。

　昔は貴公子然とした姿に憧れて穏やかな人だと思っていた。甘いささやきには嘘くささを感じていたが、今は愛が募った結果、言動の行きすぎた人にしか思えない。

　愛されているのはわかった。

　溺愛されているのも感じる。十分すぎるほどに。

　どうして自分は愛されていないと、彼は姉が好きなのだと勘違いしていたのか、不思議に思うこともある。

　幼い頃から姉に釣り合わないと言い聞かせられ、アルバードに嫌われていると信じていたからだろう。思い込みが激しいのはきっと家系だ。

　両親は結婚してからジェシカを抱き潰したアルバードに怒って、出産が終わるまで王都で過ごすように厳命した。

　抱けない女が傍にいるのは男にとってとても辛いのに、それが特異体質ならなおさらに過酷になると言われて、説得された形ではある。

　魔伝がしたいのと遠距離夫婦に憧れて、深く考えずに離れることを決めたけれど、これでよかったのかは謎だ。

　アルバードの想いは離れれば離れるほど、狂気に満ちていく気がする。

　つまり重たい。

　残念なことは、それを自分は嬉しく思っていることだ。さすがに自身でも呆れてしまうほどには。

「愛してるわ、アル。だから、お仕事がんばってね」

『君が本当は堕天使なんじゃないかと思うんだ……俺の愛を試して弄んでいるのかな。それとも、これ以上おかしくさせて堕落させるつもり？　残念だけれど、すっかり溺れておかしくなっているからね』

　威張ることではないな、とジェシカは半目になりつつ口を尖らせた。

「だって、今よりももっとグルジア様に恨まれるのは御免だわ。せっかく辺境伯領に帰れるのに、アルが仕事をため込んで家に帰ってこないなんてことになっても心配だし」

『心配してくれるの』

「当たり前でしょう。大好きな旦那様ですもの」

『ああ、俺の奥さんは本当に女神のようだね！　ジェシカももう休んで。サムュアはまだ夜泣きするんだろう』

「ええ、そうね。おやすみなさい、アル」

『うん、おやすみ。愛してる、ジェシカ』

　アルバードのささやきとともに、貝殻の光はゆっくりと消えていった。




　二回目の仕切り直しの結婚式は、辺境伯領の礼拝堂で行われた。

　もちろん、ジェシカが閉じこもることもなく、ぶち切れたアルバードが乗り込んでくることもない。

　衣装が同じというのが、なんだか気恥ずかしくはあるが。

　両家の両親と息子に見守られながら、ささやかな式を挙げる。

　二人で並んで司祭に誓えば、厳かな式は終了だ。

　結婚して夫婦になって子どもまでいるのに、彼が式を挙げることに拘ったのはジェシカのためらしい。乙女は素敵な結婚式に憧れるのだろうと信じている。父にもいろいろ不憫だと詰められたことも大きいようだ。

　だが、それが建前というか、本音は別にあることを知っている。

　結婚式を終えた今知ったというのが正解だろうか。

　常々、彼は自分の花嫁衣装をじっくり眺められなかったことが不満だったらしい。

　婚礼衣装に身を包んだ贈り物のようなジェシカが、ヴェールを上げて夫たるアルバードに笑顔を振り撒く姿を堪能したかったのだと、白状した。

　仕切り直しの初夜の寝台の上で。

　もちろん二人とも夜着になっていて、婚礼衣装は脱いでいるのだが、アルバードはしっかりと記憶しているらしく、うっとりとジェシカを見つめてくる。

「ちゃんと、笑顔だった？」

「女神のような慈悲深げな微笑みだった。あまりに神々しくて、目が溶けるかと思った」

「それはちゃんと見られたの？」

「ばっちり、脳の奥の奥にまで記憶したよ。鮮明に、ドレスの繊維一本一本まで再現できるほどに焼きつけたんだ！」

　穏やかに微笑みながら、物凄い熱量を感じる。ジェシカは思わずふふっと笑った。

「ドレスだけはしっかり覚えたのね」

「君のどんな表情も見流さないし、忘れないよ。本当に美しかった」

　寝台の上にゆっくりと寝かされて、アルバードはその上に覆い被さってくる。

　夫婦の夜は一年ぶりくらい。

　しかも、いつも後ろからしかしたことがないので、まじまじと見つめられると恥ずかしい。

　夜着は真っ白なシルクのワンピースで、さらさらとした生地の擦れる音が、ぎしりと軋む寝台の音と重なった。

「アルのほうが、ずっと綺麗なのですが……」

「俺の顔についての評価はやめてくれないか」

　羞恥から口を尖らせれば、苦虫を噛み潰したかのような弱りきった夫の顔がある。

　整っている彼の顔は、どんなに表情が崩れても綺麗なのだが、それは口に出さないほうがいいらしい。

　一回目の結婚式の時に、生理的に無理だと言った言葉は相当に彼の心を抉ったようだ。兄にも散々、忠告されてはいたけれど、まさかここまで引きずるとは思ってもみなかった。

　ことあるごとに、アルバードの顔は美人で恐れ多いほどの美貌だと褒めそやしても、自分の平凡顔のほうが素敵だ可憐だ愛してると、全く取り合わない。

　ジェシカのほうがいたたまれなくなって逃げ出したくなる。だけど、甘いささやきは禁止してお断りしているにもかかわらず、彼は体に染みついているようで、日常的に贈ってくる。

「じゃあアルも、私を褒めないで。甘いささやきも言葉もいらないの」

「ジェシカは可愛いよ。可愛さが天元突破するほどに。そんな人外級の可憐な妻を堪能して溺愛していると言って、何が悪いのかな」

　至極当然のようによくわからない理論を力説されても、ジェシカは戸惑うだけだ。

「美人から平凡な顔を褒められても嬉しくないの」

「だから、俺の顔の評価はいらないって……」

　永遠の堂々巡りだ。

　とてもじゃないが、今から夜の営みをする空気ではない。

「アルは実は頑固だって、最近知ったわ」

「ジェシカが可愛いのはずっとわかってる」

　そういうところなのだが、仕方ない。

　ここは自分が折れなければいつまでも経っても話が進まないのだ。

「生理的に無理とか言わないから、優しいキスが欲しいです」

「もちろん、喜んで」

　誤解が解けてから、アルバードはきちんと口づけをしてくれる。最初がヴェール越しでそれから一度もなかったのは、正面から生理的に受けつけない顔を見せないようにしていたかららしい。それは大変申し訳なかったと、密かに傷ついていたジェシカは反省した。だから、こうして素直にねだる。

　アルバードは蕩けるような笑顔を浮かべて、ジェシカにとびきり優しい口づけをくれたのだった。




「なんだろう、自分の指に嫉妬しそうだな」

　ジャイスコ辺境伯領主館にある夫婦の寝室の広い寝台の上、ジェシカが四つん這いになって尻を高く突き上げた姿勢でアルバードの指を受け入れている。それなのに、彼は悠然と蜜壺を犯しながら不穏な言葉をつぶやいているのが、腑に落ちない。彼の優美な指を受け入れているソコはグズグズに溶けてひくついていて、溢れ出た蜜は内股を伝ってシーツを汚していく。

　彼の声はどこまでも落ち着いていて、ジェシカの羞恥をさらに煽る。

　アルバードは夜着のシャツをはだけさせただけで、下も身に着けている。裸なのは自分だけだという状況もますます恥ずかしい。

「美味しい？　指が溶けそうなくらいに吸いついてくる。ああ、熱くて溶けそうだな」

「あ、ん……だっ……て。久し……ぶりで……アアッ」

「わかってる？　腰も動いてるよ」

　ゆっくりとした指の動きに、思わず腰をもっと感じる場所に引き込もうと揺らせば、意地悪な指がさらりと快感の芽を撫で焦らされる。

　不意に擦られた感覚だけで身悶えさせられるというのに。

「やあ、も、…………ダメぇ……っ」

　どのくらいこうして弄られているのだろう。唇への優しい口づけから始まって、ゆっくりと夜着をはぎ取られ裸にされて、全身に口づけを受ける。時折、肌にぴりっとした刺激が走って、彼の所有印が刻まれるのも心地いい。

　もっと嬲ってほしいのに、彼はどこまでも優しく丁寧に虐める。

　口と手だけじゃ物足りない。なのに、愛撫は繊細で穏やかだ。

　胸の膨らみも散々弄られて、頂は痛いほど張りつめている。手と唇で丹念にほぐされ、弄られ、歯を立てられた。それだけで軽く達してしまう。

　今も、シーツの合間に差し込まれた手は愉しげにじんと痺れるような熱をもって、疼く先端を捏ねくり回し摘まんでいる。いたぶられるたびに腰が揺れて、それだけの刺激で快感は大波のようにジェシカを攫うというのに。

　高められて欲した場所には、指しか触れてもらえない。一本、二本とゆっくりと増えていく指がようやく三本になる頃には、ジェシカはおかしくなって、涙を零して訴えるしかできない。

　まるで罰を与えられているみたいだ。

「アル……ンっ、お願っ、もう挿れてっ」

「お望みどおりに挿れているよ」

「指じゃ、なぁいっ……はァっ、アルぅ…………ッツ」

「何が欲しい？」

「アルっ、アルが、欲しいのっ」

「初夜のやり直しだから、優しくしてるんだけどなぁ」

「お願い、お願い……っ、」

　──一年。

　離れている間は耐えられた。なのに、今は少しも我慢できない。アルバードの指を締めつけ、ねだりながら腰を振る自分の痴態は、頭の片隅に羞恥を覚える。けれど、夫の望みはきっと今の自分の姿だろうなとも思う。彼は理性を失くして貪欲に欲しがる妻の姿が見たいのだ。

「もっと奥、届かないっ、奥に欲しいの」

　熱に浮かされ、譫言うわごとのように欲しいと繰り返せば、アルバードはぐちゅりと蜜壺をかき混ぜながら首を横に振る。

「はっあ……そんなに欲しいの。でも、まだだめだよ」

「どうしてぇ……」

「君の特異体質に惑わされたんじゃないって、どれだけ言っても伝わらなかったけれど。本当に惑わされるほどに強烈な誘惑なんだよ。君を心から愛していて抱きたいと思う感情をさらに煽られるんだ。俺がどれほど耐えたと思うの？」

　ぐるりと膣内を引っかいて、バラバラに動く。感じる場所を擦られると、中が搾り取られるように蠢いた。

「やあ……アル、アル、欲しいのぉ……っ」

「はあ、可愛いジェシカ。甘い香りに頭がおかしくなりそうだ。初めての時は君に嫌われたと思ってショックで暴走したけど、今日は我慢するよ。おかしくなるほど優しくしてあげる。君がもっと俺に溺れるくらいにね。そうして、俺の愛を感じてくれ。君が君だから狂おしいほど愛しているんだ」

　折り曲げた指は激しく抽挿を繰り返し、ジェシカは背中を反らした。

　アルバードが丹念に背中に舌を這わせる。

　弱い刺激でもすっかり体は快楽を拾った。

　でも、これじゃないと叫んでいる。

　欲しい場所は膣内で、どこまでも熱く蠢いて蜜を零す。彼の指を手首まで濡らして、もっと望んだ奥まで欲しいと訴えていた。

「もう、意地悪、しないでっ」

「意地悪じゃないよ、愛してるって言ってるだろう」

「いや、足りないっ、足りないのっ」

　後ろを振り返って、目を潤ませて懇願する。

　自分が何を口走っているのか、はっきりわからないほどに、彼のモノが欲しくて仕方がない。

「愛してるの。愛されてるのもわかってる。だから犯して、酷くしていいからっ、アル、お願いっ」

　音を立てて、アルバードの指が抜かれた。仰向けにひっくり返されて、アルバードが激しく口づけてくる。舌で口腔を嬲り、蹂躙される。

「あんふっ、ふああっ……んんっ。ああああっ」

　そのまま、いつの間にか下穿きから取り出されたアルバードの剛直に体を貫かれた。

　待ち望んだ快感に体が歓喜で震える。これが欲しかったのだと慄いた。

　ずんっと奥まで穿たれ、その衝撃に甘い悲鳴を上げる。

　子宮に響く振動に、全身を揺さぶられた。

「あっ、あっ、んん……」

「挿れただけで達した？」

「アルが、あんっ……そうした、んでしょ……」

　ジェシカが息も絶え絶えに責めても、アルバードは余裕に満ちていてにこりと微笑んだ。

　整った顔立ちは少しも崩れることなく、優雅ですらある。

「どこまでが愛で、どこまでが特異体質に惑わされているんだろう。ああ、可愛いジェシカ。愛しているよ。決して君を手放さないから」

「ああっ、あっ、はっあっ」

　昔は自分の特異体質が嫌いだった。

　彼が傍にいてくれるのは、自分の持つ特異体質のせいだと思っていたから。

　だからこそ、彼はジェシカ自身を愛していると甘いささやきを繰り返してくれたけれど。その行為はどこまでも空虚な言葉だと思い込んでいて、特異体質を逃がしたくない一心からくるものだと考えていた。

　今は、アルバードの愛を素直に受け止められるようになった。

　彼が自分の特異体質に振り回されて、惑わされて、それでもジェシカを愛したいと熱望していることを知っている。君自身を愛したいのだと、何度も何度も告げられたから。

　夜の帳とばりが下りた頃、優しく甘くささやくアルバードの言葉に、姿は見えなくても真心だと教え込まれたから。惜しみない愛の言葉が自分の中に降り積もって、愛されている自信になったから。

　王都とジャイスコ辺境伯領での離れた一年間は、二人にとってとても大切な時間だった。

　ジェシカの我が儘だったけれど、それを叶えてくれたアルバードには感謝している。

　だから、彼が愛を伝えられないと嘆く必要はないのだが。

　彼にとっては、離れていた時間は試練の時だったようで、ことあるごとに兄やグルジアには忠告されていた。

　耐えに耐えた男の欲望は際限がないから気をつけろ、と。

　アルバードは今日から一週間の休みをもらったと嬉しそうに話していた。

　離れていた分、夫婦で、親子でじっくりと過ごしたいと何度もジェシカに告げた。

　親子で過ごせるのか、と一抹の不安が頭をよぎる。

　必死で腰をぶつけてくる夫に揺さぶられながら、ジェシカはぎゅっとアルバードを抱き締めた。

「愛してる、愛してるの、アル」

　だから、明日は親子三人でゆっくり過ごしましょう？

　快楽に呑まれながら、ジェシカはひっそりと願うのだった。





終章　愛妻辺境伯の蜜愛事情






　雪に閉ざされたジャイスコ辺境伯領の領主館の中庭は、なぜか雪一つない。地面が見えていて、草木の一本も生えていない。

　昨夜に降った雪が庭の向こうの木々には積もっているのが見えるから、全く降らなかったわけではない。そこだけ切り取られたかのように、不自然に雪がないのだ。

　二階の自室から中庭を見下ろして、ジェシカははあっとため息をついた。

　朝に自室から見た時は、一面銀世界で、足跡一つない雪が陽光を受けてきらきらと輝いていた。

　今は昼下がり。

　弱い冬の日差しで、短時間に雪が溶けるわけもない。

　穏やかな午後が一瞬にして、物騒な気配を孕んでいると思ってしまうのは気のせいだろうか。

　ジェシカがこうして自室から中庭を見下ろすことも、すっかり当たり前になったものだ。アルバードと結婚して、ゆっくりと季節は移ろい、もう何年にもなる。中庭を整えている庭師はすっかり諦めて、主夫妻に好きにしてくださいとしか言わない。彼が自棄になっているのはわかっているけれど、原因を思うとため息しか出ない。

「ジェシカ、起きていたのか。体調は大丈夫？」

　ノックもなく部屋に入ってきた夫は、窓辺に佇む自分に気がつくと、満面の笑みを向けた。

　年を重ねても少しも衰えを見せない彼の美貌には、未だに見慣れない。凛々しく美しいけれど、決して容姿については言及しないと決めている。

「え、ええ」

　本日は、アルバードの仕事は休みだ。だからこそ、彼は昨夜散々ジェシカを抱き潰した。朝はなんとか自室まで戻ったが、そのまま寝台の住人になってしまった。あのまま夫婦の寝室にいたら、こんな時間になっても起き上がれないことは経験済みだ。辛い体に鞭打ってなんとか逃げ出して、結局、今まで寝ていた。

　諸悪の根源に大丈夫かと尋ねられると、素直に頷き辛い。

　釈然としない思いを抱えているのは自分だけなのだろうか。

「アルがあの子の鍛錬につき合ってあげていたのではないの？」

「ああ、いや、癇癪を起してどこかへ逃げたんだ。てっきりここにいるものだと思ったが」

　中庭の惨状から推測して夫を見つめれば、弱ったように頭をかいて、アルバードはぎゅっとジェシカを抱き締めた。

「また、余計なことを言ったのですか？」

「先に生意気なことを言い出したのは、サムュアのほうだ」

　サムュアはジェシカの胎内にいる時から魔法の才に溢れていたが、生まれてからも規格外だった。喜んだアルバードの父が、自ら魔法の基礎を叩き込むほどに筋がいい。結果として大人顔負けの魔法士になっている。まだ六歳なのだが。

　だが、幼いからと放置していると大変なことになると周囲は危惧した。

　何せ、感情だけで魔法を振るう息子だ。

　早々に理論を叩き込んだほうがいいとのことで、英才教育は始まった。今では感情に任せて魔法を使うことはないが、きちんと呪文を唱えて上級魔法を使う。どちらがいいのか、魔法の使えないジェシカには判断がつかない。

　アルバードが休みの日には、親子の語らいという名の魔法合戦が繰り広げられるのが日常だ。

　鍛錬で庭を焼土に変えるのはやめてほしい。それに、だいたいはアルバードが余計なことを言って幼い息子の自尊心を傷つけるため、すぐに中止になることが多い。

　今もきっと、息子が怒ってどこかへ行ったのを追いかけてきたのだろう。

　夫は息子と本気で口喧嘩しているのだから、大人げがない。

　抱擁くらいで騙されると思わないでほしい。

　軽く夫を睨みつけると、彼は降参したようにごめん、と続けた。

「俺が悪かった。でも、あの子も悪いところがある」

「父様のほうが悪い！」

　いつの間にか、ドレスのスカートにしがみついていた少年が声を張り上げた。同じ髪色をした大小そっくりな顔が、自分を挟んで睨み合っている。

「俺は悪くない。そもそも、サムュア。何度も言うが、母様は父様のだから。母様が一番愛しているのは父様だから」

「父様は嘘つきだ。母様が一番愛しているのは僕だよ」

「そんなことはないさ」

「一番に抱き締めてくれるのも、名前を呼んでくれるのも僕だもの。ねえ、母様？」

　得意げな様子の息子が愛らしい。

　思わず頷けば、アルバードの腕に力が入った。

「ジェシカ、その態度は傷つくんだけど……」

「え、そ、そう……？」

「ほうら、やっぱり僕が一番だもの。それに、父様はそうやって虐めるからダメなんだよ。母様がいつも寝てばかりいるのも、父様の意地悪だよね？」

　原因に思い至り、ついでに昨晩のあれやこれやも思い出してぼふっと顔が真っ赤になった母の姿に、息子が首を傾げる。

「母様？」

「父様は母様を愛しているから、仕方がないんだ」

「アルバード様……？」

　幼い息子に一体、何を言い出すつもりだ。

　思わず批難がましい視線を向ければ、蕩けるように微笑まれた。

「ジェシカ、俺を愛しているだろう？」

「もう、張り合わないでください」

「ほら、父様は僕の次なんだから、諦めるのも大事なことだよ。こうやっていつも母様に叱られてるんだから、気づけばいいのに」

「違う、母様は照れているだけだから」

「父様、そういうのミグルシイって言うんだよ、あれ、オウジョウギワが悪い？」

「どっちも違う！」

　大人ぶって難しいことを言おうとした息子に、夫がむきになって否定している。

　思わず、ジェシカはクスクスと笑ってしまった。

　その笑顔を見て、息子はうっとりと瞬いた。

「はあ、母様いい匂い。大好き」

　魔法士の息子はやはりジェシカの体質に惑わされているのか、くっついてくるのが好きだ。血縁者だから襲われることはないと父も兄も保証してくれたが、アルバードだけは懐疑的な視線を向けている。それも困ったものなのだが。

　息子の小さな頭を撫でてあげると、さらにぎゅっと抱きついてくる。

「だから、母様は父様のだって言ってるだろう。いつでも潤んで優しく父様を受け入れてくれるんだからな」

「な、何をおっしゃっていますの!?」

　アルバードが口走ったことに、ジェシカは真っ赤になって怒鳴った。母の怒りが伝わったのか、息子がきりっと目をつり上げた。

「母様を父様から守るのは僕のシゴトだ！」

「母様をどんな敵からも守るのが、父様の仕事だ！」

「守ってないから！　父様はいつも母様に叱られているからねっ」

「はは、子どもにはわからないだろうが、これが母様の愛情だ」

「だからカンチガイだって！」

　いつの間にか、どちらがジェシカから一番に愛されているかから、自分は誰のものなのかに話が移っている。そして終わりの見えない口論は続く。

　二人はこうしてジェシカを挟んで喧嘩をするのがしばしばだ。いつものことなので苦笑するしかない。

「二人とも、魔法の練習中だったのでしょう？　何を覚えたのか見せてくれないの」

「そうなんだ、見てみて！」

　息子が呪文を唱えれば、窓の外に巨大な火球が現れた。ごうごうと音を立て、赤から朱色になって、最後に青白く光って消える。

「色が変わるんだ、キレイでしょう？」

「本当に、凄いわねぇ」

　たくさん頭を撫でると、真っ赤な頬をさらに染めてふふんと笑う。やんちゃそうな顔は、アルバードには決して見られないから不思議だ。

「サムュア、一人の時に練習しちゃいけないよ」

「わかってるって。ちゃんと父様と母様の前でやったでしょう？」

「危険なものなんですか？」

「上級魔法の上に、さらに変化を加えている特別製だ。特級魔法に近い、かな……並大抵の魔法士が使えるものじゃない。威力はこの屋敷が一瞬で吹っ飛ぶほどだ。庭の雪なんか一瞬で蒸発したよ」

　なるほど、だから庭の景色が一変していたのか。

「ユリィにも見せてあげようと思って。もうお昼寝終わったよね！」

　ぱっと顔を上げて、満面の笑みのまま部屋を駆け出していく。

「待て、父様との約束はどうした!?」

「父様がさっさと来ればいいんだよ」

　慌ててアルバードが小さな背中を追う。

　ジェシカもそれに続いた。

　サムュアが部屋に飛び込んだ途端に、赤ん坊の泣き声が響き渡った。

　生後五か月の妹のユリィデリアだ。

　子ども部屋にはベビーベッドが置かれていて、乳母がオロオロと赤子をあやしていた。

「坊っちゃま、急に大きな音を立ててはお嬢様が驚かれてしまいますよ」

「はい、ごめんなさい。もう起きているかと思って……」

　乳母に叱られて素直に謝っているサムュアは、困ったように後ろを振り返った。

「大丈夫よ、サムュア。ユリィはちょっとびっくりしただけだから。ほら、すぐに機嫌が直るでしょう」

　乳母からユリィデリアを受け取れば、すぐに泣きやんですうすうと寝息を立て始める。

　すると、覗き込むように首を伸ばしたサムュアが、アルバードのズボンにしがみつく。

「ユリィも母様が大好きだね。でも、一番母様を愛してるのは僕だからね」

「だから父様だって言ってるだろう。だいたい、年季が違うからね。父様は母様が子どもの頃から好きだったんだから」

「父様はずるい。どうしたって年月は変えられないのに！」

「アルバード様、張り合うのはやめてくださいって。ユリィが起きてしまうわ」

　窘めると、二人ははっとして息を呑む。それはそれはそっくりな顔だ。

「そんな顔をしなくても、穏やかに眠っているわよ。ほら」

　二人に見えるように腕を傾けた途端、安心したように顔を緩めた。

「ユリィが起きたら、とびきりの魔法を見せてあげるんだ！」

「なら、もう少し練習しようか。まだまだユリィは眠りたいみたいだからね」

　頷いたサムュアを連れて、二人は庭に向かうようだ。

　これ以上、庭が被害を受けないように祈るばかりだが。

「あ、母様も見ていてね！」

「はいはい、気をつけるのよ」

「わかってるー」

　振り返った息子が笑顔を浮かべて廊下を駆けていく。小さな足音が遠ざかって、アルバードが慌てて追いかける音が続いた。

「本当に、いつも仲がよろしいですね」

　乳母が微笑みながら、告げた。

　それに頷きつつ、庭に目を移す。

　晴れた冬の空は、どこまでも穏やかだ。同じような日々は、こうして続いていくのだろう。

　ジェシカは特異体質だけれど、生まれた子どもたちには遺伝しなかった。この体質はフフリーア伯爵家の直系の女にしか現れないと言われているから、あまり心配はしていなかったが。

　それでも、子どもは二人とも魔法士としての才能に溢れている。

　ユリィデリアはサムュアほど感情で魔法を使わないが、癒しと結界に特化しているとアルバードが感心していた。

　ジェシカを守る最強で最恐の騎士たちだ。

　ありがたくもあるけれど、申し訳なくも思う。彼らが大きくなったら、自分に縛られることなく自由に生きてほしいと願うけれど、母を慕う自然な気持ちだからとアルバードは告げる。

　強制ではなく、自発的な行いだから、ジェシカは守られていて、と。

　自分は変わらず役立たずの辺境領主の妻で、ほとんど外に出ることも叶わない。それでもアルバードは大切に慈しんで、守ってくれる。変わらぬ愛を捧げて、穏やかに微笑んでくれる。

　ジェシカは明るい声の絶えない家族に囲まれて幸せだ。そう、はっきりと断言できた。

　夫から家族の前で夜の営みのことをあてこすられるのだけは、我慢できないけれど。

「奥様、こちらにいらっしゃいましたか」

　ミヤが部屋に入ってきながら、苦笑した。彼女は変わらず自分つきの侍女をしてくれている。結婚して出産してからは一時傍を離れていたこともあるが、生涯をジェシカに捧げると豪語しているほどだ。

　もちろん、ほどほどにお願いしている。

「ドルバ様が、そろそろ到着される頃かと」

　兄も定期的にジェシカの様子を見るために、ジャイスコ辺境伯の屋敷にやってきてくれる。今日も夕食を食べがてら一泊していくつもりだろう。いつの間にかサムュアを手なずけて二人で悪巧みをするので、アルバードは辟易しているが。

　兄はいくつになっても変わらない。

　やんちゃな子どものようだ。

「用意するわ、手伝ってくれる？」

「かしこまりました」

　ミヤが頷いて、身仕度を整えるために自室へと向かう。

「あの庭の状態を見たら、悔しがられそうですね」

「そうね。見たかったとサムュアに縋りついて頼み込むわね」

「旦那様が心底嫌そうな顔をするところまでが一連ですね」

　確かにと頷いて、ジェシカは笑う。

　家族の仲がよくて、どこまでも優しい世界で生きている。ジェシカが不自由なく暮らせるように先回りして、整えて努力してくれる愛しい家族が──夫がいる。

　ジェシカは明るい庭を眺めながら、いつまでも、幸せを噛み締めたのだった。
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　気づけば、外はすっかり暗くなっていた。

　どれだけ時間が経ったのか、ジェシカには判断が尽きかねた。

　視線を逸らして部屋の壁にかかっている時計を見ようとすれば、鋭く名前を呼ばれた。

「ジェシカ」

　そこに咎めるような響きを感じて、ジェシカは小さく身じろぎした。

　夫婦の寝室の寝台の端に腰かけていたジェシカが少し動くだけで、ぎしりと軋む音が上がる。まるで今の自分の心の声のようで、普段から困りがちな眉をますます下げてしまう。だが、そんな必死な様子が夫には伝わらないらしい。

「……あの、アル……？」

「なんだい、ジェシカ。俺を信じてくれるの？」

「そうね……」

　早々に仕事から帰宅した夫は、信じてほしいとジェシカに縋るように懇願し、寝台の傍で跪ひざまずいてじっとジェシカを見上げている。魔装騎士団の団服のままで、着替えずにやってきたので、寝る時の格好ではない夫が寝室にいると違和感が甚だしい。

　そもそもジャイスコ辺境伯であり、第二師団団長の肩書きを持つ立派な魔装騎士だ。そんなアルバードの綺麗な金色の髪を、睥睨へいげいしている時点で不遜ふそんな気がしていたたまれない。何度もやめてと止めたが、彼は聞く耳を持たずに、その姿勢でジェシカに謝る。

　団服が汚れると言っても無視をされ、懇願され続けた。

「だとしてもこれは浮気だろう？」

「え、ええ？」

　そうかしら、とジェシカは疑問になる。

　できれば今すぐに侍女のミヤに確認したいくらいだ。だというのに、部屋に誰も近寄るなとアルバードが命じてしまったせいで、助けがこない。必然的にアルバードと見つめ合い続けて、静かに時間が経ってしまったというわけだ。

　すっかり暗くなった部屋で、ジェシカは首を傾げた。

「私は、そう思わないのだけれど……」

　困惑しながらも告げた途端に、アルバードがこの世の終わりであるかのように顔を青ざめさせた。

「どうしてわかってくれないんだっ」

　激情に駆られて頭を抱えている彼の形のよい口から、怒涛の勢いで言葉が飛び出した。

「いや、ジェシカが優しいことはわかっているよ。天使のように一切の穢れのない心の持ち主だもの。時折君の背中に純白の羽が見える時があるし、いつも慈愛に満ちて光輝いているしね。天使というより女神かな。何より、氷の結晶のように透き通った純粋さだ。無垢な心はある意味罪だと、俺は最近思うほどだよ」

　それはすでに、アルバードの目がおかしくなっているのではないだろうか。そしてなんの罪だ。

　夫の言葉に一抹の不安を覚えるものの、以前兄に相談した時には変態は昔からずっとこんなものだと冷たく言われたことを思い出して、少しだけ落ち着く。兄の絶対零度の眼差しはいつも、ジェシカを安定させてくれるのだ。

「そんな優しい君にとても辛いことを強いているのかもしれないけれど、夫の浮気は決して放置していいことではないんだよ」

「ねえ、アル。だから、私は浮気だと思わないんだけど……」

「ジェシカ！　俺を愛していないの？」

「愛しているわ、アル。だから──」

「ならば、浮気した俺を罰してほしいっ」

　彼の澄んだ青色の瞳は血走っていて、なぜか悲痛さの中にとろりと濃密な色気が混ざる。

　ジェシカはそんな夫の艶やかさに当てられて、彼が帰ってきた時に説明したできごとを反芻した。

　アルバードが、第二師団に新しく配属された新人の女性に触れてしまった。

　要約すればそんな話だ。

　訓練場に向かう途中の回廊の曲がり角で、不注意に飛び出してきた女性とぶつかったというのだ。そんな日常のささいなできごとに目くじらを立てたりしない。ジェシカは何度もそう言った。だが、アルバードは続きがあると首を横に振る。

　彼は自身の罪をジェシカに告白した。

「彼女にぶつかった途端に、今朝の寝乱れたジェシカの姿がすぐに思い浮かんだ。そうしたらもう、君の柔らかさや甘い香りや艶やかな声まで思い出してしまって……他の女に触れて君を思い出すなんて、これは浮気だろう!?」

　いえ、全くそんなことはありません。

　何度もジェシカはそう告げているが、アルバードはやはり聞き入れない。そのうえ、妻の愛情を疑ってくる始末。妻なら不快に感じて夫を詰なじるそうだが、世間に疎いジェシカでも疑問を抱いてしまう。

　ちなみに新人女性とぶつかった時、傍にはグルジアがいたようで、彼にもアルバードは意見を求めたらしい。そして一切相手にされなかったと言っていた。夫の部下で友人でもある男の態度はある意味正しい。

　不可抗力で一方的なできごと──それだけなのに、なぜかアルバードは傷ついた顔をしてジェシカに謝罪をしている。そして、誠実な愛を信じてほしいと縋ってくるのだ。

　罪悪感から仕事にならないアルバードを見かねたグルジアは、妻に謝罪するよう夫を詰め所から追い出したらしい。よほど鬱陶しかったのだろう。

『浮気男の『愛しているのはお前だけだ』と告げる言葉を信じてはいけない』

　それは兄とミヤに以前に言われた言葉であり、恋愛指南書にも書かれていた名言だと思う。ジェシカもそのとおりだと思っていた。

　だが、これはどうすればいいのか。判断がつかない。

　浮気ではないとジェシカが否定しているというのに、浮気してしまったと夫が反省している──。

　そんな複雑な夫婦の状況など、恋愛指南書にも答えは書かれていなかった。

　さて、どうしたものかと頭を抱えて途方に暮れる。

　アルバードは、ジェシカの膝に置いた手をそっと両手で包み込むように触れた。

　そのぬくもりに、ジェシカは夫の泣きそうな瞳を覗き込む。

「ねえ、ジェシカ。浮気した俺を罰してくれるだろう？」

　全身全霊で縋られて、困惑する。

　同情を誘っているのかと思うほどに憐れであり、そしてどこまでも蠱惑的だ。

　整った容貌の夫は、自身の効果的な使い方を心得ている。ジェシカが絶対に断れないように追い込んでくるのだ。

　ぎこちなく頷けば、そのまま寝台へと倒されたのだった。




　アルバードが日中に戻ってきたので、ジェシカの格好は普段着とはいえ、簡素なワンピースだ。ナイトドレスではないので、いくつものボタンがついている。正直脱がせにくい。

　そのはずなのに、アルバードはするするとジェシカを脱がせて下着に手をかけていた。

「普段着を暴くって、どうしてこんなに背徳的な気持ちになるのかな。君の体が眩しいくらいに綺麗だから、かな。白雪を汚している気持ちになるね……」

　アルバードの手は、散々胸を弄った後に太ももを辿って、下着の上から割れ目をなぞる。僅かな刺激で物欲しげに中が蠢くのを感じて、ジェシカはむずがるように頭を振った。白銀の長い髪が揺れて、さらさらと音を立てる。

「や、いやです、アル……」

「浮気した悪い夫に触られるのは、嫌悪感が募る？」

「ちがっ、ひう、んん」

　アルバードはジェシカを組み敷きながら、中へと指を進めた。結婚してからすっかり慣らされた蜜壺は、それだけでじんわりと溢れる。

　そのため否定の言葉はすぐに嬌声に変わる。

　言わせる気のない夫に、ジェシカは羞恥に染まった思考で憤りを覚えた。

　服をはぎ取られ、全身に口づけを受ける。罰してほしい、清めてほしいと懇談してきたのはアルバードだが、結局ジェシカはされるがままだ。

　けれど、穢れた夫に触られるのは嫌だろうかと気遣うように触れられ、行為の合間に問われては、ジェシカが首を横に振る。それがいつもの閨の手順とは異なる。

　ちりちとした痛みを時折与えられては、所有を示すような赤い印が肌に浮かんでいく。それに悦びを感じるのに、これも許してくれるのかと聞かれるのだから、もどかしさが募った。

　全身の愛撫に手淫が加われば、それだけで官能を刺激された。物足りないような疼きを抱えて、ジェシカは赤紫色の瞳を潤ませる。焦らすように与えられる指のもったいぶった動きに、戯れを感じて切なさが増す。

　頭の中が焼ききれて、おかしくなりそう。

　夫の指の動きに合わせて腰を揺らせば、アルバードが仄昏く嗤った。

「ジェシカは優しいから、誰にでも甘い。どんなことでも許してしまう……だけど誰かに、罰を与えたことはないでしょう？」

　姉の仕打ちに傷ついても、ジェシカはどうしても相手の心を想って許してしまう。

　それをアルバードは責めているのだろうか。

　罰してほしいと願いながら、まるでジェシカが罰を受けているような気持ちになった。だからジェシカは快楽に乱れた思考で必死に細い腕を伸ばして、アルバードの首に絡めた。

「どうした……？」

　引き寄せて、彼の形のいい唇に噛みついた。そのまま舌を絡める。深い口づけにアルバードは一瞬目を見開いたが、すぐに受け入れてジェシカが拙く舌を動かすのに任せた。水音が絶えず口から洩れ、くぐもった呻き声になって、ようやく顔を離す。

　アルバードは団服の上着を脱いでシャツをはだけさせていたので、彼の顎を辿って、首筋に舌を這わせた。いつも夫がしてくれるように、丁寧に優しく官能を高めるように。

「ジェ、シカ……何……？」

　アルバードの鍛えられた肌に吸いついて、赤い痕も残した。上から順に下へと辿り、鍛え上げられた腹筋に沿って、ひたすらに愛撫を繰り返す。だが、ジェシカがベルトに手をかけると、アルバードは途端に慌て出した。

「待って、それはだめだ」

「罰を与えてほしいんでしょう？」

「罰だって!?」

「だから、アルは手を出しちゃダメよ」

　ジェシカがとろんと瞳を溶かせて命じれば、アルバードの喉がごくんと音を立てた。

　それを見やって、ふふっとジェシカは笑い声を漏らす。時間をかけてぎこちなくベルトを外して、アルバードの前を寛げれば、待ち構えていたかのように屹立きつりつが飛び出した。猛々しいほどに張りつめたものの切っ先を優しく撫でると、アルバードの腹がびくりと震えた。

　いつもジェシカの胎内を埋め尽くして、おかしくさせてしまうソレに、愛しさが込上げてペロリと舐めてみた。

「ジェシカ、やめなさい」

　厳しい口調でアルバードがぴしゃりと告げた。だからジェシカは思わず顔を上げて、夫の様子を窺った。よほどいけないことをしてしまったのだろうかと、不安になったからだ。

「だめだ、視覚の暴力もいいところだ。嘘だろう、夢よりも酷い。俺の天使が堕ちてきた……小悪魔になったというのか……」

　普段は冷静なアルバードが真っ赤な顔をして、譫言のように言葉を吐き出している。内容は叱っているようなのに、表情が裏切っていてジェシカは首を傾げた。

「これは罰なのよ？」

　なぜか夫がとても悦んでいるように思えて、罰だと念を押したジェシカに、アルバードが苦渋に満ちた声で告げた。

「……拷問だ」

　本当だろうか。

　ジェシカは判断がつかなくなって、身を起こしてアルバードの腰を跨ぐように移動した。下着をずらして、さらに大きくなって涎を垂らしたような屹立を蜜口にこすりつけた。いつもはすんなりと入るくせに、なぜかつるんと滑った。

　途端に、アルバードが苦悶の表情で小さく呻く。

「んん、アル、これ難しい、の……？」

　何度試してもうまくいかなくて、ジェシカはアルバードの顔を見下ろした。高められた熱で頭がおかしくなっていて、泣きたくもないのにひどく悲しい。勝手に涙が零れれば、アルバードも顔を歪めてジェシカを見つめ返した。

　空を思わせる真っ青な瞳が、欲を孕んでぎらついている。射貫くように妻を見やって、蕩けるように瞳を細めた。

「ジェシカらしい、一見甘くてとんでもなく厳しい罰だ……頭がおかしくなりそうだよ。でも俺から動いてはだめなんだよね」

「あん、そう、そうよ」

「じゃあ頑張って、ジェシカ。俺のものに手を添えれば大丈夫。自分の重みで深いところを突かれると、とても気持ちいいらしいからね」

　ミヤが毎度アルバードに好き勝手されている主人に、ジェシカが上になることを教えてくれた。その体位だと女性優位でことが進められて、楽になると助言してくれたのだ。それはジェシカに優しくて、アルバードが気持ちよくなるとは思えない。つまり男性にとっては軽い罰になるはずだ。

　だというのに、アルバードは拷問で厳しい罰だと言う。

　そんなに酷い行為なのか？

　ジェシカは内心で疑問に思ったけれど、焦れる自身の熱に浮かされて、忘れてしまっていた。

　アルバードは本当にじっとして動くことはなく、ジェシカの行為を見守っている。

　ジェシカは、言われたとおりにアルバードの楔に手を添えて、慎重に腰を落とした。何度目かで、ようやく媚肉をぐりゅりと巻き込んで、水音とともに深く突き刺すことに成功する。

「入った、あっ、んん、やあ、アルっ。ど、して動く、のっ」

「ん、もう罰は終わりだろう？」

　アルバードとようやく繋がることができた感嘆の声を上げた直後に、彼が見計らったように深く腰を突き上げた。自重でさらに沈み込むように、深く二人の腰が合わさり、根本までみっちりと彼を受け入れている。

　突如、恥ずかしさが込み上げて、ジェシカは腰を浮かせた。しかしその動きを察したアルバードが細い腰をがっしりと掴んでいたので、結合を解くことはできなかった。濡れた粘膜がくちゅりと淫らな音を立てて、蜜壁を擦り上げただけ。

「は、あんン……」

　堪らずに喘いだジェシカに、アルバードがふっと淫靡な笑みを向ける。

「これほど残酷な罰に耐えた夫を、心優しい君はもちろん赦してくれるだろう？」

　容赦なく攻め立てられ、激しく揺さぶられる。

　アルバードの腰の動きは不規則な律動を刻んで、ジェシカを翻弄した。溢れ出る蜜は止まらずに、しとどに濡らしていく。止まる気配はなく、そんな配慮もなかった。

　女性優位だなんて、とんでもない。

「や、あ、ゆるし、て、もう、ゆるしってぇ……っ」

　目の前が明滅して、思考が白く埋め尽くされた。享楽の波に攫われて、ジェシカの理性が悲鳴を上げる。けれど、どれほど謝っても行為は激しく、ジェシカは追いつめられた。

「ああああああ……っ」

　──やっぱり罰を与えているのは、アルバードのほうだ。

　寝室に甘い嗚咽を響かせながら絶頂に達したジェシカは、頭をのけ反らせ、小刻みに震える快楽に身を委ねた。

　何が夫をこれほど焚きつけ執拗に行為を続けさせたのだろうか、と考えながら──。
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